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プロローグ






　試験会場の扉とびらを開けると、そこは無数の棚たなで埋うめ尽つくされた窮きゆう屈くつな部屋だった。

　部屋をまちがえたか？

　廊ろう下かを振ふり返ってみるが、床ゆかに表示された赤い矢印はこの部屋を指していた。学校側が用意した拡張現実ＡＲのルートナビだ。まずまちがいないと思うが、まさか部屋を探すところから試験がはじまってるなんてことはないよな。

「念のために現在地を確かく認にんしてみるか」

　俺の発言を読みとって、視界の隅すみに拡張現実ＡＲの仮想ウィンドウが現れた。「現在地：第三準備室」と表示されてるから、やっぱりあってるようだな。

　改めて室内を確認してみる。

　大量の棚のおかげで図書室かと思ったが、どうも様子がちがう。

　棚をよく見ると、中身は本ではなくてゲームソフトだ。それもずいぶん昔から見なくなったカセットやＣＤ‐ＲＯＭばかり。わざわざデータを記録媒ばい体たいに保存したうえに、専用端たん末まつでしか遊べなかった時代の産物だ。

　そんなものをわざわざ棚に並べて展示するなんて、よっぽどの物好きなんだろう。

「ここは『アーカイブ』と呼んでいる」

　部屋の奥から声が聞こえる。

　ひとつだけ置かれたテーブルに、スーツ姿の女性が座っていた。

　口の端はしにはタバコをくわえている。火はついていなかったが、その格好が妙みように似合っている人だった。

「私が個人的に集めた世界中のゲームソフトを保管するための場所だ。まあ、私室だな」

「すごい部屋ですね」

「ありがとう。同じ趣しゆ味みのようでうれしいよ」

　スーツ姿の女性が立ち上がり、手を差し出してきた。

「私は黒くろ岩いわ静しず流る。七なな峰みね高校で教師をしている。黒岩先生とでも呼びたまえ」

「俺は御み剣つるぎ優ゆう刀とです」

　握あく手しゆすると、空いているイスに座るよう促うながされた。

「ようこそ七峰高校プロゲーマー科へ。本来なら試験は別の場所で行うのだが、なにしろ時期が悪くてな。ここしか空いてなかった」

「構いませんよ。むしろこっちの方が落ち着くくらいです」

「そう言ってもらえるとありがたい。ではさっそくだが試験をはじめよう。君はうちの選考方法を知っているかね？」

「莫ばく大だいな入学金が必要だとか、特とく殊しゆ能力持ちしか入れないとか、人間をやめた廃はい人じんの集まりだとか、お金を払はらってニートになる学科だとか言われているのは聞きました」

「なるほど。散々な言われようだな」

「そして、合格率０・１％以下──千人に一人も入れない超ちよう難関校だとも」

　黒岩先生がタバコを口から離はなすと、シガレットケースの中に戻もどした。

「吸わないんですか？」

「校内は禁きん煙えんだ」

　意外とまじめな人なんだな。

「合格率の話だが、それは事実だ。最近はプロゲーマーになろうという生徒も増えてな、あまり多くても困るからふるいにかけている。といってもうちは成績も性格も考こう慮りよしない。求めるのはひとつ。ゲームの強さだけだ」

　淡たん々たんとした口調だったが、そこには有う無むを言わせない力強さがあった。

「私は古いゲームを集めるのが趣味でな。『アーカイブ』には国内外を問わずに有名ゲームからインディーズに同人まで、あらゆるゲームがある。ここにないものでも学内クラウドにアクセスすればいつでもダウンロード可能だ。事実上プレイできないタイトルはないといっていいだろう。

　試験方法はひとつ。この中から好きなゲームを選び、私に勝つことだ」

「この中から……ですか？」

　思わず聞き返してしまった。

「どれを選んでもいいんですか？」

「構わない」

　迷うこともなく即そく答とうされる。

　無数に並べられた棚には、どれにも大量のゲームソフトが収められている。

　国内外のゲームを集めたというのが本当ならば、その数は一万を超こえるかもしれない。

　これだけあれば、ひとつくらいは苦手なゲームもあるだろう。ほとんどプレイしたことがないものだってあるはずだ。

　にもかかわらず、その合格率は０・１％以下。

　これが──

「──世界にも数えるほどしかいないと言われる七峰高校の『プロゲーマー』か……」

　数々の世界大会を制せい覇はし、国際ランキングでも上位を独どく占せんする最強のゲーマー集団。

　ぞくり、と背筋が震ふるえた。

　強敵だ。今まで出会った中で、まちがいなく一番の。

「『元』プロゲーマー、だがな」

　黒岩先生が控ひかえめに訂てい正せいする。

「……参考までに、先生の得意なゲームを教えてくれませんか」

「いい質問だ。相手を知ることは戦略の第一歩だからな。私は特に２Ｄの格かく闘とうゲームを好むが、その中でも──」

　黒岩先生の指がテーブルの表面をたたく。

　拡張現実ＡＲの仮想ディスプレイが現れ、ゲームのタイトルロゴを表示させた。

　現在にまでシリーズが続く有名な格闘ゲームだ。

「──これを特に得意としている。自じ慢まんになるが世界大会で優勝した経験もあるほどだ。ひとつアドバイスすると、このジャンルで私に勝つのは不可能といっても──」

「じゃあそれでお願いします」

　ぴくり、と黒岩先生の表情が動いた。

「自信があるのはいいことだ。それも才能といえるだろう。だが、プロゲーマーに求められるのは結果だ。いくら試験とはいえそれなりに本気でやらせてもらう。それに、当たり前だから言っていなかったが、負ければ当然試験は失格だ。それをふまえてもう一度聞く。本当にこのゲームでいいのか？」

「勝ち目のあるゲームなんてつまらねえだろ」

　わき上がる興奮を抑おさえきれずに、つい口調が荒あらくなる。

「俺がここに来た理由はただひとつ。俺に勝てるやつに会えるかもしれないからだ」

　その相手が目の前にいる。自分の全力以上を出してもそれでも勝てるかわからない相手だ。ここで逃にげるやつはゲーマー失格だろ。

　黒岩先生の目が驚おどろきに見開かれ、やがて薄うすく笑えみを浮うかべた。

「なるほど、そうだな。私たちはそういう人種だった。挑いどむことがなくなったおかげで忘れていたよ。いいだろう、試験はこいつで行う。勝負は一回。勝てば合格、負ければ不合格。それでいいな」

「望むところだ」

「そちらから売ってきたケンカだ。手加減は一いつ切さいしない。瞬しゆん殺さつされても文句は言うなよ」

「そっちこそあとで手を抜ぬいたなんて言い訳すんなよ」

　黒岩先生はそれ以上なにもいわず、黙だまってコントローラーを差し出してきた。

　受け取る手に汗あせがにじむ。

　勝負は一回。相手は遥はるか格上。負ければ即そく終しゆう了りようのこの状じよう況きよう──

　口元がニヤツくのが自分でもわかる。

「──燃えなければゲーマーじゃねえだろう！」







「御剣優刀、か……」

　思わずこぼれた声が、静かな室内に響ひびいた。

　アーカイブ内は静せい寂じやくに包まれている。つい先ほどまで続いた激げき闘とうの名残なごりはどこにもない。

　モニターに映された文字だけが結果を伝えていた。

【ＹＯＵ　ＬＯＳＥ！】

「この私がストレート負けとはな」

　タバコの煙けむりを天てん井じように向けて吐はき出す。

　校内は禁煙だが、知ったことではない。負けたあとは誰だれだって不ふ機き嫌げんになるものだ。一本くらいは許してもらおう。

「それにしても、この時期に入学か」

　プロゲーマー科にくるのは人外と呼ばれる連中ばかりだ。その中でもさらに一ひと握にぎりの天才だけが入学する。廃人の巣そう窟くつといわれるのもまちがいではない。実際彼らは常じよう軌きを逸いつした腕うでを持っている。だけど、その中でも彼は群を抜いていた。

　彼がどのチームに入るかでランキングが大きく変わるだろう。

「面おも白しろくなりそうだな」

　二本目に火をつけると、今度は笑みと共に吐き出した。








第一章　七なな峰みね高校プロゲーマー科






　校舎内に堅かたいコンバットブーツの足音が響く。

　厚さ二ミリの鉄板を仕込んだ軍用靴ぐつが、リノリウムの床ゆかを慎しん重ちように踏ふみしめていった。

　周囲に他の音は聞こえない。

　聞こえるのは自分一人の足音だけ。

　窓から射さし込む光が、空中に浮かぶわずかな埃ほこりを照らし出している。空気中に漂ただよう埃の一ひと粒つぶ一粒まで正確に表現する高度な処理能力に目を見張る余よ裕ゆうはなかった。

　舞まい上がる埃は、つい最近誰かが通った証あかしだ。

　それが味方なのか、敵なのか、判断する方法はない。

　二十人いたはずの仲間は、今やアタシを含ふくめてたったの三人しか残っていなかった。

　足音を潜ひそめて慎重に歩く。

　どんなにペースを落としても、リノリウムの床は堅い音をかすかに響かせる。

　足音がひとつ鳴るたびに、冷ひや汗がひとつ流れ落ちる。

　曲がり角の手前で身を潜め、アサルトライフルを握にぎりしめた。

　舞い上がる埃は角の向こうへと続いている。

　相手はたった一人で十七人も倒たおした男だ。もしこの先にいるのなら、わずかな足音でもとっくに捕ほ捉そくされているだろう。

　視界の左上に映るマップを確かく認にんする。

　この先は上下につながる階段になっている。待ち伏ぶせに格好のポイントだ。

　緊きん張ちようで手のひらに汗がにじむ。心音が鳴り響いてかすかな物音をかき消してしまう。

　落ち着かせるために深く息を吸い込んだ。

　そもそも最初から、この戦いには乗り気じゃなかったんだ。

　二十対一という数的有利。学校という逃げ場のない舞ぶ台たいでの殲せん滅めつ戦。こちらは一人でも生き残ればいいのに対し、相手は自分一人がやられただけでゲームオーバー。

　有利というには圧あつ倒とう的すぎるアドバンテージ。

　勝つのは分かり切っていた。

　問題はどうやって勝つか。どうやって観客を楽しませるか。そのためだけに用意されたステージだった。

　これはもう「戦い」ではない。「遊び」だ。

　強つわ者ものとされる相手をいたぶり、追い詰つめ、苦しむ様を見て笑うためのエキストラステージ。おそらくは賭かけの対象にもなっていないだろう。それほどまでに決定的な戦力差。

　運営側から直接の依い頼らいだったから仕方なく参加しただけで、アタシは静観してるつもりだった。誰かとチームを組むつもりはなかったし、そもそも寄せ集めの集団で高度な連れん携けいなんかとれるわけがない。

　それでも負けるとは思わなかった。いくら相手が伝説級とまでいわれる相手でも、この戦力差では勝てるわけがない。

　誰もがそう思っていたし、アタシもそう思っていた。

　ただ一人、その本人だけがそう思っていなかった。

　連携のとれないアタシたちを巧たくみに分断し、罠わなを張り、一人また一人と狩かり取っていく。

　異変に気づいたときにはもう手て遅おくれだった。

　そもそも学校という舞台からしてすでに罠だったのだ。

　無数にある教室は多くの隠かくれ場所になるし、窓を使えばどこからでも自由に出入りできる。侵しん攻こうルートの予想はほぼ不可能。

　足音はこちらの居場所を容易に伝えてしまうが、相手はなんの足音も響かせない。こちらもコンバットブーツを脱ぬぎ捨ててしまいたかったが、そんなコマンドは用意していない。

　ゲリラ戦を仕し掛かけてくる敵に対し、私たちはなんの対たい抗こう策も持たなかった。

　油断していたといわれればその通りだ。その油断を突ついたという点に関しては見事というほかない。

　しかし誰が予想しただろうか。

　この圧倒的不利な状況にもかかわらず、相手がまさか勝つつもりで挑んでくるなんて。

　意識を切り替かえなければいけない。

　これはもう遊びではない。

　狩りだ。それもアタシたちが狩られる側の。

　呼吸を整え、アサルトライフルを握りしめる。タイミングを見て半身を乗り出した。

　──誰もいない。

　どっと安あん堵どの息がもれる。

　その事実に気がついて戦せん慄りつした。

　──安心した？　このアタシが？　敵がいなくてホッとしたっていうの？

　出会えば負けるかもしれないから。

　──ありえないッ！

　強く頭を振ふって足早に、だけど足音は立てないように廊ろう下かを走る。

　乱れた埃の跡あとは階段を上へと向かっていた。

　誘さそわれている可能性もあったが、逆にいえばそこに相手がいるということ。

　階段を上がると、倒れた仲間が見えた。

　直後にもう一人曲がり角の向こうから吹ふき飛ばされてきた。

　ライフゲージがゼロになり、体が光のエフェクトに包まれる。その直前に目が合った。口元がニヤリと笑う。

「奴やつの武器を潰つぶしてやった……これでもう、勝ち目はない……」

　そう言い残し、無数の光の粒りゆう子しとなって空気中に溶とけて消えた。

　これで残りは自分一人。

　ここで決着をつけてやる。

　ダッシュして廊下の角を曲がる。

　細い廊下のその先に、そいつはいた。

　生きる伝説とまで呼ばれたプレイヤー。通算成績１２０勝０敗。無敗のまま大会二に連れん覇ぱを達成し、今まさに無敗のまま三連覇を成し遂とげようとしている正しよう真しん正しよう銘めいの化け物。

　逆転の魔ま術じゆつ師し。不可能を可能にする男。超ちよう一いち流りゆうの廃はい人じん。インビジブルチーター。

　様々な呼び名を持つその男が、だらりと両手を下げたまま廊下の真ん中に立っている。

　片方の手に握られているのは壊こわれたマシンガン。さっきの男の攻こう撃げきで壊されたらしい。

　しかし、そんなことはどうでもよかった。

　アタシの目に映っていたのは目の前の姿だけ。

　足音がしなかったのも当然だ。

　こいつは靴くつを履はいていない。靴どころか、あらゆる装そう飾しよく品ひんを身につけていなかった。

　誰もが一度は目にする白シャツに長ズボンというなんの特とく徴ちようもない服装。

　瞬しゆん間かん、怒いかりに火がついた。

　初期キャラクターだ。

　この男は、トッププレイヤーのアタシたち二十人に対し、あろうことかステータス無振りの初期キャラクターで挑んできたのだ。

「ふ、ざ、けるなあああああああああああああああああっ！」

　トリガーを引き続けたまま走った。

　走る振しん動どうでランダムに軌き道どうが乱れた銃じゆう弾だんは、そのすべてが男の体をすり抜ぬけていく。

　よく見ればわずかに体を動かし、最小限の動きでかわしていた。

　──このチート野や郎ろうがッ！

　ランダムにブレる銃弾をすべてよけるなんて不可能。違法チートコードをインストールしているとしか思えない。

　もしもチートじゃないのだとしたら、コイツは未来を読んで動いていることになる。だがもちろんそんなことはあり得ない。

　もはや油断はまったくない。容よう赦しやしようという気もたった今消え失うせた。コイツは今ここで叩たたき潰す。

「アンタの伝説はここで終わりよッ！」

　銃を撃うったままスライディングし、相手の股また下したを通過する、と見せかけて床を蹴けった。

　相手の視界を下に振ってからの跳ちよう躍やく。

　向こうからしたらいきなり消えたように見えただろう。

　しかしまだだ。

　床を蹴って飛び上がると、壁かべを蹴って相手の頭上に移動し、さらに天井を蹴りつけてそのまま背後へと飛び越こえた。

　飛び越えながら、腰こしにつるした手しゆ榴りゆう弾だんを落とす。

　相手の視界を上下に飛び越える常人離ばなれした動きと、死角からの爆ばく撃げき。

　着地と同時に轟ごう音おんが響ひびくが、この程度で死ぬようならとっくに倒している。

　狙ねらいは奇き襲しゆうではなく、煙えん幕まく。

　黒煙で視界のふさがれた廊下へ向き直ると、手にしていたアサルトライフルを捨て、本来の武器である細さい剣けんを取り出した。

　どんな違法チートコードで回かい避ひ率を上げても、廊下を埋うめ尽つくす広こう範はん囲い攻撃はかわせない。

　構えた細剣に攻撃的な光が宿る。

「スキル発動！　〈ライトニング──」

　瞬間、背筋が凍こおり付いた。

　兆候はなにもなかった。

　完全な奇襲の上に奇襲を重ねた死角からの攻撃。

　あの動きを読めるはずがないし、読めたとしても自分の反応速度を上回れるはずがない。

　しかも相手は初期キャラクター。

　勝てる要素なんて万に一つもない。

　なのに。

「今のは久しぶりにひやっとしたな」

　声は背後から聞こえた。

　──な、んで……。

　震ふるえそうになる声を吞み込む。

　負けるわけにはいかない。

　こんなところで。こんなやつに。こんなチート野郎なんかを相手にして！

「ふっざけんなこの野郎おおおおおおおおおおおおおおおおおッ！」

　自分の反応速度のすべてをつぎ込んで打ち込む最速の攻撃コマンド。

　細剣を背後に突き出すのと、捨てたはずのアサルトライフルが突きつけられるのは同時だった。

　読まれていたのだ。

　背後を取りにいくことも。そのために銃を捨てることも。すべて。

　細剣が男の脇わきをかすめる。

「おっと。パーフェクトゲームは阻そ止しされちまったか」

　それが、このゲームで初めて男にダメージを与えたという意味だと気がつくと同時に、一発の銃声が鳴り響いた。




『ヘッドショットが炸さく裂れつぅぅぅぅぅ!!　ツルギ選手、二十対一という圧倒的不利をものともしない大勝利！　そしてそしてそして！　前ぜん人じん未み踏とうで唯ゆい一いつ無二の大偉い業ぎよう！　無敗のまま三連覇達成だ──────────っ!!』




　大興奮する実じつ況きようの声が遠くに聞こえ、やがて視界が暗く染まっていった。




　　　　◆




　俺は全身から溢あふれ出すようにため息をつくと、全画面モードをオフにした。

　視界の光景が縮小され、仮想ディスプレイの中に収まる。かわりに広がったのは自分の部屋だ。調度品がほとんどないのは、拡張現実ＡＲの表示を邪じや魔ましないため。

　俺は全身の力を抜き、イスの背もたれに身を投げ出した。

　ずっと集中し続けていたからさすがに疲つかれた。

　目を酷こく使ししたせいで軽い頭痛まで感じる。

　だが悪い気はしなかった。

「いやー、熱い試合だったな」

　さすが最さい高こう峰ほうの大会と呼ばれるだけはある。

　相手は文句無しの強敵ぞろい。しかも「ゲーム内容とルールはプレイヤー同士が協議して決める」という最近流行のレギュレーション戦だ。

　同意があれば違法も合法になる。

　この一言がレギュレーション戦を最も的確に表しているだろう。

　過半数が合意すればそれは全体の合意である、という民主主義の原理に則のつとって、二十対一というムチャクチャなハンデだって許される。

　しかも相手は全員が世界のトッププレイヤー。こんなのはもはや数の暴力だ。勝てるわけがない。絶対無理。不可能。誰だれだってそう思うだろう。俺だってそう思った。

　だからこそ面白い。

　チート、イカサマ、裏取引に違法改造。なんでもやってくれて構わない。面おも白しろくなるなら大だい歓かん迎げいだ。

　絶対に勝つとわかってるゲームなんてつまらないだろう。

　勝てるかどうかわからないからゲームは白熱し、面白くなるんだ。

　とはいえ──

「世界最高峰、か」

　文句なく楽しい時間だった。人生最高の瞬間だったといってもいい。

　特に最後の廊下での戦いは本当に痺しびれた。

　まさか床ゆか、壁、天てん井じようの四点飛びをできるやつがいるなんて思いもしなかったからな。

　姿を自由に変えられることを利用して初期キャラクターのように見せかけていなかったら危なかっただろう。

　まちがいなく世界でも十本指に入るプレイヤーだ。

　でも、勝ってしまった。

　強力なゲーマーたちが文字通り手段を選ばないなんでもありの大会で、一度も負けることなく全勝で三連覇。

　これで殿でん堂どう入りだそうだ。

　運営側からもお祝いのメールと共に「今後はアドバイザーとして一いつ緒しよに大会を盛り上げていただきたく思います」などと言ってきた。

　要するに「おまえ強すぎるからもう来るな」ってことだ。

　もたれたイスが大きくきしむ。

　相手が強いほどゲームは楽しい。

　負けそうになるほどテンションが上がる。

　絶望的な状況を覆くつがえして逆転したときの脳のう汁じるはヤバい。脳内麻ま薬やくの名に恥はじないあの快感を知ってしまったらもうダメだ。戻もどれない。

　もっと強く、もっと楽しく、もっとスリルを。

　そう思い、部屋にこもってゲームを続けるあいだに十年以上が過ぎた。

　そのあいだに世の中は大きく変わったが、特に大きかったのが拡張現実ＡＲの発達だ。

　現実の上にファンタジーを重ねる拡張現実ＡＲは、それまでのすべてのエンターテイメントを覆した。

　なにしろ、サッカーをすれば地を這はう火の玉シュートが炸裂し、野球をすれば投げた球が分ぶん裂れつする。格かく闘とう技ぎをすれば一いつ瞬しゆんのうちに三回の攻撃を放つ三段突つきといった伝説の技わざがこの目で見られるんだ。それまでのあらゆる娯ご楽らくが色あせて見えるのは当然だろう。

　とりわけ、ド派手なエフェクトとＡＲキャラクターによる超ちよう人じん的な動きを可能としたＡＲゲームは世界中で人気を博した。

　世界中の国や企き業ぎようが拡張現実ＡＲへと参入し、今では一部の記録的な競技会をのぞき、すべてのエンターテイメントに拡張現実ＡＲが使われている。

　高額賞金の大会も連日開かい催さいされ、長者番付にプロゲーマーの名が並ぶことも珍めずらしくない。

　今や、世界中のあらゆる才能が拡張現実ＡＲゲームに集まっているといってもいいだろう。

　そんな時代の中で最高峰と呼ばれる大会ですら、もう戦う相手がいないらしい。なら次はどこで戦えばいいのだろうか。

　ぼんやりと思いを巡めぐらせていると、視界の隅すみに新着メッセージが表示された。発信者は「ユイ」。最後に戦ったあのプレイヤーだ。

【ユイ：どうせチートなんでしょうけど、あの程度の大会でいい気にならないでよね！】

　どうやら負け惜おしみのようだ。

　ゲーマーは負けず嫌ぎらいばっかりだからな。こんなことはよくある。

　ちなみに俺はチートなんてしていない。そんなことしたら勝つに決まってるからな。絶対に勝てるゲームほどクソゲーはない。

「失しつ笑しようする女子小学生スタンプ」で最高にムカつく返信をしてやろうと選んでいたら、すぐに次のメッセージがきた。

【ユイ：アンタなんか七峰高校じゃ一回も勝てないんだから！】

「七峰高校……？」

　聞いたことのある名前だ。

　少子化の影えい響きようを受けて七つの高校が合がつ併ぺいした巨きよ大だい学園だったはず。

　そのなかで様々な学科が設立されたとして話題になっていた。

　そうだ。思い出した。次世代のエンターテイナーを育てるとかなんとかといって変な学科を作って話題になった学校だ。

　確か、声優学科やゲーム制作科、実況動画科。そして、プロゲーマー科。

「────ッ!!」

　跳はねるように起き上がる。

　新着メッセージがまた来ていたが全部スルーして仮想ウィンドウを表示させた。

「検けん索さく！　七峰高校プロゲーマー科！」

　声を読みとってＡＩが自動で検索する。

　情報はすぐに出てきた。

　世界中のゲーマーを集めた学校。最高の設備に最さい新しん鋭えいのゲーム。生徒たちのハイレベルな動画は世界中で視し聴ちようされ、一千万再生を超こえることも珍しくない。学校内では連日大会が行われ、トッププレイヤーを集めて行われる年末の決勝戦は賞金総額十億円を超えるという。

　心躍おどる文章が並ぶが、そこまでは知っていた。だけど気にしていなかった。俺にとってゲームとはプレイして楽しむためのものだ。プロになりたいという気はなかったし、ゲーム以外に趣しゆ味みのない俺にとっては賞金も興味ない。なにより七峰高校の大会はオフライン戦だ。引きこもりの俺では参加できないからな。

　だが、そんな気持ちは次の一文で吹ふき飛ばされた。

『七峰高校のプロゲーマーを名乗れる者は、卒業生のうちのごく少数のみである。その限られた枠わくを巡って、毎年全国から腕うでに覚えのあるゲーマーたちがプロアマを問わずに入学してくる。そんなトッププレイヤーが集まる決勝リーグは毎年注目を集め、世界でも屈くつ指しのレベルを誇ほこる。特に圧あつ倒とう的な強さを見せつけた昨年の優勝チームは「世界最強」とまで呼ばれるほどだった』

　その一言はハンマーで殴なぐられたよりも強い衝しよう撃げきだった。

「世界最強……」

　それは超人の証あかしだ。

　強いのだろう。俺よりもきっと。

　ふつふつと感情が熱を帯びていく。

　戦いたい。戦って俺の全力を出し切りたい。すべての力を限界まで絞しぼり尽つくすことができたのなら、一体どんな体験ができるのだろうか。

　期待に夢を膨ふくらませていると、ドアをノックする音がひびいた。

「お兄ちゃん、配信見てたよ。優勝おめでとう」

　かわいい顔をのぞかせてエプロン姿の蓮れんが入ってくる。

「お祝いのごちそう作ったから一緒に食べよう」

「もうそんな時間か。悪いな」

　一緒に階下のリビングへと降りる。

　二つ年下の蓮は、母親が違ちがうこともあって俺とは似ても似つかないくらいかわいい。学校でも男から結構モテるらしくて、困ってるとよく愚ぐ痴ちをこぼしてる。

　そりゃそうだろう。なにしろ蓮はこう見えて、俺の義理の弟だからな。

　ちなみに両親は自由な遊び人のため、もう一年も顔を見ていない。いや、二年だったか？　どっちにしろ、そういう親ってことだ。そんなわけで蓮とはもう何年もずっと二人だけで暮らしてきた。

　テーブルは四人掛がけだが、となりに蓮が座る。

　なんでわざわざ横に、とも思うが、そもそも四人テーブルに家族が四人そろったことなんてあっただろうか。

　親はいつも家にいないし、俺は俺でいつも部屋に引きこもってゲームばかりしている。蓮にとって家族と一緒になれるのは食事の時しかないんだろう。そう思えばとなりに座るくらいなんということもない。一応こんなんでもお兄ちゃんなんだしな。

　蓮が妙みようにうれしそうに料理を取り分ける。

「はいお兄ちゃん、あーん」

「いや、飯くらい自分で食えるよ」

　さすがに恥ずかしかったのだが、かわいい表情がキッとつり上がった。

「ダメ！　お兄ちゃんのお世話をするのがボクの役目なんだから！」

　普ふ段だんは素す直なおで聞き分けがいい子なんだが、たまにこうやって頑がん固こになる。

　それにしても我が弟ながら怒おこった顔もかわいいな、なんて思ってたらますます強い目でにらまれた。

　しかたないので蓮の差し出すスプーンをそのまま口にくわえた。

　怒った顔が一転してニコニコと見つめてくる。

「美味おいしい、お兄ちゃん？」

「ああ、いつも通りすっげえ美味うまいよ」

「よかったあ」

　パアッと表情を輝かがやかせる。我が弟ながら思わず抱だきしめたくなるほどの可か憐れんさだ。なるほど、これは男に人気が出るのも当然だ。

「それにしても、やっぱりお兄ちゃんはすごいね。あんなハンデでもあっさり勝っちゃうなんて」

「なかなか危なかったがな。いい対戦だった」

　いつも通りの口調で言ったつもりだったんだが、さすがに家族の目はごまかせない。

「でも、一番すごい大会だったんだよね……？」

　心配そうな瞳ひとみが見つめてくる。俺は苦笑して蓮の頭をなでてやった。
















「心配してくれてありがとな。でも大だい丈じよう夫ぶだ。新しい目標ができたからな」

　蓮が頭をなでられてうれしそうにしながら、ホッと息をつく。

「そうなんだ。よかった。でも、新しい目標って？　今度はどこの大会にするの？」

「実は学校に行こうと思ってな」

「そうなんだ。お兄ちゃんが学校に……え、ええっ!?　お兄ちゃんが学校に!?」

　立ち上がって驚おどろく。

　無理もない。なにしろ小中共にろくに出席しなかったし、したらしたで授業中もひたすらゲームをしてるだけ。高校はネット高校に入ったものの、マクロを組んで自動出席しているだけだ。

　そんな俺がいきなり学校に行くなんて言い出したらびっくりもするだろう。

「どうしても行きたい場所ができてな」

「も、もしかして、ボクと同じ学校に行きたくて……？」

　聞いてから顔を赤らめる。

「実はボク、お兄ちゃんと一いつ緒しよに登校するのがずっと夢だったんだ」

「蓮は中学生だろう。俺は高校生だから一緒には無理だぞ」

「そっか。そうだよね……」

　しゅんとうなだれる。しかしすぐに両手を持ち上げ、グッと握にぎりしめてみせた。

「そしたら来年は僕が同じ学校に入るよ。そしたら一緒に登校できるよね」

「ああ、そうだな。楽しみにしてるよ」

　本心からそういうと、蓮もうれしそうにうなずいた。

「うん、楽しみだね。それで、どこの学校なの？」

　たずねる蓮に、俺はその名前を答えた。

「七峰高校プロゲーマー科だ」




　　　　◆




　初めてゲームをしたのは、たぶん一才にも満たない頃ころだったと思う。さすがに記き憶おくはないが、物心ついたときにはすでにゲームをしていたから、たぶんそのはずだ。

　当時からプロゲーマーというのは有名になっていたから、子供なら誰だれでもゲームをしていたし、幼よう稚ち園えんにもゲームの時間というのがあった。その時間が近づくと、早くやりたい早くやりたいと騒さわがしくなったことを覚えてる。

　もちろん俺もすごく楽しみだった。

　みんなと遊ぶゲームは、一人でするゲームより何倍も楽しいからな。

　勝っても負けても騒いで喜び、自分がプレイしてないときでも他の子を応おう援えんする。

　自分がスーパープレイをすると一気に盛り上がり、その日は一日中ヒーローになれたりしたもんだ。




　楽しい気分で家に帰ると、その日は誰もいなかった。

　親がいない日は家でゲームし放題の日だ。幼稚園でさんざんゲームをしたあとだったけど、もちろん俺はゲームの電源を入れた。いつも遊んでいるゲームを選せん択たくし、見慣れた画面が開く。そこでいつもとは違う点に気がついた。

『マスターリーグ』

　俺がいつもやっていたのは『ビギナーリーグ』だったから、はじめて見るリーグだった。

　あとでわかったことだが、親が自分のアカウントでログインしたままだったらしい。

　俺は深く考えずにそのリーグを選んだ。

　マスターリーグの住人たちは、強かった。それはもうボッコボコに負けた。

　幼稚園ではヒーローになれたとしても、やっぱり井い戸どの中だったってことだ。

　悔くやしかった。

　なんだかんだいって俺はやっぱり子供だったからな。自分が世界で一番強いと思ってたんだよ。

　すぐさまもう一度対戦を行った。

　今度は油断しない。最初から全力で勝ちにいく。ゲーム開始と同時に俺は飛んだ。

　手段なんて選ばなかった。ハメ技わざにバグ技まで駆く使しした、なりふり構わない反則行為ダーテイープレイの連続。それなのに相手はいとも簡単にかわし、的確に反撃してくる。

　俺は自分の全力を出しきった。考えられる限りの知力を振ふり絞り、肉体の限界まで集中力を酷こく使しし、名前も知らない目の前の相手と全力でぶつかり合った。

　そして一いつ瞬しゆんの油断も許されない攻こう防ぼうの末、残りわずかだった相手のライフを俺の攻こう撃げきが削けずりきった。

「勝った、の……？」

　最初はなにが起こったのかわからなかった。

　何度も見慣れたはずの「ＹＯＵ　ＷＩＮ」の文字がまったく別のものに見える。やがて少しずつ自分の中に実感がこみ上げてきた。

「勝った……勝ったんだ！」

　手の中には握りしめたコントローラーの感かん触しよくが残っている。

　みんなとするゲームとはまったくちがう感情がそこにはあった。

　まあ、今思えばひどい対戦だったな。フェアプレイの精神なんて少しもない。とにかく勝つことに必死で、相手のことなんてひとつも考えない、独りよがりな対戦だった。決してほめられた内容じゃない。むしろ怒られるべきだろう。

　そんな俺に対し、相手が送ってきたのはたった二文字のメッセージだった。

『ｇｇグツドゲーム』

　──いい対戦だったな。

　ぞくりと、俺の中でなにかが震ふるえた。

　みんなとわいわい楽しんでいるときには感じなかった、魂たましいが震えるほどの愉ゆ悦えつ。

　そうか。そうなんだ。これが「ゲーム」なんだ。

　勝てるとわかってる対戦なんてつまらない。勝ち目がないからこそ全力で挑いどみ、知力を振り絞り、自分のすべてを出し切れる。手に汗あせ握にぎるような「いい対戦グツドゲーム」こそがゲームの面おも白しろさなんだ。

　その日以来、幼稚園には行かなくなった。

　もっと強い相手を。もっと刺し激げき的な体験を。負けるかもしれないと思えるほどの強敵を。

　来る日も来る日も対戦し続け、いつしか「ツルギ」の名前は世界中に知られるようになった。そしてついにたどり着いた。

　世界最強。

　そこになにがあるのかはわからないが、きっと、今までで一番ワクワクするような対戦ができるにちがいない。




「おい御み剣つるぎ、聞いているのか」

　黒くろ岩いわ先生の声で我に返る。

　目に飛び込んできたのは幼稚園でも家の風景でもなく、無数の棚たなに埋うめ尽つくされた七峰高校のアーカイブだった。

　そういえば入科試験で対戦したんだったな。

「すいません、聞いてませんでした」

　正直に言うと、黒岩先生が顔をしかめた。

「少しは言い訳くらいしたまえ。目の前の教師に向かって、堂々と話を聞いていないと宣言するやつがいるか」

　そういわれると、確かに正直すぎたかもしれないな。

「いえ、さすが先生は強かったなと思いまして」

　黒岩先生は強かった。世界最さい高こう峰ほうといわれる大会で優勝はしたが、世界中のゲーマーと戦ったわけではない。やっぱりまだ見ぬ強つわ者ものは、いるところにはいるんだな。

「負けた相手に言われてもな……。まあいい、それよりも今後の話だ。御剣はもう七峰高校プロゲーマー科の生徒。正式に生徒となるのは明日からになるが、見学くらいなら今日からでも構わない。どうする」

「生徒と対戦してもいいんですか？」

「もちろんだ。どんどんやってくれ」

　そういうことなら是ぜ非ひとも見学させてもらおう。

「ではこいつをダウンロードしておけ」

　黒岩先生が空中に拡張現実ＡＲの文字列を表示させる。

　俺の網もう膜まくが視界に映ったコードを読みとり、自動的にダウンロードを開始した。

　この十年で世界は様変わりしたが、特に大きな影えい響きようを与あたえた技術が二つある。それが「アクセルドライブ」と「レティナ」だ。

　ある日、ネットの片かた隅すみでひとつのゲームが公開された。

　それが「アクセルドライブ」。

　一見すると普ふ通つうの３Ｄ対戦アクションゲームだったが、圧あつ倒とう的なグラフィックと、神バランスとまで称しようされる完かん璧ぺきな〈システム〉のおかげで瞬またたく間に話題になり、一カ月もしないうちに全世界へと広がっていった。

　その流れを後押ししたのが、コンタクト型ディスプレイ「レティナ」だ。

　アクセルドライブの一番の特とく徴ちようは、当時主流だった仮想現実ＶＲゲームではなく、拡張現実ＡＲゲームだったことだろう。

　現実にファンタジーを描えがき出す拡張現実ＡＲは、昔はスマホの画面でしか再現できなかった。

　しかし技術が進みゴーグル型ディスプレイが開発され、やがてコンタクト型ディスプレイが開発されるにいたって時代は一変する。

　目的地までは拡張現実ＡＲのルートナビが誘ゆう導どうしてくれるし、拡張現実ＡＲによる仮想ディスプレイのおかげでパソコンもテレビもスマホの画面も姿を消した。空中に表示された拡張現実ＡＲの文字列を読み取り、自動でダウンロードを開始したのもこのレティナだ。

　ダウンロードが完かん了りようすると、視界に七峰高校の校章が表示された。

「生徒手帳の代わりとなるアプリだ。学内で対戦を行うにはそいつが必要になる。色々な機能があるが、詳くわしい説明は明日でいいだろう」

　そう告げると、口の端はしに新たなタバコをくわえて笑えみを見せた。

「期待しているぞ御剣優ゆう刀と」




　　　　◆




　アーカイブのある校舎を出た俺は、さっそく「対戦会場スタジアム」へと向かうことにした。七峰高校の生徒は、多くがこの対戦会場スタジアムで対戦しているという。

「『対戦会場スタジアム』までの道を案内してくれ」

　俺の声に反応して、道の上にルートナビの赤い矢印が現れる。

　ＡＲ規制法により、公道上で表示できる拡張現実ＡＲ面積は視界の一割以下と定められている。でないと前が見えなくて危ないからな。だからルートナビも歩道に重ねるようにして表示されていた。

　ナビに従って広い敷しき地ち内を歩いていると、やがて通行止めの標識に行き当たった。

　通行止めならルートナビは迂う回かい路ろへと誘導してくれるはずだ。しかし矢印はまっすぐにその先を示している。

「おかしいな。故障か？」

　確かく認にんしようと標識に伸のばした手はそのまますり抜ぬけた。

「触さわれない？　まさか、拡張現実ＡＲなのか？」

　普通は通行止めの標識には本物を使う。すり抜けてしまったら通行止めの意味がないからだ。なのになぜ、と思ったとき、遠くから耳鳴りのような音が聞こえてきた。

　あたりに響ひびく音は、どちらかというと上から聞こえてくる気がして空を見上げてみる。




　空から戦せん闘とう機きが落ちてきた。




「は？」

　鋭えい角かくなフォルムを持つ高速戦闘機が真っ逆さまに墜つい落らくしながら、さらにブースターを噴かして加速。一直線に歩道へとつっこんだ。

　空間が割れるほどの爆ばく発はつ音が響き渡わたった。

　巨きよ大だいな爆ばく炎えんが柱となって空を焦こがす。

　めくれ上がった大地が津つ波なみとなって押し寄せ、辺り一面をなぎ払はらった。

　突とつ然ぜんの事態に声も出ない。

　無事を確認するまでもなくパイロットは即そく死しだろう。

　呆ぼう然ぜんと立ちすくんでいると、残ざん骸がいとなった戦闘機の一部が動き、細い腕うでがコックピットを内側から跳はね上げた。

「噓うそだろ、生きてるのか……？」

　そいつは周囲の炎をまるで気にすることなくゆっくりと立ち上がる。

　現れたのは七峰高校の制服を着た女の子だった。

　紅ぐ蓮れんの炎ほのおに照らされながら何事もなかったようにまっすぐ俺を見つめてくる。

　幼いながらも整った顔立ち。腰こしまである長い髪かみ。こんな状じよう況きようでなければ見とれてもおかしくないくらいの美少女だ。しかし。

「ケガどころか、焦げ痕あとひとつないだと……」

　目が合うと、ふふんと得意げな笑みを浮うかべた。

「ようこそ第九対戦会場ナンバーナインへ。歓かん迎げいしよう。ここが貴様の墓場となる」

「いやいやいやいやいや！　どう見てもお前の墓場だよ!?」

　俺は全力で否定した。

「目の前で大惨さん事じが起こってるのになに冷静にカッコつけてんの!?　なんで無事っていうかそれどころじゃないっていうかとにかくすぐに連れん絡らくを……って、あれ？」

　遅おくれてテンパった俺だったが、すぐ違い和わ感に気づいた。

　歩道上では今も墜落した戦闘機が炎を上げている。にもかかわらず、まったく熱さを感じなかった。

　全身を打つ衝しよう撃げきも爆音によるものだけで、爆風はいっさい感じない。

　そういえばあれだけの瓦が礫れきが吹ふき飛んだのに、俺にはひとつも当たってないな。

「なんだ、これ？」

「なにアンタ、アクセルドライブも知らないの？」

　女の子があきれた表情になる。

「アクセルドライブは知ってるが、これが……？」

　新時代のＡＲゲーム。

　現実に重ねて表現される、現実を超こえたファンタジー。

　言葉では知っていたが、なにしろずっと部屋に引きこもってたんでな、こうやって生身で体感したのは初めてだ。

「これが……全部ＡＲだっていうのか……？」

　試ためしに手を伸ばすが、周囲に散乱するがれきにも、燃え上がる戦闘機にも触れることなくすり抜けてしまう。

　目の前で見せつけられた映像で、なにもかもがひっくり返ってしまった。




「すっげえええええええええええええええええええええええええええッ！」




　なんだよこれマジかよ凄すごすぎんだろ！

　燃え上がる戦闘機が拡張現実ＡＲだなんて、言われたあとでもわからない。

　あまりのリアルさに肌はだがチリチリと焦げる感かん触しよくまである。だが決して熱くはない。

「マジでこれがＡＲなのか……。日本ハンパねえな……」

「まあそれほどでもあるわよね」

　女の子がドヤ顔で髪をかきあげる。

　パチン、と指を鳴らすと、周囲のがれきが跡あと形かたもなく消え去った。

　うおお……。本当に拡張現実ＡＲだったよ……。

　あとに残ったのは、炎が消え新品同然の姿に戻もどった戦闘機と、そのコックピットに仁に王おう立だちする女の子。

　さっきはわからなかったが、背は俺の胸くらいまでしかなさそうだ。しかし幼い顔立ちにはどことなく気品があふれ、まっすぐに伸ばした背はお嬢じよう様さまのように凜りんとした雰ふん囲い気きをたたえている。

　十年経たてばとんでもない美人になると確信できる美少女だ。

　三次元には興味ないつもりだったが、かわいいという正義の前には次元の壁かべなんて関係なかったな。

　そんなどこのメインヒロインだよと言いたくなる美少女が、戦闘機の上からドヤ顔でこっちを見下ろしている。

「……ん？　ＡＲだとしたら、なんで空中に立ってるんだ？」

　拡張現実ＡＲは映像だけだから、戦闘機の上には立てないはずだ。

　ＡＲを非表示に切り替かえる。

　戦闘機が消えると、脚きや立たつの上に立つ女の子とスピーカーが残された。

「なるほど。脚立の上に立ってたのか」

「ちょっとなに勝手にＡＲ切ってるのよ！」

　女の子が脚立の上から飛び降りると、俺のほうに向かってきた。その背はやっぱり俺の胸くらいまでしかない。小さな背を威い厳げんたっぷりにまっすぐ伸ばす姿は勇ましく見えないこともないが、狭せまい歩ほ幅はばで一生懸けん命めいにトコトコと歩く姿はなんだか子供みたいでかわいいな、なんて思ってしまった。

「……アンタ、今失礼なことを考えてるでしょ」

　おっと、鋭するどいな。

「というかＡＲ規制法はどうしたんだよ。公道上ではそんなに巨大なＡＲは表示できないはずだろ」

　特別な申しん請せいをすれば可能だが、そんな様子はない。

「はあ？　なに当たり前のこと聞いてんの？」

　アンタばかぁ？　みたいな顔つきで答えられた。

「そんなの規制装置をハッキングして解除したに決まってるでしょ」

「清すが々すがしく言い切ったな！」

「どうしてこのアタシが他人の決めたルールなんかに従わなきゃいけないわけ」

　すげえ女の子だ。でもその考え方は嫌きらいじゃない。

「ところでさっきの戦闘機の墜落はなんなんだ」

「演出よ演出。今度の対戦で使おうと思ってね。戦闘機を墜落させながら登場したら、このアタシの強さを引き立てるのにちょうどいい演出になるでしょ」

「確かにめちゃめちゃカッコよかったな」

　正直な感想を口にすると、女の子もうれしそうにふんぞり返った。

「そうでしょそうでしょ。なかなかわかってるじゃない」

「登場のためだけに戦闘機ひとつを犠ぎ牲せいにする無む駄ださがいいよな」

「そう！　そうなのよ！　その無駄さがいいの！」

　女の子が急に興奮した口調になる。

「凡ぼん人じんどもにはこの魅み力りよくがわからなかったけど、アンタは少し見所があるようね」

「だからって公道でやることないだろ。危険だぞ」

「ちゃんと立ち入り禁止の看板は立てといたでしょ」

　たしかに道の真ん中に立ってたが、そもそも俺はルートナビに従って来ただけだ。

　通行禁止にされているなら、ナビも当然さけるはずなんだが。

「無許可だからね。当然でしょ」

「この女すげえな」

　思わず本音が口から出てしまった。

　幼い瞳ひとみが勝ち気につり上がる。

「ずいぶんな口をきいてくれるわね。そういやアンタ名前は？」

「御剣優刀だ」

「ふうん。知らないわね。ランク外かしら。まあいいわ。アタシは姫ひめ宮みや遊ゆ衣い。聞いたことくらいあるでしょ」

　名乗りながら、ふふん、と自じ慢まん気げな表情を浮かべる。

　どうやら有名人らしいようだが。

「悪いがまったく知らないな。姫宮か。よろしく」

「恨うらむなら私と出会ってしまった自分の運のなさを……って、はあ？　アタシを知らないやつなんているの？」

　どんだけ自信過か剰じようなんだよ。

「ちょっとデータ見せなさい」

　指先で空中をタップする。

　俺の正面の空間に情報ウィンドウが展開し、プロフィールを表示させた。

【生徒名：御剣優刀。所属チーム：なし。戦績：０勝０敗０分。ポイント：１０００Ｐ】

　姫宮が呆あきれた顔つきになる。

「初期状態じゃない。今日まで一度も対戦しなかったの？　どんだけサボってたのよ」

「そういわれてもな。さっき転校してきたばかりだし」

「こんな中ちゆう途と半はん端ぱな時期に転校？　普ふ通つうに入学するよりも難しいはずなんだけど……試験担当の先生は誰だれ？」

「黒岩先生だ。格ゲーだったぞ」

　姫宮が目を見開いた。

「黒岩先生に格ゲーで勝った!?　信じられない……でも手加減する人じゃないし……」

　なにやらぶつぶつ言っている。

　確かにめちゃくちゃ強かったけどな。

「まあいいわ。転校してきたばかりで悪いけど、アンタもプロゲーマー科の生徒ならわかってんでしょ。このアタシが対戦してあげるんだから喜びに打ち震ふるえなさい」

「おおいいぞ。こんな小さな頃ころからゲーマーだなんて将来有望なやつだな」

　ドヤ顔の女の子の頭をなでてやると、思いっきりたたき落とされた。

「なでなでするな！　これでもアタシは二年生よ！」

「え？　中学二年生？」

「こ・う・こ・う・せ・い！　ていうか制服着てるんだから見ればわかるでしょ！」

　高校二年？

　それじゃあつまり、俺と同い年ってことじゃないか。

「噓うそだろ……？　ちょっと発育のいい小学生といわれても信じるレベルだぞ……？」

　ビキィッ！　と音が鳴りそうな勢いで姫宮の顔が引きつった。

「へえぇぇぇ……。アタシも色々いわれてきたけど、今のは初めてだったわ。うん、決めた。絶対許さない。アンタはここで倒たおす」

　直後に電子音が響ひびき、視界にメッセージが表示された。

【プレイヤー：姫宮遊衣より対戦申請があります。受じゆ諾だくしますか？】

　メッセージの下には「はい」「いいえ」の選せん択たく肢しがある。

「受けなさいよ。逃にげるなんて許さないからね」

「言われなくても」

「はい」の文字をタップしようとしたとき、姫宮の声に止められた。

「と、言いたいところだけど。転校してきたばかりじゃ知らないと思うから教えてあげるわ。感謝しなさいよ。本当は教える義理なんてないけど、アンタには少しだけ、ごくごくわずかに、ほん[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]のちょっとだけ見所があるみたいだから教えてあげる」

　それはほぼほぼ普通の人じゃないのか。

「プロゲーマー同士の対戦には『ポイント戦』ってのがあって、対戦の結果でポイントが移動するの」

「勝ったほうが、負けたほうからポイントを奪うばうってやつか？」

「そうよ。ポイントが多いほどランキングの上位となり、負けて０になれば退学よ。なのでポイント戦は慎しん重ちように行うことね」

　表示されているポイントレートは「５００Ｐ」だ。俺のポイントは１０００だったから、負ければいきなり半分を失うってことか。

「オーケーわかった」

　俺は「はい」の文字へと手を伸のばし、不意に手を止めた。

　視線がプレイヤー名へと吸い込まれる。

「姫宮……遊衣？」

「あら？　もしかしてやっぱり知ってちゃった？　アタシくらい強いとやっぱ学校外にも名前が知れ渡わたってるのよねー」

「もしかしてこのあいだの大会に出てた『ユイ』か？」

　たずねたとたん、姫宮が露ろ骨こつに顔をしかめた。

「一応そうよ。でもあの対戦はノーカンよ。あんなの認めない──」

「いやーやっぱりそうかありがとう！」

　俺は姫宮の手を強くにぎりしめた。

「え？　え？　なに？」

　とまどう「ユイ」にはかまわず握にぎりしめたままの手を上下に振ふり回す。

「まさかこんなに早く会えるなんてな！　会ったら必ず礼を言わないといけないと思ってたんだよ。この学校を知れたのもユイのおかげだからな。いやー本当にありがとう！」

　驚おどろいていた姫宮だったが、褒ほめられて気をよくしたのか得意げに胸を反らしはじめた。

「まあそれほどでもあるわよね。アタシくらいになると知らないうちに人を導いちゃうのも仕方ないことだし。これも人徳のなせる技わざ……って、ちょっと待って。アタシが七峰高校のことを教えた奴やつっていったら……」

「ああ、そうだ。俺が優勝した『ツルギ』だ。あのときは世話になったな」

　最後の廊ろう下かでの攻こう防ぼうは今思い出しても鳥とり肌はだが立つ。同じゲーマー同士語りあいたいことはいくらでもあった。

　しかし、俺が名乗ったとたん、ユイの雰ふん囲い気きは一変していた。

「アンタがあの『ツルギ』ですって……？」

　怒いかりを押し殺したような声には、さっきまでの幼い雰囲気はどこにもない。全身から殺意といってもいいくらいの気配が放たれている。

　幼い瞳を鋭くつり上げ、つかんでいた手を強ごう引いんに振り払はらった。

「まさかあのチート野や郎ろうにこんなにも早く会えるなんてね。それなら話は別よ。アンタはここで叩たたき潰つぶす」

　さっきの対戦申請が却きやつ下かされ、新たに申請が届いた。ポイントレートは「１０００Ｐ」。

　俺のポイント全額──つまり負ければ退学になる額だ。

「オンライン対戦じゃどんなチートをしてたのか知らないけど、オフライン対戦は同じ条件でゲームを行う。自分だけ不正チートできるなんて思わないほうが──」

　言葉の途と中ちゆうだったが、俺は迷うことなく「はい」を選せん択たくした。

「……よっぽど自信があるようね」

「自信なんてないさ」

　姫宮が四点飛びをやってみせたあの「ユイ」だというのなら、実力は互ご角かくといったところだろう。

「だけど、負けられない戦いほど楽しいだろ」

「楽しい、ねえ」

　ユイの声が冷たく響く。

「アンタも『ゲームは楽しむもの』なんて甘いこというわけね。まあチートを使うくらいだし不思議でもないか」

「俺はチートなんてしてないが、ゲームは楽しくなかったらゲームじゃないだろ」

　あの魂たましいが震えるような一いつ瞬しゆんのために俺は戦い続けているんだしな。

　しかしユイの突つき放した態度は変わらなかった。

「ゲームは遊びじゃないわ。勝負よ。チートを使って自分が強くなったと錯さつ覚かくしてるやつには理解できないでしょうけど。ま、なんでもいいわ、どうせもうすぐいなくなるんだし。そうそう、それとポイントを全額かけてるのはアンタだけじゃないから安心して」

　ん？　どういう意味だ？

　表示を確かく認にんするとポイントレートが【御剣：１０００Ｐ　姫宮：１００００００Ｐ】になっていた。

「自分だけ退学がかかったプレッシャーのせいで負けた、なんてつまらない言い訳はさせないから安心して全力を出しなさい。反論の余地もないくらい完かん璧ぺきに叩き潰してあげる」

　言い訳すら許さないとはガチで殺しに来てるな。そこまで恨まれる覚えはないんだが。

　しかしそれはそれとして、ふむ……。

「ひとつ確認したいんだが、賭かけるポイントはお互たがい同額じゃなくてもいいのか？」

「お互いの同意があれば自由よ」

「そうだとすると、八百長でポイントはいくらでも受け渡し可能ってことか？」

　ユイの表情がぴくりと動く。

「どうでもいいことにずいぶん頭が回るのね。ポイント戦を承認した時点からアプリがすべてのやり取りを記録してるから、明らかに手を抜ぬいた対戦や異常なポイント移動などの不正が見つかれば、すぐに発覚して無効になるわ。最悪ポイント剝はく奪だつもあるわね」

　なるほどな。

「じゃあ違い法ほう行こう為いなども見つかれば当然無効になるわけだな」

「もちろんアンタのチートもね。いっとくけど、不正ツール対策はどこよりも厳重だから、自分だけがバレないとか思わないほうがいいわよ」

「チートなんかするわけないだろ」

「どうだか。チート使いはみんなそういうのよ」

　信じてもらえないが、まあいい。知りたかった情報は手に入ったしな。

「冥めい土どの土産みやげはこれで十分かしら？」

「ああ、いいぜ。ゲームは『アクセルドライブ』でいいんだろ」

「もちろん。このあいだの決着をつけてあげる。マップはスクエア。一本勝負のスタンダード戦。これでいいでしょ」

　スタンダードとは、レギュレーションの際によく使われる基本的なルールのことだ。

　制限時間十五分。相手を倒したプレイヤーの勝ち。制限時間内に決着がつかなかった場合は、三分間の延長戦となり、それでも決着がつかなかった場合は与えたダメージ量で勝敗を決める。

　しかもマップに選ばれた「スクエア」とは、五メートル四方の四角い空間に限定されたマップだ。障害物もなにもなく、お互い向き合った状態で対戦がはじまる。純じゆん粋すいにプレイヤーの実力が試ためされるマップだ。

「いいじゃねえか。はじめようぜ」

　わき上がる笑えみを抑おさえきれないまま、両手首に装着した操作端末デバイスを起動する。

　登録した動作認証ジエスチヤーと音声認証コマンドにより様々な操作を可能とする装置だ。

「接続開始リンクオン！」

　音声認証コマンドによりレティナがアクセスを開始。視界に起動シークエンスが表示される。

【法規申請受諾アプリケーシヨン・アクセプト】

【制御装置解除セーフテイーロツク・オープン】

【現実拡張開始アクセルドライブ・スタート】

　視界の一部に光が集まり、俺のキャラクター「ツルギ」が現れた。二メートル近い肉厚の戦場刀「黒くろ金がね桜ざくら」を肩かたに乗せた黒くろ髪かみの軽戦士だ。見た目通り攻こう撃げきと速さに極きよく振ふりした高機動高火力キャラである。

　アクセルドライブが仮想現実ＶＲではなく拡張現実ＡＲな最大の理由がこれだ。

　仮想現実ＶＲは基本的に部屋の中でしかできないが、拡張現実ＡＲなら出会ったその場で対戦できる。

「ツルギ」の出現と共に、「ユイ」もまた現れた。

　正面にはひざまずき頭こうべを垂れた姫ひめ騎き士しの姿が見える。

　真っ白なドレスに、真っ白な鎧よろい。立ち上がり腰こしの細さい剣けんを抜くと、白銀の尾おを引いてしゃらんと鈴すずの音ねを響かせた。

　その立ち姿は美しく、長い髪を風に揺ゆらめかせている。

　その姿だけで力量を知るには十分だった。

　アクセルドライブはキャラクターを自由に制作できる。外見も、スキルも、パラメータも、すべて自分好みに設定可能だ。

　しかしだからといって本当に全部を作り込むプレイヤーはいない。

　剣をつかむために指の関節をひとつひとつ動かすプレイヤーはいないし、服のしわを正確に再現する必要もない。

　風にあわせて髪が自然にゆらめくなんて、キャラクターの性能になにひとつ影えい響きようしない無む駄だな待機モーションだ。

　それでもそのモーションをわざわざ制作している。

　ゲームの強さはプレイ時間に比例する。

　凜りんとした美しい立ち姿だけでも、キャラメイクに費やした膨ぼう大だいな時間を想像させるに十分だった。

「さすが『ユイ』。いいキャラだな。強そうだ」

「そういう『ツルギ』は相変わらず舐なめたキャラクターね。二、三発食らうだけで溶とける紙装そう甲こうじゃない」

　攻撃に特化したぶん防ぼう御ぎよが０に近くなってるからな。

「確かに扱あつかいづらい部分はあるが、そこも含ふくめて最高にカッコいいだろ」

「自分から勝率を下げるなんて理解できないわね。ていうかさっきからなに人のこと呼び捨てにしてるのよ。通報するわよ」

「でも『ユイ』なんだろ？　そっちの方が呼び慣れてるんだよ」

「あっそ。好きにすればいいわ。どうせもう二度と会うこともないんだし」

　お互いのキャラクターが五メートルの距きよ離りで向かい合うと、半はん透とう明めいの四角いフィールド「スクエア」が二人を取り囲んだ。

「じゃあはじめるわよ」

「オーケー」

　返事をして、レティナの画面を視覚同期フルスクリーンに切り替かえる。

　これによってキャラクターの動きを、まるで自分が動いてるように体感できる。立体音おん響きように対応した小型装置ターミナルをつければ、ほぼ完全にゲームのキャラクターになりきることができる。アクセルドライブは拡張現実ＡＲだが、視覚や聴ちよう覚かくは仮想現実ＶＲを応用したハイブリッド型といえるかもな。

　視界の中央に「５」の数字が現れ、カウントダウンがはじまった。

　いよいよゲームの開始だ。

　この瞬間はいつになっても慣れない。興奮と期待が混ざり合って一種独特のテンションになる。むしろ慣れちまったらもったいないってもんだ。

「アンタの悪運もあと五秒よ。最後になにか言い残すことはあるかしら」

「自分が勝つ前提で話してると負けたとき恥はずかしいぞ」

「人の厚意は素す直なおに受け取ったほうが後こう悔かいしないわよ」

　カウントダウン残り一秒。

　黒金桜を握にぎる手に力がこもり、ユイの細剣が淡あわい光を帯びはじめる。

　ユイの口元が不敵に歪ゆがみ、それにあわせて姫騎士もニヤリと笑みを形作った。

「ついでに冥土の土産をもうひとつあげる。アタシは遊衣。『クイーンパレス』の姫宮遊衣。七峰高校プロゲーマー科個人ランキング一位の『絶対王宮』とはアタシのことよ！」




【ＧＡＭＥ　ＳＴＡＲＴ！】の文字と共に対戦がはじまった。




　開始と同時に俺とユイが地面を蹴ける。五メートルの距離が一瞬にしてゼロになった。

　全力で打ち込んだ黒金桜が、ユイの細剣に受け止められる。

　鋼はがねと鋼の打ち合う音が耳に響ひびきわたった。

「うおおっ！　やっぱ燃えるな！」

　金属同士の震ふるえが伝わるほどの臨場感に思わず声がもれた。戦せん闘とう機きの墜つい落らくをあれほどリアルに描えがき出すくらいだ。目の前に迫せまる剣の迫はく力りよくには、現実を超こえる現実感があった。

　弾はじかれた刀を引き戻もどし、強ごう引いんに斬きり返す。

　右に左にと軌き道どうを変えて切りつけるが、ことごとく防がれ、あるいは回かい避ひされた。

　刃は渡わたり二メートルにもなる黒金桜の一撃は並のキャラでは受けられないのだが、ユイは平然と受け流していた。

　アクセルドライブはキャラクターのステータスもスキルも、すべて自由に設定できる。

　しかしもちろん制約はある。攻撃力を上げればその分だけ他のステータスが低くなるし、強力なスキルを作ればかわりに発動制限がかけられる。〈システム〉によるこの調整こそが「神バランス」といわれる理由だ。

　ユイの細剣は攻撃と速度を優先したものだろう。細いフォルムがそれを裏付けている。そのぶん耐たい久きゆう力を下げられているはずだ。

　あんなに細い刃やいばでは、何度か打ち合っただけで折れても不思議ではない。

　実際俺も武器破は壊かいを狙ねらっているのだが、巧たくみに受け流されてしまう。ユイの動きはそれほどまでに精せい練れんされていた。

　キャラクターはプレイヤーの分身そのものだ。一流プレイヤーのキャラには魂が宿るとさえいわれる。

　頭の中で考え、その通りに動くという点で見れば、そこに生身との違ちがいはない。頭と体のあいだにつながっているのが神経か電子回路かの違いだけだ。

　以前の対戦でも感じたが「ユイ」は強い。それはもうめちゃくちゃ強い。

　かわいい顔に似合わず攻撃は容よう赦しやなくて苛か烈れつ。わずかな隙すきも見み逃のがさずに正確に突ついてくる。勝つための最善手をためらいなく実行するそのスタイルは、勝ちへの執しゆう念ねんがそのまま切っ先に宿るかのようだ。

　正確に最短距離を貫つらぬく機械のような連続攻撃が襲おそってくる。

　一いつ瞬しゆんでも気を抜けば立て続けにコンボをたたき込まれて敗北するだろう。

　脳の奥がチリチリと痛む。

　ひりつくような感覚に手が震える。

　強い。その事実が俺に喜びを与あたえる。

「いいぞ！　やっぱユイは最高に最っ高だ！」

　上がり続けるテンションのままに俺の動きも速さを増していった。




　　　　◆




　このアタシ、姫宮遊衣が七峰高校に途と中ちゆう入学したのは半年前のことだ。

　アタシの家はいわゆる旧家というやつで、古いしきたりに縛しばられたつまらない家だった。

　だから家を出てやった。アタシはアタシだけの力で生きていく。そのために選んだのが七峰高校のプロゲーマー科だ。

　拡張現実ＡＲ全盛の今の時代、ＡＲゲームを極きわめたプロゲーマーはどこでも活かつ躍やくしていたし、アタシ自身ゲームが好きだった。自分の好きなことをして生きていくなんて、こんなに自由でワクワクすることなんてないじゃない。

　でも七峰高校といえば合格率０・01％という超ちよう難関。さすがのアタシでも絶対に入れるという自信はなかったので、無事入学できたときは本当にうれしかった。なにより、家を離はなれたことで生まれて初めての自由を得たアタシはすっかり浮うかれ気分になり、百ひやく戦せん錬れん磨まの生徒たちによって手痛い洗礼を受けることになった。

　プロゲーマーとして成功すれば、姫宮家長女のアタシですら驚おどろくような額の金が簡単に手に入る。そのためなら手段を選ばないってやつは、アタシが想像するよりもはるかに多かった。

　同意があれば違い法ほうも合法になる、というレギュレーションの意味をよく理解していなかったアタシは、人の好よい言葉にあっさりと騙だまされ、不正チート使いの生徒たちに退学寸前まで追いつめられた。

　プロゲーマー科は弱肉強食の世界だ。強い者は尊敬を集める一方で、弱い者には容赦しない。入学初日だから優やさしくしてやろうなんて甘い考えは存在しなかった。負けて得られるものなんてなにもない。勝てば進級、負ければ退学。そういう場所だ。

　どうにか引き分けに持ち込んだため退学こそ免まぬかれたが、入学早々から手ひどくやられたという噂うわさはあっという間に広がった。

　しょせんはコネで入学しただけのお嬢じよう様さまだったな。

　陰かげでささやかれるその言葉を、アタシは黙だまって受け入れるしかなかった。

　ゲームは結果がすべてだ。油断していたなんて言い訳にもならない。負けた奴やつがなにをいったところで誰だれも聞く耳を持たないだろう。アタシを見下す奴らを黙らせる方法はたったひとつだけ。結果を示すことだ。

　だったら見せてやろうじゃない。このアタシがただのお嬢様なのかどうかをね！

　それからアタシは死ぬほど練習した。一日二十時間練習しても勝てないなら、三十時間練習した。その結果が「個人ランキング一位」だ。

　手を抜ぬこうだとか、ゲームは楽しむものだなんて考えは、今のアタシにはいっさい残っていない。

　立ちはだかる敵は全員倒たおしてきた。

　特にチートを使うやつらは一人残らず徹てつ底てい的に叩たたき潰つぶした。

　努力をする根こん性じようもないくせに強くなったと勘かん違ちがいしてるやつにゲーマーを名乗る資格はない。全員この学校から追い出してやる。

『ツルギ』もそうだ。どんなチートを使ってるのか知らないが、努力もせずに楽に勝とうだなんて甘い考えの奴に負けるはずがない。そう思って開幕から速そつ攻こうを仕し掛かけた。

　そのためにマップも「スクエア」を選んだ。逃にげ場なんてない。開始十秒で終わらせる。そのつもりだった。なのに──

（なんなのコイツ──っ！）

　アタシの初撃は防がれ、それどころか逆に反撃で押されはじめていた。

　スピードはアタシのほうが速い。キャラクターの性能も、プレイヤーの反応速度も、完全にこちらが上だ。

　にもかかわらず十回攻こう撃げきして一、二回も当たればいいほう。その一、二回も威い力りよくが低い攻撃を見極めて、ダメージが最小となるタイミングで受けられている。

　そのくせ向こうの反撃は的確にアタシのライフを削けずっていく。

　攻撃が終わる瞬間、動き出しの一瞬、コンボとコンボのわずかな間。

　隙ともいえない一瞬の隙を見落とさずに攻撃を当ててくる。

　その一瞬の判断力、こちらの動きを読む洞どう察さつ力、わずかなチャンスを確実に当ててくる決定力。すべてが尋じん常じようじゃない。

　防ぼう御ぎよ無む振ふりの紙装そう甲こうのくせに、まだライフゲージを三割も削れていなかった。むしろアタシのライフゲージのほうがすでに半分を割っている。

　──コイツ、強い。

　攻撃と素早さに極振りというネタキャラだけど、高いプレイヤースキルがそれを成立させている。

　むしろステータスを攻撃に振っている分、かすっただけでも無視できないダメージを受ける。直撃すればもちろん即そく死しだ。

　いったいどれだけやりこめばここまでの強さになれるのか。

　こんなネタキャラじゃなく、普ふ通つうのキャラで普通に戦えば今以上に強くなるだろう。にもかかわらずこんな縛りプレイを極めている。

　はっきりいってバカだ。

　でも、バカだからこそ極めれば強い。

　認めるしかなかった。

　コイツの力はチートじゃない。血のにじむような努力の果てに得られた本物の力だ。

「……アンタに謝らないといけないわね」

　この対戦にはお互たがいの全ポイントが賭かけられている。

　ポイントが０になれば退学だ。例外はない。引き分けがない以上、どちらかが退学になるしかないんだ。

「『ツルギ』は本物のゲーマーだった。でもアタシだって負けるわけにはいかないの。血ち反吐へどを吐はく努力の果てに得たアタシの『能力』、存分に味わわせてあげるわ！」

　一瞬だけ目を閉じ、意識を集中する。

　コンマ一秒以下で戦う高速戦闘中では致ち命めい的な一瞬の隙。

　それだけの犠ぎ牲せいを払はらって目を開けたとき「世界」は様変わりしていた。







　──なんだ？　動きを変えたのか？

　さっきまで当たっていた攻撃が当たらなくなった。逆にかわせていたはずの攻撃が当てられはじめる。

　開いていたライフゲージの差があっというまに埋うまり、逆転された。

　元々防御を完全に捨てている紙装甲だ。二、三発かするだけでも簡単に逆転される。だからそれはいい。いいのだが──

　──ギアを上げてきたか？

　意識的に自分の集中力を上げることは、慣れれば誰でもできるようになる。

　だったらこっちもギアを上げればいい。

　次の次を予測して放っていた攻撃を、さらにその先まで予測して攻撃する。

　先読みこそが俺のプレイの根幹だ。

　どんなキャラでも永久に動き続けることはできない。防御から攻撃に意識が切り替かわる一瞬。後退から前進に動きが切り替わるわずかな間。どこかに必ず動きが止まる時があり、その一瞬を狙えばどんなプレイヤーでもかわすことは不可能だ。

　ユイの動きを予測し、ユイの思考をトレースして黒金桜を横薙なぎに振る。

　ユイが後ろに下がってそれをかわし、反撃に転じようと前に出た。

　その動き出しの一瞬を狙って刀を前へと突き出す。

　人間の認にん識しき速度の限界を超えた「意識の死角」からの攻撃だ。かわすことは不可能。

　なのに。

　完全に不意をついたはずの攻撃は、体をひねったユイの眼前を通過した。

　──なんだ今の動きは!?

　かわせないはずのタイミングだった。

　それが、当たる直前にかわされた。読んでいた、という感じではない。まるで見てからかわされたような……。

「まさか……」

　ひとつの可能性が頭をよぎる。

「それ」があるという話は聞いたことがあった。でもマンガやアニメの中だけだ。現実に起こせるわけがない。都市伝説のようなものだと思っていた。

　しかし実際に、どんなに裏をかいても、何十手と先を読んでも、はじめて見せるモーションからの攻撃ですら、すべて当たる直前にかわされる。

「……なら、こいつはどうだっ！」

　ユイの大振りをかわし、カウンターで刀を振り下ろした。

　大振りの直後は必ず硬こう直ちよく時間が生まれる。動けない以上受け止めるしかないのだが、ユイの細い刃やいばでは一撃で砕くだけるだろう。これを防ぐ方法はない。

　本来ならば。

　金属同士の打ち合う音が響ひびき、激しいエフェクト光があたりを染め上げた。

「……ははっ、マジかよ」

　全力で振り下ろした黒金桜の一撃は、針のように細い剣けんの先せん端たんで受け止められていた。

　攻撃する速度、力を受け流すタイミング、切っ先を当てる角度。どれかがわずかにズレるだけでも失敗する超高等技術。

　狙ねらってできる芸当ではない。

　しかし狙わなければ絶対にできないだろう。

「やっぱそういうことか」

「ふうん？　気づいてたんだ」

「まさかとは思ったが、他に考えられないからな」

　お互い距きよ離りをとって離れる。

「『ゾーン』を操あやつれるやつが実在するとはな」







　まず「世界」から色が消える。

　次に音が遥はるか彼方かなたへと遠ざかり、全身に感じるすべての感覚が消え失うせる。

　残るのは視覚だけ。

　目に映る世界だけがアタシのすべてとなり、すべてがゆっくりと緩かん慢まんに動きはじめる。

　世界が海の底に沈しずんだ速度の中で、アタシだけがいつも以上の速度で泳ぐ。

　水底に沈んだ世界の中では、最速で放たれる斬ざん撃げきも木の葉が沈む速度と同じ。不意を突ついた攻撃も泥どろの中を這はうような速度だから、よけてくださいといってるようなもの。

　全すべての中心がアタシになり、アタシ以外の全てはアタシの後ろへと置き去りにされる。

〈世界ゾーン〉

　極度の集中状態に入ったアタシに勝てる奴はいない。

　攻撃を見てからかわすなんて簡単にできるし、相手の動きを見てから攻撃を当てるなんてもっと簡単だ。

　アンタは強かったけど、アタシのほうがもっと強い。

　あとはそれを証明するだけだ。




「……これはやばいな」

　打ち合うたびに苛か烈れつさを増す攻撃を受けながら、思わず声がもれた。

　なにしろ「ゾーン」だ。

　超ちよう集中力による体感時間の遅ち延えん。

　それがゾーンの正体だとわかっていても、だからどうしろというんだ。

　俺でも集中すれば似たようなことはできるが、ユイのゾーンがそんなレベルでないことは明らかだ。

　普通の人にはできないことができる、人外と呼ばれる人種。それが「七峰高校プロゲーマー科」なんだろう。

「なんだよそれ……そんなのありかよ……」

　攻撃を見てからかわせるとか、リアルチートにもほどがあるだろ。人のことをチートよばわりしておきながら、自分こそが最高のチート野や郎ろうじゃないか。

　なにしろ、どんな攻撃をしても「見てからかわされる」んだからな。どんな攻撃をしたって絶対に当たらないことになる。

　見えない位置から攻撃したくても、スクエアという狭せまいマップではそれも難しい。

　広こう範はん囲い攻撃なら当たるだろうが、範囲攻撃には「溜ため」が発生する。その〇・一秒か二秒のすきに瞬しゆん殺さつされるだろう。

　今から考えてみれば「スクエア」を選んだのはお互いフェアになるようにしたと見せかけて、実のところ自分に最も有利なマップだったわけだ。

　俺の攻撃はひとつも当たらないまま、ついにライフゲージが残り一割を切り、レッドゾーンに突とつ入にゆうした。

　これはもう完全に詰つみだ。勝ち目なんてない。原理的に不可能だ。

「……負ける？　この俺が？」

　そう感じた瞬しゆん間かん、血が沸ふつ騰とうし、笑えみがこらえきれなくなる。

　負けるかもしれない。

　そう感じたのはいつ以来だ？

　大会でも負けるつもりはなかったし、黒岩先生との対戦ですら強いと感じただけで、敗北をここまで身近に感じたりはしなかった。

　肌はだが粟あわ立だつ。頭がひりつく。全身の血液が逆流して感覚という感覚が覚かく醒せいし、脳のう髄ずいが甘い痛みに冒おかされていく。

　瞬まばたきすら忘れる攻こう防ぼう。気がつけば息も止まっている。

　指先に走る血液の流れすらも感じられるほど研とぎ澄すまされた緊きん張ちよう感の中で、俺は本格的に笑い出した。

　ああ、そうだよ。これだよ。

　勝ち目のあるゲームなんてつまらない。

　負けるかもしれないから、でも絶対に勝ちたいから、全ぜん身しん全ぜん霊れいを賭けて全力で挑いどむ。手加減なんてもったいない。持てる自分のすべてを出し尽つくして目の前の〇・一秒にそそぎ込む。そこまでしても勝てる気がしない。

　だからゲームは面白いんだ！

　世界が──加速する。

　相手の動きだけでなく、自分の動きも、周囲の風景も、すべてがイメージとなって脳内に流れ込んでくる。

　ゲームは情報戦だ。

　目の前の光景から与あたえられる無数の情報をどれだけ利用できるかが勝敗を分ける。

　すべての行動にはプレイヤーの意思が宿っている。

　動きには戦術が。立ち回りには思考が。刃には信念が。

　一回一回の攻こう撃げきが、次にどんな攻撃をするつもりなのかを伝えてくる。ほんの一瞬の些さ細さいな違い和わ感が、そこに隠かくされたプレイヤーの感情を教えてくれる。

　攻撃と攻撃のわずかな隙すき間まを縫ぬうようにして、ユイの足が前に出る。

　今までにはなかった動きだ。急いでいる──いや、勝利を確信してわずかに気が急せいている。突き出した細剣が途と中ちゆうで止まり、横よこ薙なぎの軌き道どうに変わる。

　行動キャンセルを用いた変則的な攻撃を、俺はユイが攻撃すると同時にかわしていた。

「はあ!?」

　空から振ぶりすると同時に驚きよう愕がくの声が響く。

「なんで今のタイミングでかわせるわけ!?」

　驚おどろき、焦あせり、冷静さを失ってるのが動きからもわかる。

　突とつ然ぜんの俺の変化に対処できないんだろう。勝負を決めるならここだ。

「ラストワード発動。目覚めろ〈封竜覚醒イグナイター〉」

　残り体力が一割を切ったときに一度だけ使える超必殺技ラストワード。

　黒金桜の背に三つの筒つつが生まれる。

　ジェットエンジンの筒にも似たそれは、今はまだ火を灯ともしていなかった。

「明らかにチャージ系の技わざね」

「そいつはどうかな」

　繰くり出される連続攻撃を捌さばきながらとぼけてみせたが、ユイの読みは当たっている。
















　絶大な威い力りよくと攻撃速度を持つかわりに、〈システム〉によって三秒間のチャージ時間が課せられた。一秒ごとにひとつ点灯し、三つ目の点灯と同時に発動する。しかもそのあいだ一いつ切さい攻撃はできない。

「だったら発動前に倒たおしてやるわ！」

　ユイの細剣が閃ひらめいた。同時に俺は一歩後ろへと下がる。

　ユイが剣を斬きり上げる、と見せかけてからの下段蹴げりで動どう揺ようを誘さそい、体勢の崩くずれたところに鋭するどい突きを放つ。

　流れるような連続攻撃から放たれた必殺の一撃は、すでに一歩引いていた俺の目の前で止まった。

　黒金桜の背に一つ目の光が灯る。

　残り二秒。

　ユイが驚愕に目を見開いた。

「なん、でよ……、どうして今の動きが見切れるのよ……、どんなチート使ったらそんな避よけ方ができんのよ！」

「〈直感読解インスピレーシヨンリーデイング〉。それが俺の『能力』の正体だ」

　最前線で活かつ躍やくする考古学者は、初めて見る古代の文字でも直感で意味がわかるという。ごく一部の優すぐれた数学者は、数式を見るだけで答えが浮うかんでくる。

　それと同じだ。

　俺の場合は、相手の動きを見ただけで、相手の考えがイメージとして浮かんでくる。どんなにフェイントを重ねても、動きを見ればプレイヤーの思考が手に取るようにわかる。

「どんなに強力な能力でも、ネタさえわかれば怖こわくない。ユイが攻撃を見てからかわすなら、俺は攻撃がかわされる前に当てればいいだけだろ」

〈直感読解インスピレーシヨンリーデイング〉はいつでも発動できるわけではない。膨ぼう大だいな情報を一瞬で処理する必要があるためか、脳内麻ま薬やくでハイになっている必要がある。

〈直感読解インスピレーシヨンリーデイング〉が発動したということは、それだけユイが強かったということだ。

「そんなバカみたいな理り屈くつ、ふざけんじゃないわよ……。負けられないのよ。アタシは、絶対に、こんなところで……負けるわけにはいかないのよ！」

　ここに来てさらに攻撃の速度が増す。

　稲いな妻ずまのような速度の攻撃を、俺はわずかな動きだけですべて避けきった。二つ目の光が灯る。残り一秒。

　ユイの顔が引きつった。

「ふっ……ざけんなあああああああああああああああっ!!」

　細剣を自分の体に突き刺さす。

　ライフゲージが一気に減り、レッドゾーンに突入した。

「ラストワードの発動条件を自分で満たしたのか！」

「狂くるい咲ざいて死ね！　〈妖精雷舞レイフイードダンス〉！」

　細剣に真っ白な雷らい光こうが宿り、十六の連撃がまったく同時に突き出された。

　いくら考えが読めていてもこのタイミング、この距離では回かい避ひは不可能だ。

　わずかな時間で〈直感読解インスピレーシヨンリーデイング〉の攻こう略りやく法を見み抜ぬいただけでなく、それをこんな形で実行するなんて普ふ通つうはできない。

　この刹せつ那なの攻防だけでもユイがどれだけの時間をゲームに費やしてきたのかがわかる。

「やっぱつえーな。ユイは一流のゲーマーだよ」

　だが──

　十六の剣けん閃せんが到とう達たつするよりも先に、黒金桜の背に三つ目の光が灯った。

「──三秒だ。俺のほうが早かったな」

　三基のジェットエンジンが一いつ斉せいに火を噴ふく。

「吼ほえろッ！　〈赤竜の咆哮オーバードレイク〉!!」

　爆ばく音おんが咆ほう哮こうのように轟とどろく。

　攻撃も防ぼう御ぎよも関係ない。封ふうじられた赤せき龍りゆうの怒いかりはあらゆる物を粉ふん砕さいする暴力の固まり。音速を超こえて加速する横よこ殴なぐりの一撃が、乱らん舞ぶするユイの細剣ごと力任せに叩たたき折った。

　吹ふき飛ばされたユイがスクエアの壁かべに叩きつけられ、そのまま地面に崩れ落ちる。

　一撃でライフゲージが消失し、ユイの体が淡あわい光に包まれた。

「アタシの必殺技ごと叩き潰つぶすとか……なんなのよそのバカみたいな攻撃力……」

　あきれ果てたようなつぶやきをもらして、光と共に砕くだけ散った。

　勝負は終わった。だけど、俺の手には今も勝利以上の熱い感覚が残っていた。

　ああ、やっぱりゲームは楽しいな。

　心の底から思うと同時に、いつかのメッセージが自然と口からこぼれ落ちた。

「グッドゲーム──いい対戦だったな」




【ＹＯＵ　ＷＩＮ!!　勝者、御剣優刀！】




　　　　◆




　視界が元に戻もどると同時に、全身に張りつめていた緊張が解けていった。

　長いため息が肺の中からあふれ出す。

　いい対戦だった。心からそう思う。

　やっぱり実力の近いプレイヤーとの対戦ほど楽しいものはないな。

　きっとユイも同じ気持ちだろう。そう思って向かい側へと目を向ける。

「ううううう[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　なんかめっちゃにらまれていた。

　大おお粒つぶの涙なみだをいくつも浮かべると、幼い顔がぐにゃりとゆがむ。

「なんなのよアンタ強すぎなのよバカぁ──────っ！」

　大声で泣き出した。

　まさか泣き出すとは思わなかった。そんなに悔くやしかったのか。

　自じ慢まんじゃないが引きこもりの俺にはこんな時どうすればいいかなんてわからないぞ。

　とりあえず蓮が泣いているときはいつもやっているように頭をなでてやると、さらに大声で泣き出した。

　こうしていると、まだ小さかった頃ころの蓮を思い出すな。

　今も甘えたがりだが、小学生だった頃は泣き虫で、両親がいなくて寂さびしいといっては泣いていた。そんなときはいつもこうやって慰なぐさめていたもんだ。

　泣きたいときは思いっきり泣けばいい。

　そのほうが立ち直るのも早い。

「うぐっ、ぐすっ。本当はアタシのほうが強いんだからぁ」

「はいはい。わかってるよ」

　ユイも見た目は小学生みたいだし、本当にあのころを思い出すな。

「絶対に、絶っ対に、次はぶっ殺してやるんだからぁ！」

　なんか小学生にしてはすげー物ぶつ騒そうなこといってるけど。

　でもそれでいい。

　負けたくないからゲーマーはゲームをする。悔しさをバネにするほど強くなるんだ。

　明日のユイは今日よりも強くなっているだろう。今から楽しみだ。

「ほら、いいかげん泣きやめよ」

　ハンカチなんてしゃれた物は持ってないので、ハンドタオルを渡わたしてやる。

「う、うん。ありがと……」

　素す直なおに受け取って涙をふき取ると、ようやく泣きやんだ。

　そこでようやく自分の醜しゆう態たいに気づいたらしい。

　うつむいて顔を隠したまま、腕うでを突つき出して強ごう引いんに距きよ離りを取った。

「今のは、その……アレだから。ちがうから」

「ゲームに負けて泣いたことか？」

「違ちがうっていったでしょ！　ちょっと目にゴミが入っただけよ！」

「どんだけでかいゴミだったんだよ」

　あれだけさんざん大泣きしておいて、さすがにそのいいわけは無理があるだろ。

「うっ……。と、とにかく、今のは忘れなさい。いいわね！」

　はいはい。わかったよ。

「そのかわり条件がある」

「……なによ」

　ゲーマー同士が会ったらやることなんてひとつしかないだろ。

「もう一回対戦しようぜ」

「は？　なにいってんのアンタ──って、ああああああああああああ!!」

　突とつ然ぜん絶ぜつ叫きようをあげると、真っ青な顔でひざをついた。

「あ、あ、あ、アタシ、負けちゃった……全ポイント賭かけたのに……」

　そういやなんかそんなことをいって対戦を挑いどんできたんだったな。

「ポイントがなくなるとどうなるんだっけ」

　キッとつり上がった瞳ひとみがにらみつけてきたが、すぐに力なく下を向いた。

「……退学よ」

「救済措そ置ちとかないのか」

　幼い顔がゆっくりと左右に振ふられる。

「ないわ。そもそも、全ポイント失うようなポイント戦自体、普通しないし……」

「じゃあなんでしたんだよ」

　疑問が思わず口をついて出てしまった。

　濡ぬれた瞳がのろのろと見上げる。

「だってアンタ嫌きらいだし……」

「そ、そうか……」

　……さすがの俺も、こう面と向かっていわれるとへこむな。

「誰だれかが無許可のまま歩道で対戦をはじめたというから来てみたが、御剣だったか」

　二人して落ち込んでいるところに、黒岩先生の声が響ひびく。俺を見てニヤリと笑った。

「転校早々やらかしているようだな。いいぞもっとやれ」

「ぜ、ぜんぜえええええええ！」

　泣きじゃくったユイが黒岩先生にしがみついた。

「[image: ]だじのポインドがああああああああ！」

「姫宮がこんなに取り乱すとは珍めずらしいな。なにがあったんだ」

「ポイント戦とやらをして俺が勝ちました」

　簡潔に答えると、黒岩先生が笑い出した。

「そうか、姫宮もついに負けたか！」

「笑いごとじゃないですよ！」

「そうだな。すまん。それでいくら賭けたんだ。一万か。十万か？」

「………………。全部です……」

「は？」

　さすがの黒岩先生も目を丸くした。

「全部といったのか？　姫宮は確か百万ポイント持ってたはずだったな。それを全部賭けて、しかも負けた？」

　こくり、と涙目でうなずく。

　黒岩先生は頭痛をこらえるようにこめかみを押さえた。

「……まったく、姫宮は、本当に……」

　はあぁ、と深いため息をつく。

「感情的になるなとあれほどいっただろう」

「ぞんなごと、いったってぇ……」

　再び瞳を潤うるませると、涙でぐちゃぐちゃのまま座り込んでしまった。

　あーあー、これはひどい。見てられないな。そろそろ助け船を出しておくか。

「先生、確かポイント戦って、不正があると無効になるんですよね」

「確かにそうだが……。ああ、なるほど」

　ニヤリ、と笑う。どうやら伝わったようだ。

　先生は腰こしを落としてユイと同じ目線になると、その肩かたを優やさしく叩いた。

「姫宮も知ってるだろうが、我が校ではポイントが０になった者は退学だ。残念だが例外はない」

　ビクッと幼い肩が震ふるえた。

「事情はどうあれポイント戦は行われ勝負はついた。その意味はわかっているだろう」

「……そ、そんなごとわざわざいわなくでもいいじゃないでずかあ！」

　涙目のまま吠ほえるように叫さけぶ。

　こんなときでも強気なのがいかにもユイらしくてつい笑ってしまった。黒岩先生も口元をゆるめている。

「そうだな。すまない。しかし退学を取り消す方法があるといったら、どうする？」

「………………え？」

　きょとんとした瞳が目の前の教師を見上げた。

「姫宮がいくつかの条件を吞んでくれれば、なかったことにしてもいい」

「ど、どういう、ことですか……？」

「なに、簡単なことだよ。姫宮のチームはまだ誰も入っていなかっただろう。そこに御剣を入れてやってほしい」

「コイツを……？」

「入学したばかりでわからないことも多いだろう。先せん輩ぱいとして色々教えてやってくれ」

　難しい条件ではないはずだ。しかしユイは首を縦に振らなかった。

「そんなの……アタシじゃなくてもいいじゃないですか」

「こうして会ったのもなにかの縁えんだろう。それに知らない仲じゃないんだ。御剣もそれでいいだろう？」

「そりゃ俺は構いませんが」

　ユイは黙だまり込んだまま口をつぐんでいる。そのまま動きそうにない。やがて黒岩先生がため息のような声をもらした。

「まったく、思ってた以上に姫宮も強情だな」

「すみません。でも……」

「なら期限付きとしよう。二週間でいい。そのあとはチームを追い出すなり好きにしてかまわない」

　幼い瞳が戸惑うように見上げた。

「……どうしてそこまでしてコイツと組ませたがるんですか」

「私も一応教師なのでな。いつまでも友達の一人もできない生徒がいたらなんとかしてあげたいと思うのが親心だろう」

「友達がいなかった訳じゃありません！　チームを組むのがイヤだっただけです！」

「それに最近の姫宮は伸のび悩なやんでいただろう。御剣ならそれを突とつ破ぱできる鍵かぎになる」

「コイツが……？」

　うさんくさそうな目で俺を見る。

　そんな顔されてもな。俺もまったくの初耳だ。

「姫宮は天才だ。それは私が保証してやる。その姫宮に足りないものが、御剣といれば学べるだろう。取り戻もどせる、といったほうが正しいかもしれないがな」

「本当にそんなものがあるんですか」

「御剣は姫宮に勝った。これ以上の証明が必要か？」

「………………。そもそも退学を取り消すとか、そんなの可能なんですか」

「なに、簡単なことだ。ヒントは御剣がくれた」

「え、アンタが？」

　まだ疑いの目を向けてくるユイに教えてやる。

「ユイが自分でいったんだろ。ポイント戦はすべて記録されていて、不正や違い反はんがないか監かん視しされていると」

「そうだけど、さっきの対戦に不正なんてなかったわよ。アタシは本気で戦ったわ。負けちゃったけど……」

　自分でいって自分でうなだれる。

「俺だって手なんか抜ぬいちゃいない。最高の対戦だった。だけど、その対戦そのものに問題があったら？」

「どういう意味よ？」

「許可取ってないんだろ」

「……あ」

　ようやく納なつ得とくがいったように声を上げる。黒岩先生もうなずいた。

「そういうことだ。公道のＡＲ規制装置を無断で解除することは立派な犯罪だ。学校としてはそんな対戦は認められない。即そく時じ無効となるだろう」

　黒岩先生が優しく諭さとすような口調になる。

「姫宮なりの理由があって今までソロを貫つらぬいてきたのは知っている。しかし御剣が姫宮の退学を救ってくれたのも確かだ。ここは頼たのまれてくれないか」

「……わかりました」

　ついにユイが降参した。

「そういうことならしかたないです。ただし二週間だけですよ」

「それで構わない。よろしく頼む」

　黒岩先生がうなずき、仮想ウィンドウを展開した。さっそくチームの登録申しん請せいを行っているらしい。

　幼い瞳がキッと俺をにらみつけてきた。

「いっとくけど、借りを返すためにしかたなくアタシのチームに入れてあげるだけだからね。期限が過ぎればクビよ。あと、当然だけどリーダーはアタシね。リーダーのいうことにはちゃんと従うこと。いいわね？」

「おう、いいぞ。しばらくよろしくな」

　握あく手しゆのために手を差し出すと、ユイがちょっとだけためらうような仕草をみせた。

「なんか、そんなあっさりされると毒気が抜かれるわね……」

　居心地悪そうにしながらもおずおずと手を取るあいだに、手続きを終えたらしい黒岩先生が俺たちを振り返った。

「チームの登録申請は完かん了りようした。といっても御剣の入学は明日からだから、正式に加入するのも明日になる。ところで、実はもうひとつ頼みがあるんだが、いいか」

「はあ、いいですよもうなんでも」

　ユイが投げやりにうなずく。

「それは助かる。御剣が入学したのはいいんだが、昨日の今日では寮りようの部屋が用意できなくてな。すまないが今日は姫宮の部屋に泊とめてやってくれ」

「は？」

　ユイの目がまん丸に見開く。

「……はあああああああああああ!?」

　絶ぜつ叫きようが響きわたった。

「どうしてそうなるんですか！」

「なんでもいいといっただろう」

「本当になんでもだなんて思わないじゃないですか！」

「姫宮の部屋は広いんだ。一部屋くらい余よ裕ゆうがあるだろう」

「そういう問題じゃないです！　男女が同じ部屋とか、教師がそんなことを勧すすめていいんですか!?」

「少子高こう齢れい化かの時代になにをいっている。校内恋れん愛あいはむしろ推すい奨しようだよ。好きなだけ好きなことをしたまえ」

「あんたそれでも教師か！」

　冷静な顔に似合わず凄すげえことをいう先生だな。

「それに同じチームメイトとなら、練習でお互たがいの部屋に行き来することはよくあるだろう。問題ない」

「その理り屈くつ絶対穴だらけだと思うんですが……」

「しかしもう登録申請はすませてしまったしな。チームメイトと親しん睦ぼくを深めるのも重要だろう。今日一日だけと思って我が慢まんしてくれ」

　淡たん々たんというせいで本気なのか分かりづらいが、きっと本気でそう思ってるんだろうな。

「……うううー！」

　幼い目が俺をにらみつける。

　相当警けい戒かいしているらしい。

　心配しなくても小学生に手を出す趣しゆ味みはないよ、といったらもっと怒おこられそうなので、さすがに黙っておくことにした。

「………………わかった、わかりましたよ！　そのかわり今日だけですからね！」

　ついに折れたユイだったが、すぐに俺をにらみつけてきた。

「アンタも勘かん違ちがいしないでよ！　退学を取り消してくれた恩があるから仕方なく、本っ当にしかたな[image: ～][image: ～][image: ～]く一日だけ部屋を貸してあげるんだからね！　変なこと考えたらその首へし折ってやる！」

　どうやら冗じよう談だんではなさそうだったので、俺は黙って神妙にうなずいた。




　　　　◆




　アタシの部屋は寮の最上階にある。

　普ふ通つうは生徒一人に一部屋なのだが、アタシの部屋は寮の最上階をまるまる一フロア貸しきったものになっていた。

「さすが七峰高校。寮の部屋も広いんだな」

　御剣が珍しそうに広いリビングを見み渡わたしている。

「個人ランキング一位だからね。ランクによって部屋も違うのよ」

　他にも施し設せつが利用し放題だったり、授業が免めん除じよになったりと、色々恩おん恵けいがある。

「アンタの部屋はこのリビングね。アタシも鬼おにじゃないからそこのソファーで寝ねることを許してあげるわ。そのかわり、他の部屋には絶対入らないこと」

　そう言い捨てて、さっさとリビングを出る。

「ユイはどこ行くんだ」

「シャワー浴びてくるわ。のぞいたら本気で通報するからね」




　ぬるい水が肌はだを滑すべり落ちる。

　一人きりになると、握にぎりしめた手のひらに必要以上の力がこもった。

「……負けたわ。それも完かん璧ぺきに」

　思い出すだけでもメチャクチャ悔くやしい。今すぐにリベンジしたい。

　だけど、どんなにシミュレーションを繰くり返してもアイツに勝てるイメージが浮うかばなかった。

　アタシは誰だれよりも努力をしてきた自信がある。でも、アイツはその上をいっていた。

　悔しいがアイツは自分より格上のゲーマーだ。

　複雑な感情を握りしめてシャワールームの壁かべにたたきつける。

　黒岩先生は、アイツと一いつ緒しよにいれば強くなれるといった。アイツにあってアタシにはないものを知ることができると。

　視界に仮想ウィンドウが開き、新着メッセージが表示される。

【黒岩：例の件だが手続きは完了した。明日からもいつも通り登校していい】

　ポイントのことだろう。予定通り無効となったようだ。

「アイツのおかげ、なのよね……」

　対戦前にポイント戦について聞いてきたのは単に興味があるからだと思ったけど、今考えればそうじゃない。自分だって全ポイントを賭かけていたはずなのに、あの一いつ瞬しゆんで対戦後のことまで予想し、先に手を打っていたんだ。

　アタシが負けても、退学とならないように。

　胸が鳴る。

　鼓こ動どうとは違う音が胸を締しめ付けた。

「御剣、優刀……」

　七峰高校に来てからは敵ばかりだった。弱いとわかれば容よう赦しやなくポイントを奪うばいにくるし、同意さえあれば関係ないと平気で不正チートを使ってくる。

　だから、はじめてだった。

　アタシを助けようとしてくれた人は……。

　そのとき、更こう衣い室に誰かの入ってくる気配を感じてアタシは我に返った。

「おーい、ユイ。ここにいるのか？」

　アイツの声が聞こえた瞬間、心臓が跳はね上がった。

「な、なによ」

　すぐに平静を装よそおって返す。曇くもりガラスの向こう側に人ひと影かげが見えていた。

　目の前にいるとはいえ、扉とびらには内側から鍵かぎがかかっている。向こうからは入れない。

　なのに、すぐそばにいると思うだけで恥はずかしさがこみ上げてくる。見えるわけがないのに、今の自分が裸はだかだということを強く意識してしまう。

　戸と惑まどう自分の感情を抑おさえられないまま、更衣室の人影は近づいてくる。

　アタシは逃にげるように一歩下がってしまった。

「ちょっと聞きたいことがあるんだけどよ」

「う、うん……」

　声が上ずってしまう。

　アイツの影かげはどんどん近づいてくる。

　そのたびに下がってしまい、やがて壁に当たってしまった。

　それでもアイツは止まらない。さらに扉へと近寄り、やがて扉に密着するほど重なると、そのまますり抜けてきた。

「……え？」

　頭だけが扉から突つき出た状態で、バスルーム内のアタシを見た。

「リビングにいくつかゲームがあったんだけどよ、勝手にやっていいか？」

「えっ、ええ。いい、わよ……？」

　一瞬理解できなかったが、すぐにそれがＡＲのキャラクターだとわかった。

　外から入ってこれないよう家の周りは電子的に遮しや断だんしてあるけど、家の中にまで防ぼう御ぎよ壁へきは構成してない。だからすり抜ぬけてこれたんだろう。ていうか、つまり、この状じよう況きようは……。

「ゲームって勝手にさわると怒るやついるだろ。だから一応確かく認にんをと思ったんだが、なんでもう怒ってるんだ？」

「テメエが堂々とのぞいてるからだ──────っ!!」

　指先から放たれた紫し電でんが、扉から突き出る頭を粉ふん砕さいする。

　すぐにシャワールームを出たが、アイツの姿はすでになかった。

「なんなの……なんなのよアイツは……ッ！」

　ひっつかんだバスタオルを体に巻き付け、リビングの扉を蹴け破やぶって中に入った。
















　ゲームを用意していた御剣が驚おどろいたように振ふり返る。

「どうした？　やっぱ勝手にさわるとまずいものがあったのか？」

「……見た、わよね」

「なにをだ？」

「──……っ！　アタシの……裸をよ……っ」

「ああ、そのことか」

　恥ずかしさを懸けん命めいにこらえているアタシに対し、コイツは実になんでもないことのように言い放った。

「いつも弟のを見慣れてるからな。あまり変わらなかったし、気にすることないぞ」

　ぶちん、となにかの切れる音を確かに聞いた。

「アンタの弟と同じ……？」

　幼女ですらなく、男と？

「……ふふ。うふふ、うふふふふふ」

　込みあがる笑い声が自分でも抑えられない。

　手を空中に伸のばすと、白銀の細さい剣けんが現れた。

「いい度胸だぶっ殺す！」

　手に拡張現実ＡＲの剣を握ったまま御剣の頭部めがけて突き出した。

　狙ねらうは目と鼻のあいだ。海かい馬ばに直接負ふ荷かをかけて記き憶おくごと焼き切ってやる！

「おっ、リアルゲームか。そういうのも拡張現実ＡＲの醍だい醐ご味みだよな」

　後ろに飛んで距きよ離りをとりながら、手に大おお振ぶりの戦場刀を出現させる。

　肩かたに刀を乗せる独特の構えをとりながら、少し困ったような表情になった。

「バトるのはかまわないが、そのままだと風邪かぜ引くぞ」

「心配しなくてもアンタをぶっ殺したあとにシャワーを浴びなおすわよ」

「でもよ」

「なによ！」

　アタシの連続突きをひらりひらりとかわしながら、床ゆかを指さす。

「バスタオル落ちてるぞ」

　……？

　………………！

　…………………………!?

「はにゃあぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!?」







「殺す……殺す……絶対に殺す……。末代まで祟たたって刺さし殺してやる……」

「物ぶつ騒そうなこといいながら背後に張り付かれると心臓に悪いんだが……」

　体を隠かくすようにソファの上でうずくまるアタシに背中を向けたまま、御剣がゲームをしている。

　今はとあるレースゲームをプレイ中だ。

　デフォルメされたキャラクターたちが、アイテムの力を借りて加速したり攻こう撃げきしたりとコミカルな動きを見せてくれる。

「ＡＲでバスルームに入ってくる非常識なヘンタイのほうが悪いわ」

「リビングから出るなっていうから、しかたなくキャラクターでいったんだよ」

「誰がそんなトンチをしろといったのよ。その程度の用ならメッセージでいいでしょ」

「送ったけど反応なかったぞ」

　言われてから気づいたけど、視界のすみに新着メッセージの知らせが来ていた。

　黒岩先生のメッセージを見てからずっと気にしている余よ裕ゆうがなかったから、気づかなかったみたいだ。

「……そういうことならいいわ。床の上で寝ることを許可してあげる」

「おい、最初はソファだっただろ」

　文句を言ってくるが黙もく殺さつする。

　リビングにあるゲームはどれもアタシが家から持ってきたもの。拡張現実ＡＲが普ふ及きゆうした今となってはほとんど忘れられた、コントローラーを使って操作するタイプのものだ。

　ずいぶん古いのもあるのだが、御剣はそれらを苦もなくクリアしていった。

　初めてのプレイって感じではない。すべてのステージを最短距離でクリアしている。こんな古いゲームまでやりこんでいるなんて、相当ゲームが好きなんだろう。

　その背中をぼんやりと見つめながら、アタシは気になっていたことをたずねた。

「ねえ、アンタはどうしてアタシを助けてくれたの」

　自分が負ける可能性だってあったし、なによりアタシを助ける理由がなかったはずだ。

　返ってきた答えはシンプルなものだった。

「ユイとはもう一度対戦したかったからな」

　ゲームは結果がすべて。負けて得られるものなんてなにもない。そう思っていたはずのアタシは、その言葉を妙みようにあっさりと理解できてしまった。

　コイツはゲームが好きなだけなんだ。

　誰よりも、心の底から、ゲームを愛している。だからこそ迷いがない。

「ちょうどいい。また対戦しようぜ」

　そういってコントローラーを差し出してくる。

　そのまっすぐな瞳ひとみに思わず見とれてしまった。

　アタシに足りないものが御剣といればわかると黒岩先生はいっていた。

　アタシにはなくて、コイツにはあるもの。ひょっとしたら昔のアタシにはあったのかもしれないものが。

　それを知るためにしばらく付き合ってやるのもいいだろう。

　それになによりアタシ自身が、このままで終わるなんて許せない。

　アタシだってゲームが好きだ。だからここにきた。なのに負けっぱなしっていうのが気に入らないじゃない。

　差し出されたコントローラーを強ごう引いんに受け取る。

「いっとくけど、そのゲームはアタシのほうがやり込んでるからね」

「そいつは楽しみだな」

　獰どう猛もうなほどの笑えみを向けるコイツに対し、アタシもまた自分でも抑えきれないほどの笑みを浮うかべた。

　こんなにも心から笑うのはいつ以来だろう、と思いながら。

「次こそはアタシが勝つからね。覚かく悟ごしなさいよ優刀！」

















第二章　御み剣つるぎ優ゆう刀との高校デビュー






　六時間目まであった転校初日の授業は、あっというまに終わった。

「いやー、学校もけっこう楽しいんだな」

　なにせ久しぶりだったからな。なにもかもが新しん鮮せんだった。

「授業なんかをそんなに楽しめるのも優刀くらいよ」

　同じクラスだったユイが眠ねむそうに目をこする。

　昨日は結局一いつ睡すいもしないままゲームをし続けたからな。全授業を寝ね通とおしたユイが大きく腕うでを伸ばして体をほぐすと、俺の席へとやってきた。

「どうせ放課後の予定なんてなにもないでしょ。さっさと移動するわよ」

　そういいながらすでに足は教室の出口へと向かっていた。

「急いでるのか？」

「ここだと目立つし、よけいなことに巻き込まれる前にさっさと……」

「遊ゆ衣いちゃーん、ちょーっと待ったー！」

　教室中に大声が響ひびき渡わたる。

　教室に飛び込んできた女子生徒を見て、幼い顔がしかめっ面つらになった。

「ほら、うるさいのがきた」

「放課後はわたしの取材につきあってくれる約束でしょー」

　元気な女子生徒が快活な笑みと共に向かってくる。というかほとんど走ってくる。短くまとめたポニーテールが動きにあわせてせわしなく跳はね回っていた。

「誰だれだ？」

「同じクラスの古ふる館たち晴はる夏かよ」

　その古館は顔をしかめるユイにかまわず、ぐいっと身を乗り出してきた。

「遊衣ちゃんついにゲームで負けたって本当!?」

「相変わらずそういう情報は早いのね……」

「それがわたしの仕事だからねー」

　イタズラっぽい笑みを浮かべる。ポニーテールが頭の後ろでぴょこんと揺ゆれた。

「それで、それで、聞きたいことはいっぱいあるんだけど──」

　チラッと俺のほうを見ながら、スマホをマイクのように握にぎりしめて尋たずねてくる。

　よく見れば録音アプリが起動してるから本当にマイク代わりなんだろう。

「まずは噂うわさの確かく認にんから！　個人ランキング単独一位、史上最速の百万超えミリオンランカーとまで言われ、不ふ沈ちん城じよう塞さい、難なん攻こう不ふ落らくとまで呼ばれた『クイーンパレス』の遊衣ちゃんがついに負けたって本当なの!?」

「聞きにくいことをストレートに聞いてくるわね……」

　ユイが苦々しい表情を浮かべる。

「えへへー、わたしと遊衣ちゃんの仲でしょー」

「確かに負けたけど……これ生配信してないでしょうね？」

「えっ？」

　ギクッ、と女の子の動きが止まる。

「そそそ、そんなことないよー」

「じゃあ見ても問題ないわよね」

　ひったくるようにスマホを奪うばう。

　画面を見ると、録音ではなくて録画になっていた。

「やっぱり！　まったく油断も隙すきもないわね」

「ああ[image: ～][image: ～][image: ～]！　せっかくの大スクープが……」

　没ぼつ収しゆうされたスマホをしょんぼりと見つめると、俺を振ふり返った。

「もしかして、あなたがその遊衣ちゃんに勝ったって人？」

「そうだが」

　うなずくと、一転して目を輝かがやかせた。

「ランキング単独一位の遊衣ちゃんに勝つってあなた実はすごい人!?　今まで見たことなかったんだけどどこでその爪つめ隠かくしてたの!?」

　テンションの上下がすごいな。ただの噂好きにしてはめちゃくちゃ食いついてくる。

「おおっと、そういえば自己紹しよう介かいがまだでした！」

　びしっ、と敬礼のように腕を上げる。

「わたしはエンターテイメント学部ゲーム実じつ況きよう科二年一組の古館晴夏。遊衣ちゃんとは同じクラスで一番の親友なんだよ」

　ユイと強引に肩かたを組んで仲良しアピールをしてくる。

　その親友はとなりでものすごくウザそうな顔をしてるんだが。

「あーもう、うっさいうっさい」

　ユイが強引に引きはがす。

「だからさっさと行きたかったのよ」

「ええー。ちゃんと取材のアポ取ったのにわたしを置いていくなんてひどいよ」

「返信した覚えはないんだけど」

「だからこうして突とつ撃げき取材しに来たんじゃない。ねね、ちょこっと話聞くだけだし、あとでお礼にカフェもおごるから、いいでしょー？」

「はあ、もう好きにすればいいわ……」

「わーい遊衣ちゃん大好きーっ！」

　あきらめ顔のユイに、晴夏が抱だきついた。

「ユイはプロゲーマー科なんだろ？　ゲーム実況科の古館も同じクラスなのか？　授業では見なかったと思うが」

「晴夏でいいよー。クラスは学部でわけてるから一いつ緒しよなんだけど、プロゲーマー科とゲーム実況科は授業が違ちがうんだよ。今日も全然会えなかったし」

「おかげで静かだったわ」

「またまたー、遊衣ちゃんはツンデレなんだから。そんなところもかわいいけどっ」

　ゲーム実況科か。てことはやっぱ実況とかしてるってことだよな。

「ひょっとして、このあいだアクセルドライブの大会で実況してなかったか？」

「あ、よく知ってるね。それわたし」

「晴夏はこんなんだけど実況者としては人気なのよ」

　ええー、こんなんはよけいだよー、とユイのほっぺたをうにうにつついている。

　なるほど。どうりで聞き覚えのある声だと思った。

「実況者の『ハルカ』だったんだな」

　清純派アイドル実況者として現在人気ＮＯ．１だ。美少女だという話は聞いていたが、まさかここまで美少女だったとは。

「あ、ひょっとして御剣君もあの大会見てた!?　もうほんとツルギ選手すごすぎだよね！　どうやったらあんな動きができるのか意味わかんないもん！　チートだなんだって批判する人もいるけど、わたしは絶対ちがうと思うんだ。あの人は純じゆん粋すいにゲームを楽しんでる感じがするというか……とにかくすごくて、思わず実況にも熱が入っちゃったよ！」

　いきなり怒ど濤とうのように語り出した。

　確かに実況でもこんな感じだったな。テンションが上がるほど実況にも熱が入る。こういうところはさすがゲーム実況科というところか。

「そういえば遊衣ちゃんが負けたっていう対戦動画どこにも出回ってないんだけど」

「そりゃそうでしょ。なんでわざわざ自分が負けた動画流さないといけないのよ」

　ユイが憮ぶ然ぜんとして答える。

「動画なら俺が録とってあるぞ」

　ぎろりと鋭するどい瞳ひとみがにらみつけてきた。

　よけいなことはしなくていいわよ、とその視線が語っていたが、すでに手て遅おくれだったようで晴夏があいだに入ってきた。

「いいなー、見てみたいなー、遊衣ちゃんいい？」

「……どうせダメっていっても見るくせに」

　めちゃくちゃ不ふ機き嫌げんそうだったが、本人の許可も出たので対戦動画を晴夏に転送する。

　早さつ速そく再生した晴夏が、食い入るように画面を見つめた。

「うわー、さすがにすごいハイレベル。遊衣ちゃんもすごいけど、御剣君も……えっ、なんで今のよけられるの!?　ええっ、どうやったらそこから攻こう撃げき当てられるの!?　……ウソ、なにこれ……こんなことできる人、本当にいるんだ……」

　つぶやく言葉もしだいに少なくなり、ぽかんと口を開けたまま動画に見入っていた。

　やがて動画が終しゆう了りようする。

　晴夏はゆっくり顔を上げると、うっとりとした視線で俺を見つめてきた。なんか様子がおかしい。やけに瞳がキラキラしている。

「あっ、これヤバい──」

　ユイが慌あわてて手を伸のばす。

　が、それよりも早く晴夏は立ち上がり、勢いよく俺の手をつかんできた。




「好きですっ！　妊にん娠しんさせてください!!」




「落ち着け変態！」

「はっ!?」

　ユイに頭をはたかれて、晴夏が我に返る。

「ご、ごめんなさい……わたしゲームの強い人が好きで、それで御剣くんのプレイを見てたら、カッコ良すぎてつい一ひと目め惚ぼれしちゃって……」

「そ、そうか……」

　答える声がどもってしまう。

　ネット上でファンだといわれることは何度もあったが、こうして目の前で言われるのは初めてだ。

　しかも晴夏は清純派アイドル実況者といわれるだけあって、下手なアイドルよりはるかにかわいい。

　そんな美少女にいきなり好きだとかカッコいいとか言われるのは、十年以上も引きこもりをやってきた俺にはハードルが高すぎた。正直どう対応したらいいかわからない。

　助けを求めてユイを見ると、なぜだか口をへの字に曲げていた。

「よかったじゃない。晴夏みたいなかわいい子に好きだとか言われて！」

　理由はわからないが助けは期待できないらしい。

　対照的に晴夏のテンションは上がりっぱなしだった。

「うわーうわー、どうしよう遊衣ちゃん！　ドキドキが止まらないんだけどわたしどうしたらいい!?」

「知らないわよ。とりあえずさっきのはないと思うからやり直したら？　さすがのコイツもどん引きしてるわよ」

　まあ、どん引きしてるというか、色々ありすぎてなにがなんだかわからないというか。

　晴夏がきょとんと首を傾かしげた。

「えっ、そんなに変だった？」

「いきなり妊娠させてくださいなんて告白があるか！　もっと順序とかあるでしょ」

「あ、そ、そうだよね。いきなりでわたしも焦あせっちゃって……」

　晴夏は照れ笑いを浮うかべると、ぺこりと俺に向かって頭を下げた。

「さっきは取り乱してごめんなさい」

「い、いや、別にかまわないが……」

　正直混乱してるのはこっちも同じだ。

　なにがなんだかわからないでいると、晴夏が頰ほおを染めたまま恥はずかしそうな顔でまっすぐに俺を見つめた。

「えっと、それで、もしよければわたしと──」

　ごしごしとスカートのすそで手をぬぐうと、俺に向けて伸ばしてきた。

「──結けつ婚こんを前提に妊娠させてください！」

「だからそういう順序じゃない！」

「ふあっ？」

　涎よだれを垂れ流していた晴夏が我に返った。

　そういえば思い出した。人気実況者の「ハルカ」は興奮するとなにを言い出すかわからないことでも有名なんだった。

「晴夏ほんとに大だい丈じよう夫ぶなの？」

「ダメかもぉ。突とつ然ぜんのこと過ぎて心の準備が……」

　そう言いながらユイに抱きついた。

「ちょ、ちょっとなによ」

「お願い、この興奮を静めるには御剣君を襲おそうか、遊衣ちゃんを襲うかしかないから……」

「なんでその二択たくなのよ……」

　あきれるユイに、晴夏がきりっとして答える。

「ゲームが強ければ男女の壁かべなんて関係ないわ」

「前から思ってたけど晴夏の恋れん愛あい観って絶対狂くるってるわ」

「すーはーすーはー……くんかくんか……」

「匂においかぐのやめてよ！」

「えへぇ……遊衣ちゃんの匂いだぁ……」

　完全にクスリをキメた人の顔になっている。ちょっと人にはお見せできない。生配信中じゃなくて本当によかったな。

「ほら、しっかりしなさいよ。さすがの優刀もドン引きしてるわよ」

「ふえぇ、遊衣ちゃんもわたしのことキライになっちゃったのぉ？」

「大丈夫よ。今より評価が下がることは絶対にないから」

「そっかあ。よかったあ」

　えへへー、と脳天気に笑う。

　なにもよくないと思うのだが、気にしてないみたいだ。

「まあ、俺もそんなに気にしてないぞ。ゲーマーは変なやつが多いからな」

「えっ、つまり妊娠オーケーってことぉ？」

「い、いや、さすがにそれはなんというか……」

　どう答えていいかわからないでいると、抱きついていた晴夏が力なく滑すべり落ち、床ゆかの上に寝ねそべった。

「ふえぇ、遊衣ちゃーんまたフられたよぉ……」

「晴夏は顔はかわいいけど、性格がコレだからね」

「もう二次元の住人になって人生やり直すぅ……」

「頭大丈夫？」

　頭から落ちたんじゃないかという意味で心配してるんだろう。一応親友らしいからな。

　晴夏は力なく首を振ふった。

「ううんダメ……今日からミトコンドリアになる……」

「ミトコンドリアは単たん細さい胞ぼう生物じゃないから二次元生命体とは呼べないわよ」

　ユイの冷静なツッコミに、晴夏がにへらぁとだらしない笑えみを浮かべた。

「ちがうよぉ。ミトコンドリアになって卵子を活性化させてぇ、御剣くんの精子を受精するんだあ。えへぇ」

「「これはひどい」」

　俺とユイはそろってドン引きした。




　　　　◆




「えっと、取り乱してごめんね。もう大丈夫だから」

　復活した晴夏が元の笑顔に戻もどって言った。ユイがジト目を向ける。

「そのミーハー体質なんとかしなさいよ」

「御剣君があんなにすごい人だって思わなかったから、心の準備ができてなくてついね」

　てへへ、とかわいく舌を出す。

　あれだけの醜しゆう態たいをさらしておきながらてへへの一言で済ませられるのがすごい。ネットに顔出しして活動しようと思うのなら、鋼はがねの心臓にゴリラの毛が生えたくらいでないとダメなんだろうな。たぶん。

「それにほら、わたしってゲームは好きだけど下手だから、上手うまい人を見るとあこがれちゃうんだよね」

　ユイが口元を微び妙みような角度でひん曲げる。

　あれは「どう見てもあこがれってレベルじゃなかったけど面めん倒どうくさいからもうつっこまないわよ」って顔だ。

　ちなみに今は場所を教室からカフェラウンジに移動している。

　カフェ内を見み渡わたしてみたが、意外と空すいていた。だいたい三割くらいの席が埋うまっている感じか。

「カフェはここだけじゃないし、学生街とかもあるから、そっちに行く人も多いんだよ」

　晴夏が教えてくれる。

「あ、学生街っていうのはね、経営科とか企き画かく科の生徒のお店が集まってる場所のことだよ。街があるわけじゃないんだけど、七なな峰みね学園は広いからお店も結構たくさんあってね、いつからか『学生街』って呼ばれるようになったんだ」

　だから放課後なのに空いてるのか。

　その割には妙みようにざわついているというか、なんかみんな俺たちのことを見てないか。

「優刀がいるからでしょ」

「俺が？」

　引きこもってたから自覚なかったけど俺ってイケメンだったのか。

「鏡見たことないの？　アタシは今まで誰だれともチームを組まなかったって話はしたでしょ。なのに優刀みたいなのと一いつ緒しよにいるから『アイツは誰だ』ってなってるのよ」

「ユイって有名人なのか」

「忘れてるみたいだから教えておくけど、アタシ個人ランキング一位だからね？」

　そういやそうだった。つまりユイはこの学校で一番強いってわけか。

「そのアタシに勝って、しかもチームを組んだ。目立たないわけがないでしょ」

「だからわたしがいち早く独どく占せん取材をしにきたってわけ！　そういうわけで学内最強と思われる二人がチームを組んだことについてインタビューしたいんだ。今後の予定とか、ランキングとか、いろいろ影えい響きようあると思うし。いいかな」

「最初からそういいなさいよ」

「いったよー。返信なかったけど。御剣くんも一緒で大丈夫？」

「俺は構わないが、そもそもランキングとかよくわかってないんだよな」

「転校してきたばかりだもんね。じゃあその辺りの説明もしながら聞いていこっか」

　晴夏がスマホをテーブルに置くと、録音アプリを起動した。

「といっても、ルール自体はとても単純なんだ。とにかくポイントをたくさん持ってる人が強い。個人ランキングは生徒個人が持ってるポイントで順位をつけたものだし、チームランキングはチームの総合ポイントで順位をつけたものだから」

「しかもポイントは譲じよう渡ともできないから、戦って勝つ以外に増やす方法はない。ランキングはそのまま生徒の強さを表してるってわけ。ちなみに、チームポイントはチームに所属する生徒のポイントの合計よ。アタシは個人ランキングでは一位だけど、チームでは十三位。なにしろアタシ一人だったからね」

「てことはチームの人数は多いほど有利ってわけか」

「そうよ。一チーム最大十人までね」

「むしろ一人しかいないのに上位にいる遊衣ちゃんのほうがすごいんだよ」

　ランキングの話を聞いて思い出した。

「この学校には『世界最強』がいるんだろ？　俺はそいつらと戦うためにこの学校にきたんだよ。どこにいるんだ？」

　ユイと晴夏は顔を見合わせた。

「『世界最強』と呼ばれるのは年末の決勝リーグを優勝したチームのこと。決勝リーグに出られるのはチームランキング上位三チームと、去年優勝したチームの四つ。つまりチームランキングで三位以内に入れば決勝で戦えるってわけ」

　なるほど。それもひとつの方法か。

　だけどもっと簡単な方法があるはずだ。

「その世界最強のチームもここの生徒なんだろ？　だったら今すぐそいつらのところに行って対戦すればいいじゃねえか」

　わざわざ年末まで待つ必要はない。

　しかし晴夏が困ったような笑みを浮かべた。

「そうなんだけど、そのチームは優勝した次の日に解散しちゃったんだよね」

　なん、だと……？

　ユイが仏ぶつ頂ちよう面づらで続ける。

「特に頭のおかしい変人の集まりだったからね。優勝した次の日にいきなりリーダーが失しつ踪そうしたし、武者修行の旅に出るとかいって海外に留学したやつもいるわ。神の声が聞こえたとか言い出してカルトに走ったやつもいたわね」

　想像以上に理由がひどい。

「それじゃあ、どうすればそいつらと戦えるんだ」

「決勝までには戻ってきて再結成すると思うけど、正直わからないわ。そのまま再結成しなかった場合、決勝リーグはランキング上位四チームで行うことになるわね」

　なんてこった。その展開は考えてなかった。

「ならとりあえず今は、ランキング上位を目指すしかないってわけか」

「そういうこと。それとランキング上位を目指す上でもうひとつ重要なシステムがあるわ。それが『公式戦』。こっちは晴夏のほうが詳くわしいわ」

「こう見えてもわたし、風紀委員兼けん公式戦実行委員でもあるから」

　えっへん、と胸を張って自じ慢まんする。

「よくそんな面倒なの掛かけ持ちするわよね」

「情報が集まってくるからけっこう助かってるんだよ。遊衣ちゃんと御剣くんがチームを組んだっていうのも、公式戦実行委員関係からの情報だし」

「どうりで話を聞きつけてくるのが早いと思ったわ」

「それで、公式戦の話だったね。ランキングが下位のチームは上位のチームに対して対戦を挑いどめるの。上位のチームはそれを断れない。それが『公式戦』。対戦を促うながしてランキングを活性化させるためのルールなんだって」

「じゃあランキング一位にいきなり勝負を挑んでもいいってことだなすぐやろうぜ」

　なんてすばらしいルールだ、と思ったのに、ユイにあきれた視線を向けられた。

「公式戦ができるのは月に一度だけよ。それに勝負を挑めるだけで、ルールやレートまでこっちが決めていいわけじゃないわ。公式戦を上手うまく使うのがランキング上位にいくためには必要なのよ」

「遊衣ちゃんは決勝リーグ出場の有力候補だったんだよ。その遊衣ちゃんがついに二敗目を喫きつし、しかもその相手である御剣くんが遊衣ちゃんとチームを組む。こんな大スクープを逃のがす手はないよー」

「ふん。今回だけよ」

　ユイが吐はき捨てるようにいった。

「黒くろ岩いわ先生にいわれてしかたなくね。二週間の期限付きでそうなっただけよ」

「御剣君なら実力も十分だし、むしろ頼たのんで入ってもらいたいくらいじゃない。なんでそんなに嫌いやなの？」

「なんとなく気に入らないだけよ。……別に優刀が嫌きらいとかそういうわけじゃないわ」

「へえー、ふうーん、嫌いじゃないんだー。そーなんだー」

　ニヤニヤする晴夏に、ユイが鋭するどい視線を向けた。

「なにそのムカつく言い方。言いたいことあるなら言いなさいよ」

「えへへー、いいの？　じゃあもうぶっちゃけて聞いちゃうけど、二人の仲ってどこまで進んでるの？」

　うりうりー、とひじでつつく。

「男の子と女の子二人きりのチームで、しかもすでにお互たがい名前呼び。これはひょっとして、ひょっとするんじゃないのー？」

　晴夏がやけに楽しそうにたずねるが、ユイは嫌そうな顔をするだけだった。

「黒岩先生の策略に乗ってあげただけっていったでしょ。晴夏が期待するようなことはなにもないわ」

「もう素す直なおじゃないなあ。ね、ね、遊衣ちゃんあんなこと言ってるけど、御剣くん的にはどうなの？」

　どうといわれてもな。

　改めてユイの顔をじいっと見つめる。

　あどけない顔立ちは控ひかえめにいってもかわいく、十分に美少女の部類に入るだろう。

　視線に気づいたユイが頰ほおを赤らめる。

「な、なによそんなに見つめて……。もしかして今さらアタシのかわいさに気づいちゃったとか──」

「ああ、そうだな。かわいいとは思うが、発育のいい小学生にしか見えないからな」

「よーしよく言ったちょっと屋上に来いや」

「うわーラブコメの欠片かけらもないやりとり」

　晴夏が棒読みの口調で苦く笑しようする。

「二人はお似合いだと思うんだけどなあ。一緒のチームになるくらい、いいじゃない」

「ダメよ。全然よくないわ」

　ユイが意外なほど強い口調で否定した。

「アタシはね、誰よりも強くなりたいの。ランキング一位を目指したのもそのため。でもそこに優刀が入って『御剣が入ったから強くなった』なんて言われるのは絶対にイヤ。だってそれじゃあ、自分自身に向かって胸を張って『アタシは強い』っていえないじゃない」

　きっぱりとそう言い切るユイを、晴夏がまぶしいものを見るように見つめていた。

「わたしやっぱり遊衣ちゃんのこと好きだな」

「な、なによいきなり」

　うろたえるユイに、晴夏が抱だきつく。

「いきなりじゃないよー、前からずっといってたよー。遊衣ちゃんツンデレなのに全然デレてくれないけど」

　それは普ふ通つうにウザがられてるからじゃないのか。

「ところで……これは少し立ち入った質問になっちゃうから、嫌なら無視してくれて構わないんだけど」

　少しだけ真しん剣けんな声になって晴夏がたずねる。

「遊衣ちゃんはどうしてそこまで強くなりたいの」

　それは俺も気になるところだな。

　ゲーマーなら誰だって似たような感情を持ってるはずだが、ユイのは少し度を過ぎてるようにも思う。

　ユイは口を閉とざしたまま、遠くに目を向けていた。

「………………」

「………………」

「………………」

「………………本当に無視はしないで!?」

「えっ」

　晴夏の泣き声で我に返るユイ。

「イヤなら無視しろっていうから」

「だからってひどいよー！　好きな人のことを知りたいと思うのは当然のことでしょ！」

「確かに俺も知りたいな。ゲーマーなら誰だって強い奴やつに憧あこがれるだろうが、ユイのはちょっと普通より強い感じはある」

　泣いてすがりつく晴夏を引きはがしたユイが、小さくため息をつく。

「ま、同じチームなんだしね。一度くらいは話してもいいかしら」

　そして、ゆっくり口を開いた。

「でも、先にいっとくけどよくあるつまんない話よ」




「晴夏は知ってると思うけど、アタシの家は結構なお金持ちでね、いわゆる旧家ってやつなのよ。体てい裁さいとか家いえ柄がらとか、そういうのを重要視する古くさい家。

　当然親は厳しかったわ。姫ひめ宮みや家にふさわしい娘むすめになるべくたくさんの習いごとをさせられたし、友達も親が決めた家の子とだけしか会えなくて、自由なんてなにもなかった。アタシもそれが普通だと思ってたわ。でも、結けつ婚こん相手まで決められたとき、さすがにおかしいって思ったの。

　友達も選べず、自分のやりたいこともできなくて、好きな人さえ選べないのだとしたら、アタシはいったい何のために生まれてきたの？

　最初は親を恨うらんだわ。アタシのことを人形としか思っていない、愛のない親だって。

　でもすぐにちがうって気づいた。

　悪かったのはアタシ。アイツらの言いなりになってたのは、アタシが弱かったから。本当はこんなのおかしいって思ってたはずなのに、そういうものだって諦あきらめてた。他の子と遊びたかったら遊びに行けばいい。やりたいことがあるならやればいい。たったそれだけのことが、昔のアタシにはできなかったのよ。

　だからもうまちがえない。アタシはアタシの好きなように生きる。イヤなことはイヤっていうし、好きなものは好きっていう。クソみたいな親にだって、もう二度とアンタらの言いなりにならないって吐き捨てて、家でもなんでも出てやるわ。

　アタシはもう、弱いアタシには戻もどらない。誰だれよりも、なによりも、強くなってみせる。

　それが理由よ」




　ユイの語った話に、どう返したらいいのかわからなかった。

　政略結婚なんて、そんな時代錯さく誤ごな世界が本当にあるのだろうか。かといってユイが噓うそをつく理由はない。なにより、静かに語るその言葉には、有無をいわせない迫はく力りよくがあった。

「好きなことをしよう。そう思ったときに真っ先に浮うかんできたのがゲームだったわ。夜よる遅おそく部屋に戻ってから寝ねるまでのわずかな時間にしかできなかったけど、そこでやるゲームはとても楽しかった。そのときだけはまちがいなく、アタシはアタシのしたいことをしていたのよ」

　いいながら、ユイが少しだけ口元をゆるめる。

「……ま、それだけがってわけでもないんだけどね。でもこれ以上は個人的な理由だから、わざわざ教えるほどのものでもないわ。いっとくけど、同情してほしいわけじゃないからね。聞かれたから答えただけ。忘れてもいいわよ」

　ユイの口調はあっさりとしていた。たぶんそれは本音なんだろう。

　もっとも、となりに座る親友にそんな気はないようだった。

「うう[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　ぼろぼろと涙なみだをこぼしながら、となりのユイにがっしりとしがみついた。

「忘れるわけないよ[image: ～][image: ～][image: ～]！　わたしが友達になってあげるからね遊衣ちゃん！」

「いや、そういうのはいらないんだけど」

　嫌そうな顔を作ってみせるが、しがみつく手を振ふり払はらおうとはしなかった。




　そのあともしばらく離はなれようとしなかった晴夏だが、名残なごり惜おしいけど次の予定があるから、といって慌あわただしくカフェを出ていった。

「忙いそがしそうだな」

「あれでも人気実じつ況きよう者しやだからね。引っ張りだこらしいわよ」

　あの醜しゆう態たいを思い出すと本当に平気なのか心配になるが、多少は色物のほうがキャラも立つし人気が出るのかもな。

「ところで、このあと暇ひまでしょ？　リベンジマッチするからちょっと顔貸しなさい」

　一いつ緒しよにゲームをしようってことなんだろうが、なんでそんなに攻こう撃げき的な誘さそい方なんだ。

　とはいえ断る理由はない。俺がうなずこうとしたとき、口の端はしにタバコをくわえた黒岩先生がやってきた。

「これからデートのところ悪いが、姫宮に一つ頼たのみたいことがあってな」

　ユイが思いっきり顔をしかめた。

「デートじゃありません。それに頼みなら昨日聞いたはずですけど」

「なに、簡単なことだ」

　そういって一枚の紙を取り出した。

「このプリントを蒼あお井いに渡わたしてほしい」

　ユイがげんなりした顔つきになる。

「またですか。なんでいつもアタシが」

「姫宮が一番仲いいだろう」

「そういうわけでもないと思いますけど……。学年も学科も違ちがいますし。それに今の時代に手て渡わたしのプリントって……。メッセージを送ればいいじゃないですか」

「送ってはいるんだがどこかの誰かと同じで返事がなくてな。それに、人と人がふれあうことで得られるものもある。今の姫宮ならわかるだろう」

　ユイはふくれっ面のままちらりとだけ俺を見ると、すぐに視線を戻した。

「はあ。わかりましたよ。渡せばいいんですね」

「悪いな。頼む。おそらく蒼井は寮りようか制作室にいるはずだ」

「じゃあとりあえず寮から行ってみます……」

　プリントを受け取ってため息をつく。

「そういうわけだから、ちょっといってくるわ。それまで暇してて」

　どうやら放課後の予定はなくなったようだ。







　一人になった俺は、せっかくなので適当に学校内を歩くことにした。

　今いるのはプロゲーマー科の校舎で、あちこちで対戦が行われたり攻こう略りやく法や戦略について議論がかわされていたりと、意外に活気がある。ゲーマーはみんな引きこもりだと思ってたんだが、どうやらそれは俺だけだったみたいだな。

　けど渡り廊ろう下かを抜ぬけてとなりの校舎に移動すると、一転して静かな雰ふん囲い気きに変わった。教室をのぞいてみてもみんな机に座り、黙もく々もくとなにかの作業に没ぼつ頭とうしている。

　現在地をみると「クリエイター棟とう」となっていた。どうやらゲーム制作科や動画作成科が集まっている校舎らしい。

　教室を見て回りながら最上階までやってくる。

　そこはまっすぐな廊下が一本あるだけの階だった。

　ＲＰＧならこの先にはまちがいなく宝箱があるだろうな。そう感じるくらいの一本道だ。

「といってもさすがに宝箱はないか」

　廊下の先には大きな扉とびらがあったが、鍵かぎがかかっていて入れなかった。かわりに、空中に一行のＡＲコードが浮かんでいる。

　レティナが自動でコードを読み取る。空中に仮想ディスプレイが展開した。

　表示されたのは、キノコを食べると大きくなったりするあのゲームだ。そういや昔、誰でもこのステージが作れるゲームが流行はやったらしいな。どうやら表示されたこれもそうらしく、現れたのはオリジナルステージだった。

　ゲームがあったらとりあえずやってみるのがゲーマーとしての義務だよな。

　プレイできるのは一ステージだけだったが、始めてすぐにハマってしまった。

　いわゆる超ちよう難度の鬼き畜ちくステージだが、ジャンプするタイミングやアイテムを投げるタイミングが〇・一秒でもずれたら失敗するような覚えゲーではない。

　すべてのギミックにさりげなくヒントが示されているし、それなりの反射神経と集中力さえあればとっさに回かい避ひできる絶ぜつ妙みようのタイミングで作られている。攻略法がわからない場合でも、安全地帯からステージを見れば必ずルートがわかるようになっていた。

　一見すれば攻略不可能に感じられるが、決して不可能ではない。初見でもクリア可能だ。

　一いつ瞬しゆんの油断も許されない絶妙の緊きん張ちよう感と、神かみ業わざのようなスキルを必要とするギミックを初見でクリアしていく陶とう酔すい感に、脳のう汁じるがあふれ出して止まらない。

　ボスを倒たおしてゴールすると、同時に息がもれた。

　いつのまにか息を止めるほど熱中していたらしい。それほどまでに完成度の高いゲームだった。いやー、さすが七峰高校だな。プロゲーマー科だけじゃなく、ゲーム制作のレベルも高い。これを作ったのが生徒なのだとしたら、まちがいなく天才だろう。

　クリア後の満足感に浸ひたっていると、いきなり鍵のはずれる音が響ひびいた。

「入っていいってことなのか？」

　鍵のかかっていた扉を手で押すと、音もなく内側へと開いた。

「おお……。これはすごいな」

　中は広いフロアだった。大量の機械が無数のケーブルでつながれている。

　中央に一台の机があり、イスに座った女の子の後ろ姿が見えた。

　あの子がさっきのゲームを作ったのだろうか。

「いやー、すばらしいステージだったわ！　たいていの高難度ステージはクリアしたと思ったけど、あれは初めて見たな。お前が作ったのか？」

　ついつい興奮気味に語ってしまう。でもそれくらい面白かったんだからしかたない。

　女の子から答えはなかった。

　無言のままイスが回転してこちらを向く。




　全ぜん裸らの女の子が座っていた。




　靴くつ下したすらはいてない膝ひざを抱かかえた体育座りのまま、無表情でじっと見つめてくる。

「……ってなんで裸はだかなんだよ！」

　鍵が開いたから入っていいのかと思ったが、このタイミングはどう考えても入っちゃいけなかったやつだろ。相手がユイなら「この変態！」とかいわれて理り不ふ尽じんなビンタが飛んでくる場面だ。

「わ、悪い！　すぐに出るから──」

　慌てる俺に向けて、女の子がふるふると首を振った。

「え？　……出てかなくていい、のか？」

　こくん、とうなずく。

　どうやらいいらしい。

　無表情のままだから、怒おこってるのか恥はじらってるのかさっぱり読みとれない。

　とはいえ裸なのは変わらないため、さすがに直視はできない。斜ななめ上を見ながら話す。

「とりあえず、服を着たらどうだ？」

　ふるふるとまた首を振る。

　ええ……。まさか拒きよ否ひされるとは。

「寒くないのか？」

　女の子は答えずに無言でなにかを持ち上げた。どうやらスマートフォンらしい。

　レティナの出現と拡張現実ＡＲの発展によってメッセージも通話もすべて仮想ディスプレイで可能になったため、手に持つタイプの小型端たん末まつはずいぶん昔から見なくなっている。スマホなんて一部の愛好家だけが持つ骨こつ董とう品ひんだ。

　女の子はそんなスマホをぽちぽちと打つと、俺に向けてずいっと近づけてきた。

　画面にメッセージが書かれている。

『エアコンをつけてる。問題ない』

　俺でもわかる。問題はそこじゃない。

『逆に聞きたい。服を着る必要がどこにある』

「そういわれると答えに困るんだが……」

　普ふ通つうは恥はずかしいから着ると思うんだが、本人が恥ずかしくないなら別にいいのか？

「ところで、なんでスマホで会話してるんだ？」

　ごく当たり前のことを聞いたつもりだったが、女の子の無表情な瞳ひとみがじいっと俺を見た。

『人前で話すなんて恥ずかしい。先せん輩ぱいのえっち』

　えー。悪いの俺か？

『そんなことより』

　ずずいっとスマホを顔に近づけてくる。

『初見でクリアした人は初めて。驚おどろいた』

　それが入り口のゲームのことをいっているのだとすぐにわかった。

「いやいや、確かに難しかったけど、楽しかったぞ。理不尽に難しいだけのゲームなら誰だれでも作れる。誰でもちゃんとクリアできるギリギリの難易度に調整するのが難しいんだよな。その点あのステージは完かん璧ぺきだった。このステージを作ったやつは本当にゲームが好きなんだな、というのが伝わってくるいいステージだったよ」

　つい勢い込んで語ってしまったが、女の子は無表情で見つめている。
















「ありがとう！　お前のゲームめっちゃおもしろかったわ！」

　手を握にぎりしめると、無表情な瞳がわずかに大きくなった、ような気がした。

　女の子はゆっくりと手を引き抜き、スマホを操作する。

『私の作るゲームは難しすぎて、クリアできる人は少ない。クソゲーとか、作者の自己満とかいわれることもある』

「それは……辛つらいな」

　俺はゲームこそ作らないが、否定される辛さならわかる。

『だから』

　高速で動いていた指先が、少しだけ動きをとめた。

『私のゲームをこんなに楽しんでくれた人は先輩が初めて』

『ありがとう』

　まっすぐな瞳で見つめたままスマホの画面を向けてくる。

　最初から表情はピクリとも動いていない。でも、表情なんか読まなくたって、この子の気持ちはよくわかる。

「いやいや、こっちこそ礼を言わせてくれ。面おも白しろいゲームを作ってくれてありがとう！」

　こくり、と無言でうなずくと、モニターに向き直っていくつか操作した。

『ゲーム、まだある』

　それから恐おそる恐る振ふり返った。

『やる？』

「ああ、ぜひやらせてくれ！」




　俺は対戦ゲームしかしないわけじゃない。

　対戦が一番ゲームの面白さを感じられるからよくやるだけで、面白ければ一人用ゲームやＲＰＧだってもちろんプレイする。恋れん愛あいゲームだって何百本もクリアしてるんだぞ。

　女の子が作ったゲームをいくつかクリアした俺は、満足して背もたれに体を預けた。

「いやーやっぱお前の作るゲームは面白いな！」

　腕うでを伸のばして全身のこりをほぐす。

　となりに座っていた女の子が勢いよくスマホを突つきつけてきた。

　うおっ、近けえ。えーと、なになに。

『お前じゃない。蒼井氷雨ひさめ。それが私の名前』

「ああ、そうか。そういや名前聞いてなかったな。悪かったな蒼井」

　ふるふる、と首が振られた。

『氷雨』

「ん？　雨が、どうした？」

『私たちはもっと親しくなるべき』

　んん？

「よくわからんが、名前で呼べってことか？」

　首の動きだけでうなずく。

　どうやら当たりだったみたいだな。

「わかったよ、氷雨。これでいいか」

　もう一度うなずく。今度は少しだけゆっくりと。

「そういや俺も自己紹しよう介かいしてなかったな。御剣優刀だ。昨日転校してきたばかりなんでよろしくな」

『よろしく優刀先輩』

　ふむ、どうやら俺も下の名前で呼ばれるようだ。

　ちょうどそのとき、廊ろう下かから誰かの絶ぜつ叫きようが聞こえてきた。

「相変わらず理不尽すぎるのよおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　ユイの声だ。

　氷雨がモニターを操作すると、先ほどのステージが映し出された。

　プレイしている最中らしく、高密度の弾だん幕まくをかわし、超ちようスピードで迫せまってくるのこぎりを一キャラ分の隙すき間まをくぐり抜ぬけてかわす。ジャンプでかわせるギリギリの位置にいる敵の群れを超こえて……あっ、落ちた。

　ちょうど着地したくなる地点に一カ所だけ穴が開いてるんだよな。まるで吸い込まれるように穴へと落ちていく。

「[image: ][image: ]──────っもう！」

　再び叫さけぶ声が響き、床ゆかを踏ふみならす音が聞こえてきた。相当悔くやしがってるのがここからでもわかる。でもそれはつまり、それだけハマってるってことだ。

「コントローラーがあったらまちがいなく壁かべに叩たたきつけてそうだな」

　氷雨もうなずいた。

『姫宮先輩はいつもそう』

「いつも？　ユイはよく来るのか？」

　氷雨の目がじいっと俺を見つめた。

　なんだかさっきよりもずいぶん長い時間俺の顔をのぞき込んだあと、スマホをぽちぽちと打つ。

『優刀先輩は姫宮先輩と、友達？』

「友達というか、ユイのチームに入ったんだよ。チームメイトって感じか」

『あの姫宮先輩と？』

　表情からはわからないが、氷雨も驚いているようだ。

　なんかみんなそこ驚くよな。俺にはいまいち実感がないんだが。昨日もユイの部屋に泊とまったぐらいだし。

　そのとき、モニターが再び動き出した。ユイがゲームを再開したようだ。

　再び最初からになるが、今度は難なくかわして次へと進んでいく。

　一見理不尽なんだけど、敵の出現タイミングやアイテムを投げるタイミングがすぐにわかるようになってるから、やるたびに少しずつ進めるようになってる。難しいけど攻こう略りやくは簡単、という矛む盾じゆんをみごとに両立させているんだよな。

　超難しいゲームを少しずつ攻略していく感覚は、自分が上手うまくなっていくのを実感できるからやっててすごく楽しい。

　ユイがなんだかんだプレイをあきらめないのも、そうさせないように作られているからだろう。

「制作者としては、自分の作ったゲームをクリアされるのはどうなんだ。うれしいのか、悔しいのか」

『設計コンセプト通りにクリアするのは私の思いが伝わっている気がして嬉うれしい』

『設計コンセプト通りに失敗するのは私の手のひらで踊おどっているみたいで楽しい』

『つまり、とても愉ゆ快かい』

　なるほど。ゲームを作った経験はないが、そういう楽しみ方もあるんだろうな。なんか少し歪ゆがんでる気もするけど。

　そうこうするうちにゲームは進んでいた。

　さすがに超集中力を持つユイは攻略も早く、どんどん踏とう破はしてついにボスを撃げき破はした。

「っしゃあああクリアしてやったわよこれで文句ないでしょ！」

　殴なぐり込むような勢いで扉とびらを開け放つ。

「って、なんで優刀がいるのよ？」

　俺の姿を見て驚いたユイは、氷雨を見てさらに驚いた。

「また服着てないの!?」

　俺を突き飛ばして氷雨を抱だきかかえると、そのまま部屋の奥へと駆かけ込んでいった。

　そういえば氷雨は裸はだかのままだったな。すっかり忘れてたよ。慣れってすごいな。




「まったく……あいかわらずなんなの氷雨は……！」

　ユイはまだ怒おこっている。

　対する氷雨は無表情のまま聞いていた。

　制服の上着だけを着てイスの上で体育座りをする姿は色々とギリギリだ。

　ちなみに着ているのは俺の上着だったりする。ユイが無理矢理俺からはぎ取ったものだ。

「なんで俺のなんだよ」

　恨うらみがましくいうと、軽けい蔑べつするような視線が返ってきた。

「今度はアタシまで裸にするつもり？　この変態。というか、女の子が裸になってたら普通やるべきことがあるでしょ！」

「俺もそう思ったんだが、本人がいらないっていうから、つい」

『服なんてただの拘こう束そく具ぐ。必要ない』

「人として最低限のマナーがあるでしょ！」

『それで今日は何しに来たの』

　ユイの怒いかりを完全スルーして聞いてくる。ユイはあきらめるようにため息をつくと、持ってきたプリントを手て渡わたした。

「これを渡わたしてこいって黒岩先生から頼たのまれたのよ」

　受け取った氷雨がじっと文面を見つめる。

「頼まれてたやつか。そういや相手の名前は蒼井だったな。氷雨のことだったのか」

「優刀こそなんでここにいるのよ。ずいぶん仲良くなってるみたいだし？」

　最後のほうだけヤケに刺とげ々とげしい口調で責めてくる。

「校内をうろうろしてたらここにきたんだよ。そしたらめっちゃ面白いゲームがあってな。それで仲良くなった」

「ふーん」

　正直に話したのに、冷たい視線は変わらないままだった。

「その様子だと、本当に知らずに来たみたいね」

「どういう意味だ？」

「どうもこうも、氷雨は『レティナ』の開発責任者よ」

　今度は俺が驚おどろく番だった。

「レティナって、あの『レティナ』か!?」

「それにアクセルドライブの開発者ともいわれてるわね」

「ファッ!?」

　思わず変な声が出てしまった。

　世界を変えた二大技術の開発者が、まさかこんな身近にいたとは。

　でもそういわれればこのやけに広い部屋を一人で使っているのも納なつ得とくだ。それだけの天才なら当然の待たい遇ぐうだろう。

　驚きよう愕がくする俺に、ふるふると首が振られる。

『アクセルドライブを作ったのは私じゃない』

「えっ、そうなの？」

『ある日いきなり私のところに送られてきただけで、誰だれが作ったのかはわからない』

「氷雨が作ったっていわれてたから、そうなんだと思ってたけど」

『噂うわさが一人歩きしてるだけ。私がやったのは、送られてきたデータにインターフェースをつけて普ふ及きゆうさせただけで、どうやって作ったのかもわからない。特に根本となる〈システム〉は私でもまだ解かい析せきできてない』

「だから作者不明ってことになってたのか」

『私が作ったものじゃないから、私の名前で出すわけにはいかない。でも公表しないのはもったいない。だから作者名を伏ふせたままで公開した』

　確かにあの完成度だからな。埋うもれさせるにはもったいない。

『アクセルドライブは本当によくできたゲーム。悔しいけど私じゃまだ作れない』

『いつかアクセルドライブを超えるゲームを作る。それが私の目標』

「でもレティナは氷雨が作ったんでしょ」

『当時の技術だとアクセルドライブの性能を一割も引き出せなかった。だから作った』

「そんな簡単にできるものなのか」

　こくりとうなずき、やや勢いよくスマホを突つきつけてくる。

『超ちよう頑がん張ばった』

　頑張ってどうにかなるレベルじゃないと思うんだが。やっぱ氷雨も十分に天才なんだな。

『私に送ってきたのも、レティナを作らせるためなんだと思う』

「つまり、今こんなに面白いゲームができるのは、氷雨のおかげでもあるってことだな。ありがとう」

　無表情な頭をなでてやる。

　氷雨は特に反応を示すこともなく、されるがままに揺ゆれていた。

「はいはいはーい、イチャつくのはそこまで！」

　ユイが俺の腕うでをつかんで引きはがす。

「今日はそんな話をしに来たんじゃないの。そのプリントの件、どうするの？」

「そういえばなんのプリントなんだ」

「週末に学生街でイベントがあるのよ。それのパンフレット。参加しろってことでしょ」

「イベントか。楽しそうだけど、なにするんだ？」

「詳くわしくは知らないわ。お祭りみたいなものだって晴夏はいってたけど。学生街は元々学生が経営するお店が並ぶ場所だから、なんか色々やるみたいよ。目玉は参加者同士による対戦イベントみたい」

　対戦？

「よし行こう」

「即そく答とうする気がしてたわ」

　ユイがあきれた表情を浮うかべてから、少し早口で付け加える。

「じゃあしかたないからアタシもついてってあげるわ。場所もわからないだろうし？」

「悪いな。頼む」

「べ、別に……礼を言われるほどのことでもないし……」

「それで、氷雨はどうするんだ？」

　たずねると、氷雨は無言でプリントに目を落とした。

　悩なやむようにそのままの姿勢でいると、やがて顔を上げ、ゆっくりと首を振ふった。

『私はいい』

「そう。ま、無理に来ることもないしね。先生には適当にいっとくから気にしなくていいわよ」

　気軽な口調で答える。わざとそうしてるんだろう。

　ユイは口こそ悪いが、晴夏にもなんだかんだ付き合ってあげたりと、けっこう友達思いなところがあるよな。

　黒岩先生には友達がいないなんていわれてたけど、全然そんなことはない。

「なに人の顔見てニヤニヤしてるの？　気持ち悪いんだけど？」

　……この口の悪ささえなければなあ。

　嫌けん悪おするような視線を向けられながら部屋の出口へと向かう。

　そのとき、後ろから小さく袖そでが引かれた。振り返ると無表情な視線が見つめてくる。相変わらず感情はわからない。だけど、なにかを訴うつたえたいような気がした。

「どうした」

　たずねると、スマホの画面を持ち上がる。

『私のゲームをクリアできる人はあまりいない。楽しんでくれる人はもっといない』

「まあそうかもな」

　正直に言うと氷雨がうつむいた。

　なにしろあの難易度だ。

　俺にとっては神調整といってもいいレベルだが、普ふ通つうの人にはまず無理だろう。ユイですら何度も挑ちよう戦せんしてようやくクリアしてるんだからな。

『ゲームは誰かにプレイしてもらうためのもの』

『誰もやらないゲームは意味がないし、誰も楽しんでくれないのは悲しい』

『だから、出来ればでいいから』

　下を向いたままスマホを操作していた氷雨が、おそるおそる顔を上げた。

『また遊びに来てください』

　無言の瞳ひとみからはなにも読みとれない。

　俺とユイは顔を見合わせると、氷雨の頭を軽くなでてやった。

「おう。もちろんいいぞ。上着は明日取りにくるよ」

「次こそは初見でクリアしてやるからね！」

　即答する俺とユイを氷雨が見上げる。

　やがてゆっくりとうなずいた。

『うん。待ってる』

　メッセージを向ける氷雨は変わらず無表情だったけど、ほんの少しだけ喜んでいる気がした。ゲームはやっぱり楽しいほうがいいもんな。

「っていうかね」

　ユイが氷雨の前に立つと、頰ほおをつまんでむにーっと引っ張った。

　無言でスマホがかざされる。

『痛い』

「いくらなんでもアタシのことバカにしすぎでしょ」

『？』

「誘さそいを断ったくらいでキライになるわけないでしょ。遊びに来たくなったらいつでもくるわ。たとえ氷雨がイヤがったとしてもね」

　無表情な瞳がじいっと見上げ、やがてうなずく。

『ごめんなさい』

「素直でよろしい」

　ユイが手を離はなす。

　氷雨は自分の頰をさすりながら、あいた手でスマホを持ち上げた。

『行く』

「ん？　どこにだ？」

『イベント。私も行く。二人と一いつ緒しよに』

　俺とユイは顔を見合わせ、自然と笑えみになった。

「そ。じゃあ先生にはそう伝えておくわ」

　こくり、と静かな瞳がうなずいた。

















第三章　クラッシュアッシュ






　週末の日曜日、俺とユイはイベントのため学生街に来ていた。

「街というよりは大きな建物なんだな」

　五階建てのドーナツ形の建物は、中に入る前からすでにたくさんの人であふれていた。学校の敷しき地ち内だけあってほとんどが学生だ。

「意外と私服が多いんだな」

「むしろなんで優ゆう刀とは制服なのよ」

　あきれた目を向けてくる。

「服なんて持ってないからに決まってるだろ」

「開き直ってどうするのよ」

　そういうユイは制服姿じゃなくて、見慣れない私服だった。服のことなんてよくわからないが、品のいいデザインでいかにも高そうだ。

　口さえ開かなければ深窓のお嬢じよう様さまにしか見えない。

　視線に気づいたのか、ユイがぷいっと横を向いてしまった。それでいながら視線だけをチラチラとこちらに向けてくる。

「なによ、なにかいいたいことでもあるわけ？」

　おしゃれした小学生みたいでかわいい、なんていったら怒おこるんだろうな。

「いや、特になにも」

「なんでなにもないのよ！」

　結局怒られた。どうすりゃよかったんだ。

「あ、そうだ。昨日連れん絡らくがあってな、今日は蓮れんも来ることになった」

　吊つり上がった瞳がにらみあげてくる。

「誰だれそれ？　女の子じゃないでしょうね？」

「話したことなかったか？　義理の兄弟だよ。ここに来る前は二人暮らしだったんだが、少し甘えたがりなところがあってな。一週間も会ってないからどうしても来たいそうだ」

「まさか義理の兄妹きようだいと二人で暮らしてたわけ？」

　なぜだか冷たい視線を向けられた。兄弟の言い方がちょっとちがった気もしたが。

「親は両方ともほとんど家に帰ってこなかったからな」

「その子、かわいいの？」

「世界一かわいいぞ」

「………………へえぇ」

　即答すると、冷たい視線がさらに凍こおりついた。

「念のために聞くんだけど、お風ふ呂ろに入ろうとしてうっかり着き替がえをのぞいちゃったり、夜中に寝ねぼけて布ふ団とんに潜もぐり込んで来ちゃったり、お兄ちゃん大好きーとか言われてるわけじゃないんでしょ？」

「なにいってんだ。当たり前だろ」

　ユイがあからさまにほっとした表情になった。

「そうよね。いくら兄妹でもそれはさすがにないわよね。よかった」

「毎日一緒に風呂入ってるし、いつも俺のベッドで寝たがるし、お兄ちゃん大好きって毎日言ってくれるに決まってるだろう」

「この変態！」

　なぜかめちゃくちゃ怒られた。

「いくら義理とはいえそんな……変態！　ロリコン！　児童ポルノ法で捕つかまって死ね！」

　ええ……、そこまで言わなくてもよくないか。

「同じ家族なんだからこれくらい普通だろ」

「普通なわけないでしょ！」

「ユイには兄弟とかいるのか？」

「い、いや、アタシ一人だけど……」

「じゃあわからないかもな。家族なんだから恥はずかしがる必要はないんだよ」

「え……そ、そう、なの……？」

　言葉に力がなくなっていく。

　まあ他の家族がどうしてるのかは知らないけどな。少なくともうちではそれが普通だ。

「うちは両親もほとんど家にいないしな。かわいい弟なんだ。目に入れても痛くないってやつだよ」

「そ、そうなんだ………………え？　弟？」

　驚おどろいた表情で俺を見る。

「言ってなかったか？　蓮は義理の弟だぞ」

「あれ、でも待って。その子……かわいいのよね？」

「銀河一かわいい」

「ランク上がってるし……。一緒に寝たがるのよね？」

「いつも俺に抱だきついてくるぞ。……そういえば、よく目を閉じて顔を近づけてくることがやけに多い気がするな」

「それ……本当は女の子だったりしないの？」

「そんなバカなことがあるわけないだろう」

　俺は笑って否定した。

「正直俺もあまりのかわいさに疑ったことはあるんだが、毎日風呂で確かく認にんしてたから間ま違ちがいない」

「あ、そ、そう。確認ってなんのことだか全然わからないけど、そういうことなら許してあげるわ」

　なにをどう許されたのかわからなかったが、機き嫌げんは直ったようだった。

　それからまもなくして、道の向こうから大きく手を振ふる姿が見えた。

「おにーちゃーん！」

　勢いよく駆かけ寄ってくると、そのまま抱きついてきた。

「えへへ。久しぶり」

「一週間ぶりだな。元気だったか」

　久しぶりに見る蓮は、やっぱりかわいかった。スカートこそはいてないものの、少しボーイッシュな格好の女の子といわれたら信じてしまうだろう。

　そんなかわいらしい最愛の弟の目に涙なみだがにじむ。

「お兄ちゃんが家にいないから寂さびしかったよ」

「一人にしちまったのは悪かった。思ってたよりも学校ってところが楽しくてな」

　頭をなでてやると、うれしそうな笑顔になった。

「ううん、気にしないで。お兄ちゃんが決めたことだから。お兄ちゃんが楽しいならボクはそれでいいんだ」

　そこまで言うと笑顔が一転し、曇くもったまなざしでとなりのユイを見た。

「で、この女誰？」

　やたら低い声だった。瞳ひとみから光が消えている。

「ユイだよ。話しただろ。同じチームになったんだ」

「ふーん」

　やけにトゲのある声でつぶやくと、ユイに見せつけるように俺の腕うでへとしがみついた。

「今日は道案内のために来てくれたんですよね？　ここからはボクとお兄ちゃんの二人だけで家族の再会をじっくりと味わうのでもう帰っていいですよ」

　しっしっと手で追い払はらう仕草をする。

　ユイの顔が目に見えてわかるほど引きつった。

「……義理の弟とかいう誰得設定のくせに相手にされると思ってるの？」

「いくらお兄ちゃんがロリコンでも小学生相手はさすがに無理だと思いますよ？」

「はあ!?」

「なにか文句でもあるんですか？」

　超ちよう至近距きよ離りからにらみ合う二人。

　なんで会ったばかりでそんなに仲悪いんだ。

　そういえば普ふ段だんの蓮はいつも素す直なおないい子なのに、クラスの委員長がプリントを届けに来たときとか、女の子と会うといつも機嫌が悪くなるんだよな。

　そんなに女嫌ぎらいなのか。兄として心配になるな。

「なんでそんなに嫌ってるのかわからないが、蓮もそれくらいにしておけ」

「お兄ちゃんがそういうなら……」

　おとなしく引き下がる。目はしっかりとユイをにらみつけたままなんだが。

「あんまケンカすんなよ。毎日部屋に泊とめてもらってるんだからな」

「え……部屋に泊めてって、え……えええええ!?」

　見開いた目が俺を振り返った。

「この女と!?　聞いてないよそんなの！」

　さすがに寮りようにはもう俺の部屋は用意されてるんだが、ユイの部屋のほうが広いしゲームもそろってるからついつい遊びに行っちまうんだよな。なんだかんだでもう一週間もずっと一緒だ。

「女と一いつ緒しよの部屋だなんて危ないよ！　女はみんなケダモノなんだよ！」

「いや、普ふ通つう逆でしょ」

　ユイのツッコミを無視して俺の腕を引く。

「毎日部屋を借りるなんて申し訳ないから一度家に帰ったほうがいいよそうしようねえお兄ちゃん！」

　ん？　確かに俺が一方的に押しかけるだけで、ユイの都合を聞いてなかったな。

「迷めい惑わくだったか？」

「……ま、まあ、優刀がどうしてもアタシと一緒にいたいっていうならしかたないわね」

「なにまんざらでもないみたいな顔してるんですかエロ女！」

「余ってる部屋を貸してあげるだけだからね。ヘンなことしたら即そつ行こう叩たたき出すわよ」

「ヘンなことってなんですか？　小学生みたいな体型のくせに自意識過か剰じようですよ？」

「義理の弟じゃ想像も出来ないわよねかわいそうに」

「だからなんでそんなに仲悪いんだ」

　いがみ合う二人を引き離はなすものの、離れた距離からガンを飛ばし合っている。

　蓮も普段はこんなんじゃないんだがな。ユイは……わりといつも通りか。

　どうしたものか悩なやんでいると、後ろから袖そでを引っ張られる。

　振り返ると、無機質な瞳と目が合った。

『おはようございます』

　氷雨ひさめが無表情のままスマホの画面を向けてくる。

「おはよう氷雨。さすがに裸はだか、ではないか」

　心配していたんだが、さすがに外出するときまでは裸ではないらしい。

　サイズの大きい制服を着ている、と思ったら俺のだった。

　以前に貸したやつなんだが、なんか気に入ったらしいのでそのまま貸してるんだよな。しかもよく見ると素す肌はだの上に一枚身につけているだけだった。

　かろうじて一番下のボタンだけは留めているので、へそより下がギリギリ隠かくれている状態だ。大きめな俺の制服じゃなかったら完全にアウトだな。

　蓮が目を丸くして叫さけぶ。

「ほらお兄ちゃん、やっぱり女はみんなケダモノなんだよ！」

「それは氷雨だけよ！」

　ユイが慌あわてて氷雨を引き寄せ、自分の体で通行人の視線から隠した。

「まさかと思うけど、その姿でここまで来たの？」

　こくり、と小さくうなずく。

『恥ずかしかった』

「でしょうね。アタシとは真逆の意味なんでしょうけど。いいからこっちに来なさい！」

　氷雨の手を引いて強ごう引いんに学生街の服屋へと連れて行った。

　その後ろ姿を見ながら、蓮が不思議そうにたずねる。

「お兄ちゃん、なんであの人スマホで会話してるの」

「それは俺もわからん」

　天才にしかわからない深遠な理由があるんだろう。







　ユイたちの後を追って俺たちも服屋に入ることにした。たしかアパレルショップというんだったか？

　服の種類はよく知らないが、シャツとかスカートとか、色々な物が置かれている。

「意外と狭せまいんだな」

　ざっと見た感じ、二十人も入ったら満員になってしまうだろう。

　それだと置ける商品の数が少なくなるのではと思ったが、すぐに問題ないと気づく。

　なぜならデザインはすべて同じだったからだ。

「見事に全部白だな。今年の流行色は白なのか？」

「ちがうよお兄ちゃん。これはＡＲ対応なんだよ」

　シャツのひとつを広げ、指先で服の表面を操作する。

　シャツの表面に拡張現実ＡＲが展開し、真っ白だったシャツが淡あわいブルーに変化した。

「こうやって自分の好きな色やデザインに変えられるんだ」

「なるほど。これはすごいな。全然知らなかった」

「家にばっかりいたからね。しかたないよ」

　確かに着き替がえる必要もなかったしな。いつも同じ服だった気がする。

「そういえば蓮もいつも似たような服を着てるな」

　今日の私服も家でいつも着ていたものに似ている。

　蓮が少し照れたように頰ほおをかいた。

「ボクもあんまり服は持ってないから」

　家事は全部蓮に任せっきりだったからな。学校が終わってからもまっすぐ帰ってきてたみたいだし、休日は家で俺に付きっきりだ。服を買う暇ひまもなかったのかもしれない。

「せっかくだし蓮の服でも買おうか」

「……えっ!?」

　蓮が目を丸くする。

「お兄ちゃんが、ボクに……？」

「もしかして、嫌いやだったか？」

「全然そんなことない！　すっっっごくうれしい！」

　両手をぶんぶんと振り回して否定する。

「ただ、その、驚おどろいちゃって」

「そんなに驚くことか。兄ちゃんはこう見えてもお金だけならいっぱいあるんだぞ」

　大会の賞金とか使ってないからな。ほとんどそのまま残ってる。

「じゃあさっそく探そうか。どれがいい？」

「えっとね、お兄ちゃんに選んでほしいかな……」

　蓮がもじもじと伏ふし目がちにいった。

「俺が？　自じ慢まんじゃないけど服のセンスなんてまったくないぞ。蓮が選んだ方がまちがいないと思うが」

「……ううん、お兄ちゃんが選んでくれたものがいい」

　いつもは素直な蓮だが、なぜだか今日に限って頑がん固こだった。

　蓮が少しだけ声を落とす。

「だって、お兄ちゃんからの、初めてのプレゼントだから」

「……そうだったか」

　そういわれればそうかもしれない。

　ずっと家にいて毎日一緒だったから、そういうのは意識したことがなかった。

「あ、気にしないで。ボクはお兄ちゃんと一緒にいられればそれで──」

「悪かったな。これからは気をつけるよ」

　頭を軽くなでてやると、真っ赤になってうつむいた。

「う、うん。ありがとう……」

「しかし蓮に似合う服か……」

　自信はないが、こんなに楽しみにされてるんじゃ期待に応こたえるしかないな。

「あ、そうだ」

　蓮が名案を思いついたように顔を上げる。

「ボクもお兄ちゃんの服を選んであげる。制服しかないんでしょ」

「俺は服なんてなんでもいいんだがな」

「そんなのダメ！　お兄ちゃんはカッコいいんだから、カッコいい服を着ないと！」

　すごい勢いで怒おこられてしまった。

「お、おう。そうか。じゃあ頼たのむよ」

　うなずくと、瞳ひとみを輝かがやかせてニッコリと笑った。

「うん！　プレゼント交こう換かんみたいでなんか楽しみだね」

「そうだな。カッコいいのを選んでくれよ」

「もちろん！　任せて！」

　ぐっと気合いを入れて両手をにぎりしめた。




　様々な服を見て回ってわかったのは、俺には服のセンスがまったくないということだ。

　正直言ってどれがいいのかさっぱりわからん。

　むしろ蓮ならなにを着ても世界一かわいいと思うんだが、あれだけ楽しみにされているのに適当に選ぶなんてできるわけないからな。

　うんうん唸うなってどうにか一着選ぶことができた。

「蓮のほうは、さすがにもう終わってるかもな」

　狭い店なので蓮はすぐに見つかった。

　真しん剣けんな表情で二つのシャツを手に持っている。どうやらデザインを見比べてるらしい。

　俺もだいぶ時間がかかったが、ひょっとして蓮も今までずっと悩んでいたんだろうか。

「おーい蓮、別にどっちでもいいぞ」

「どっちでもよくなんかないッ！」

　ものすごく怒られてしまった。

「お兄ちゃんに似合うのはやっぱりこっちの……でもこっちの方がカッコいい気も……」

　ぶつぶつと独り言をもらしながら吟ぎん味みしている。

　ああなると長いんだよな。

　しばらく悩んだ後、決然と目を見開いた。

「やっと決まったか……」

　二つのシャツをその場に投げ捨て、別のシャツへと手を伸のばす。

「ああっ、やっぱりこっちも捨てがたい……！」

　もう三つとも買えばいいんじゃないのか。




「えへへっ、ありがとうお兄ちゃん！」

　商品の入った袋ふくろを大切そうに胸に抱かかえる。

　あまりのまぶしさに思わず抱だきしめたくなるが、ここはまだ店の中だからな。ぐっとこらえて我が慢まんする。

「蓮もありがとうな」

「うん！　大切にしてね！」

　弾はじける笑え顔がおを見ていると、がんばって選んだかいがあったってもんだよな。

　レジのほうからも、店員のささやき声が聞こえてきた。

「仲のいい兄妹だね」

「お兄さんのほうも優やさしそうだったし」

「私もあんなかわいい妹が欲ほしかったなあ」

　そう思う気持ちも分かるが、蓮は俺の大切な弟だ。

　やらないぞ。







　店の外で時間をつぶしていると、やがてユイが氷雨を連れて戻もどってきた。

　ぶかぶかの制服の下に、シンプルなカットソーとスカートを穿はている。

　ずいぶん時間がかかると思ったが、全身を選んでたのか。

「しかも氷雨は着るのをイヤがるしね」

「似合ってるのになんで嫌なんだ」

　お世辞抜ぬきでそういったのだが、氷雨はうつむいたままだった。

『人前で服を着るなんて恥はずかしい』

「氷雨の感覚が本当にわからないんだけど……」

　呆あきれるユイの横で、氷雨がカットソーの拡張現実ＡＲを調整する。

　服の色が変わり、肌はだと同じ色いろになった。

『これで我慢する』

「……氷雨がいいならもうそれでいいわ……」

　疲つかれた声で肩かたを落とす。

　蓮がぎゅっと俺の腕うでにしがみついた。

「お兄ちゃんはボクが守るからね」

　このメンバーでこれからイベントに向かうとか、もう不安しかわいてこないんだが。




　　　　◆




　学生街は五階まであるドーナツ形の建物で、たくさんの店が輪を作るように並んでいる。中心は大きな吹ふき抜けになっていて、一階は学生が休めるスペースになっていた。

　今日のメインイベントはその中央広場で行うらしい。中心には特設ステージが組まれていた。

「結構大がかりなステージだな」

「今回は企き画かく科の生徒が主しゆ催さいだけど、アタシたちがポイントで成績を決めるように、企画科や経営科はイベントなどを通じて手に入るポイントで成績が決まるのよ。だから結構集客に力を入れたみたいね。

　いわれてみれば、広場には俺たち以外にもかなりの数の生徒が集まりはじめていた。

「そういやイベントの内容って聞いてるか。調べてみたんだが『参加者同士での対戦イベント』としか書かれてなくてな」

「アタシも知らないわよ。これだけの人数だから、できることは限られてそうだけど」

「どんなゲームでもお兄ちゃんなら勝てるから大だい丈じよう夫ぶだよ」

　蓮が俺の腕に抱きついてくる。氷雨が淡たん々たんとスマホを持ち上げた。

『主しゆ催さい者しやの端たん末まつにアクセスして情報を引き抜くことなら可能』

「なにさらっと不法アクセス宣言してるのよ」

「勝手に公道の規制装置解除したやつもいたよな」

「へーそうなんだーアタシ知らなかったなー」

　白々しい口調で視線を逸そらす。ウソの下手なやつだ。

　とはいえイベントまでもうすぐだ。時間になればわかることだろう。

　そうして待っていると、俺たちに近づいてくる一団があった。

「これはこれは、噂うわさの転校生と、ランキング一位の姫ひめ宮みやじゃねえか」

　五人組の男子生徒がこっちに向かってくる。中央の小こ柄がらな男を見てユイが顔をしかめた。

「耳みみ障ざわりな声が聞こえると思ったら『クラッシュアッシュ』の灰はい谷たにじゃない。なんの用があるのか知らないけどアタシにはないから消えてくれないかしら」

　誰だれだか知らないが、そうとう嫌きらいみたいだな。

「ユイの知り合いか」

「ポイントを手に入れるためなら靴くつだって舐なめるような連中よ」

　容よう赦しやない言葉を浴びせかけるが、灰谷は薄うすい笑みを浮うかべたままだった。

「いやいや、そういう姫宮こそポイントのためならなんだってするみたいじゃねえか」

「どういう意味よ。アタシは自分の実力でこの地位にいるの。アンタと一いつ緒しよにしないで」

「それにしては、転校早々自分を倒たおした相手とずいぶん仲よくなったみてえだな」

　ユイが憮ぶ然ぜんとした顔つきになった。

「アンタらには関係ないでしょ」

「いやいや、大したことじゃないんだがな、たった一人でランキングを駆かけ上がって一位にまでなった姫宮が負けたってだけでも驚きなのに、あの負けず嫌いで有名な姫宮が負けた相手とチームを組むなんて、驚きを通とおり越して信じられねえよなあって思ってな」

「うっさいわね、アンタに信じてもらう必要なんかこれっぽっちもないんだけど、用はそれだけなの？」

　自分が負けたことを蒸むし返されるのが相当腹立たしいんだろう。苛いら立だちが顔にも態度にも表れまくっているが、灰谷は引くことなくなおも絡からんできた。

「それがどうしてもひとつ確かく認にんしないといけないことがあってよ。なんでも姫宮はそこの転校生と全ポイントを賭かけた対戦をして負けたらしいじゃねえか。なのになぜか無効となったんだってな」

「……ッ」

　ユイがなにかを言いかけてこらえる。「なんでそれを」なんていおうものなら、灰谷の言葉を肯こう定ていしたことになるからな。

「おかげで姫宮のランキングは変わらず、かわりに転校生が姫宮のチームに入った。まるで何かの取引があったみたいに。こいつはひょっとしたら、校則で禁止されてる八百長ってやつがあったんじゃないかと思ってなあ」

「だったらどうだっていうのよ。証しよう拠こもないことをグダグダ言ってないで、さっさと本題に入ったらどう？」

「なに、大したことじゃない。確かめさせてもらいたいだけだよ。姫宮の今のランキングが果たして本当に自分の実力だけによるものなのかどうかをな」

「それはつまり、アタシにケンカを売りにきたってことでいいのよね？」

　二つの視線が正面からぶつかり合う。

　そのとき、スピーカーから耳鳴りのような音が響ひびいた。

『はーいそこまで！　ケンカは校則違い反はんでーす』

　聞こえてきたのは晴はる夏かの声だった。

『ケンカならゲームで。それがプロゲーマー科のルールでしょ』

　ユイが不敵な笑みを返す。

「ちょうどいいわ。アタシの実力を知りたいのならイヤというほど教えてあげる」

「こっちもいいぜえ。姫宮の化けの皮をはいでやるよ」

「それは楽しみね。ところで晴夏はどこにいるのよ」

「ここだよー！」

　ステージの上で大きく手を振ふっていた。

「こんなところで会うなんて偶ぐう然ぜんね、といいたいけど、偶然なんでしょうね？」

「やだなー遊ゆ衣いちゃんったらー」

　晴夏が笑顔で手を振る。

「遊衣ちゃんファンクラブ名めい誉よ会長のわたしが、遊衣ちゃんが参加するイベントを見み逃のがすわけないでしょ」

「なにそのファンクラブ、初耳なんだけど」

「遊衣ちゃんの生写真とか、生なま着き替がえ動画とか、居い眠ねむり中の寝ね顔がおを生配信して莫ばく大だいな利益を上げてるんだよ」

「本当に初耳なんだけど!?」

「ていうのは冗じよう談だんでー」

「本当でしょうね、本当に冗談なんでしょうね!?」

「実はこのあとのイベントにはわたしも協力してたんだよね。特とく殊しゆルールでのバトルロイヤルを計画してたんだけど、ちょうど次の対戦イベントの宣伝にもなるし、遊衣ちゃんたちの対戦はエキシビションマッチってことでわたしにやらせてもらっていいかな？」

「最初からそのつもりで見てたんでしょ。声をかけるタイミングぴったりだったもんね」

「利用するみたいな形になってごめんね。こんど埋うめ合わせするから」

「ゴディバ本店のマウンテンチョコレートケーキで許してあげる」

「うっ……それ高いやつだ……」

　晴夏が本気で顔を引きつらせた。

　さすがユイ、友達にも容赦ないな。







　ステージに上がると、中央広場だけでなく、二階や三階の廊ろう下かにも生徒たちが集まりはじめていた。

『えー、そろそろ集まってきましたねー。本日のメインイベントの時間がやってきましたが、その前に今日はなんとサプライズマッチがあります！』

　突とつ然ぜんステージ上にライトが当たり、俺たちと灰谷たちにスポットライトを浴びせた。

『あの個人ランキング一位、姫宮選手率いる〈クイーンパレス〉と、チームランキング三位〈クラッシュアッシュ〉メンバーによるエキシビションマッチの開かい催さいだあああああ！』

　突然の告知に、周囲の生徒たちが一いつ斉せいに歓かん声せいを上げた。

『いやいやー、盛り上がってきましたねー。長らくソロを貫つらぬいてきた〈クイーンパレス〉に噂の転校生が加わったのはすでに知られていますが、表だって対戦するのはこれが初。そりゃ気になるでしょう。わたしだって超ちようワクワクしてるし。対する灰谷選手はあのチームランキング三位〈クラッシュアッシュ〉メンバーの一人。これは見逃せないですよ！』

「ランキング三位ってことは、つまり灰谷は強いってことだな？」

「どうかしらね。ランキングなんてメンバーのポイント数の合計だからね。〈クラッシュアッシュ〉メンバーだからといって全員が強いわけじゃないわよ。それに他の取り巻きはメンバーですらないただの雑魚ざこみたいだし」

　ステージ上には灰谷とその仲間たちの合計五人が並んでいた。

　こっちは俺とユイだけだ。蓮と氷雨は観客席の最前列で観戦している。

「お兄ちゃーん、がんばってー！」

　蓮の応おう援えんに手を振って応こたえる。

『ではルールの説明をしますね』

　晴夏が声をかけると、視界の中に拡張現実ＡＲの武器が現れた。

　マシンガンのようにも見えるが、弾だん倉そうが見あたらない。

「これは、ビームライフルか？」

『今回はレギュレーション戦ですが、イベント前のエキシビションマッチでもあるため、特殊ルールで戦ってもらいます。遊衣ちゃん、ちょっとキャラクター出してもらえる？』

　白の姫ひめ騎き士しが現れると、いつもの細さい剣けんではなくさきほどのビームライフルを構えていた。

　ユイがうめくようにつぶやく。

「……似合わない……」

『まあまあ、そこは我が慢まんして。今回使うのは今転送したビームライフルと、額、胸、右手の三カ所に取り付けられるマークになります』

　ユイの姫騎士にも、いわれた三カ所にそれぞれ丸いマークが浮かんでいた。

『この三カ所に付けられたマークをすべて破は壊かいされた人は退場になります。今回はライフゲージがないので、マークの破壊以外で退場になることはありません』

　相手チームのメンバーもそれぞれキャラクターを出現させた。

　同じようにライフルを持ち、三カ所にマークが付いている。灰谷がビームライフルを器用に取り回しながらたずねた。

「武器はこのライフルだけなのか？」

『そうです。イベントは全員参加のバトルロイヤルだから、公平に楽しんでもらうため全員同じ武器にしました』

「マークを壊こわせるのはライフルだけなの？」

『破壊する方法はなんでもいいよ。ライフルでそのまま殴なぐってもいいし、転んで自分で割っても壊されたことになるから気を付けてね。結構簡単に壊れちゃうから。それとイベントの関係で制限時間は五分にさせてもらうね。あとつかえちゃってるんだー』

「マークを破壊されたら負け、か」

　確かに変わったルールだ。今までの戦い方とは違ちがってくるだろう。

「なるほどね。ずいぶんあっさり晴夏に従うと思ったら、最初からこのルールで戦うつもりだったってわけ」

　灰谷が笑えみを浮かべる。

「なにいってんだかわからねえなあ。向こうから勝手に割り込んできたんだろう。こっちの仕込みじゃねえよ」

「晴夏がいわなくても『次のイベント内で決着をつけよう』とかいうつもりだったんでしょ。ま、どうでもいいけどね。それよりちゃっちゃとレギュレーションを決めるわよ。レートは１ポイントでいいんだっけ」

「ランキング一位がずいぶん弱気だな。最低でも20万はないと格好がつかねえだろ」

　ユイが驚おどろいたように両手を上げてみせた。

「そんなにくれるの？　なんか悪いわね」

「形式はチーム戦で、相手を全ぜん滅めつさせた方が勝ち。マップは学生街全体。制限時間があるらしいから、決着がつかなかった場合は残っているチーム人数の多い方が勝ちとするってことでどうだ」

　ユイの挑ちよう発はつに応じず、淡たん々たんとルールを並べ立てた。よどみない口調からして、最初から考えてあったんだろうな。

「そっちの方が人数が多いみたいだけど？」

「あんだけ大口をたたいたんだ。この程度のハンデくらいでも軽く勝てるんだろ？」

「ふうん。つまらない言い訳だけどまあいいわ。代わりにアタシも条件を追加するから」

「なんだ、勝つ自信がねえのか？」

　挑発する灰谷に、ユイが口元を愉ゆ悦えつに歪ゆがませる。

「アタシが勝ったら、アンタら全員で犬の真似まねをしながらお互たがいの尻しりをなめ回してもらおうかしら」

『ええー、それは女の子が要求するにはちょっとどうかなあ……』

　さすがの晴夏も困っている。

「だったらこっちは、裸はだかになって犬のように学生街を駆かけ回ってもらおうか」

『対たい抗こうしない！　ていうか、わたしが実じつ況きようする対戦でそんな卑ひ猥わいなのは認めませーん。やり直し！』

　そりゃそうだ。

　ユイが不満そうに鼻を鳴らした。

「じゃあ次のイベントのあいだずっと犬みたいに駆け回る、にしてあげるわ」

「ふん、じゃあステージ上で犬の格好をしながら鳴き真似をしてもらおうか」

　どっちにしろ嫌いやな罰ばつゲームだな。これは負けたくない。

『えー、そういうのはもう当事者同士で勝手にやってください。わたしは関かん与よしません』

　さすがの晴夏も投げ出してしまった。

「罰ゲームが決まったところで、俺からもいくつか確かく認にんしたいんだがいいか」

「なんだ」

「決着がつかなかった場合のチームメンバーってのは『マークを破壊されてないプレイヤー』のことでいいんだよな」

「………………」

　灰谷から答えはなく無言だった。

　動どう揺ようはみられなかったが、まるで作ったような平へい坦たんさだな。表情を隠かくすってことは、悟さとられたくないなにかがあるってことだ。

　そもそも向こうからレートは20万ポイントにしようと言い出したんだ。なんの勝算もなく言い出す額じゃないだろう。

「マークを破壊されていてもプレイヤーの人数は変わらない、なんて言い出すつもりはないだろ？」

「ふん、そんなの当然だろ」

「ついでにプレイヤーの人数は俺でもそっちでもなく、公正な審しん判ぱんである晴夏に確認してもらう。それ以外で決着はつかない、ってことでどうだ」

「……いいだろう」

　一いつ瞬しゆん思考するような間があったが、最後には了りよう承しようした。

　ユイがこちらに鋭するどい視線を投げる。

「先にいっとくけど、これはアタシが買ったケンカだから、優刀は手を出さないでよ」

　そういうと思ってたけどな。

「わかったよ。せめて俺が攻こう撃げきされたときに反撃するくらいならいいだろ」

「それくらいなら許してあげる」

　リーダーのお許しをいただいたので良しとしよう。

　あとは、そうだな。

　観客席に寄って氷雨に耳打ちする。無言のままうなずくと、ＡＲの丸い球を生みだした。

「なによそれ？」

　戻もどった俺にユイが半眼を向ける。

「スーパーボールって知らないか？」

「なにそのダサい名前」

「そういうな。だいぶ昔に流行はやったゴムの球だよ」

　地面に落とすと、反発して手元に戻ってくる。

「こうやって遊ぶんだよ」

「……どこからツッコミを入れればいいのかわからないけど、とりあえず、そんなものをどうするつもりなの？」

「対戦中は手を出しちゃいけないんだろ。暇ひまつぶしでもと思ってな」

　もう一度スーパーボールを地面に落とし、手元に戻ってきたところをキャッチした。

「これが意外と難しくてな、まっすぐ落としてるのにどうしても数ミリずれちまうんだ。精密操作のいい練習になる」

「……あっそ。好きにすれば」

　完全に興味を失った顔で灰谷たちへと向き直る。向こうは待ちくたびれたようにライフルをもてあそんでいた。

「そっちの準備はいいか」

「優刀が待たせて悪かったわね。いつでもいいわよ」

『では、カウントダウンスタート！』

　晴夏のかけ声と共に視界中央に数字が表示され、カウントダウンがはじまった。

　今回は視覚同期フルスクリーンには切り替かえない。リーダーに戦うなと厳命されてるからな。離はなれたところから見守らせてもらおう。

【ＧＡＭＥ　ＳＴＡＲＴ！】

　開始早々ユイがライフルを撃うった。

　発射されたビームはわずかに灰谷たちを外れたが、あれはおそらくわざとだ。

　灰谷たちの目が一瞬泳ぐ。強きよう烈れつな光が目の前を通り過ぎれば、誰だれだって一瞬、目がくらんでしまう。

　そのすきを見み逃のがさずにユイがライフルを投げ捨て、地面を踏ふみ込んだ。

　爆ばく発はつ的な勢いで灰谷の正面に移動する、そのまま胸のマークを殴りつけた。

「武器以外で破壊してもいいのよね？」

『ファーストヒットは遊衣ちゃん！　電光石火の先制攻撃だ！』

　そのまま相手の右手へと手刀を振ふり下ろす。

「ちぃっ！　守れ〈双そう璧へきの盾たて〉！」

　灰谷の両手に二つの縦長の盾が現れた。

　ユイの攻撃が盾によって弾はじかれる。

「武器はライフルだけじゃなかったの？」

「武器は、だろ？　それにコイツはスキルによる召しよう喚かんだ。ルールには抵てい触しよくしないぜ」

『あー、確かにスキルの使用は制限してなかったかも』

　晴夏が感心したようにつぶやく。

「なるほど。これが秘策ってわけね」

「なんのことかわからねえなあ？」

　盾の後ろで灰谷が笑う。

「それと忘れてるみたいだが、これはチーム戦だぜ」

　後ろに控ひかえていた四人が一いつ斉せいにライフルを構える。四本の光が同時に発射された。

「アンタ達こそ忘れてるんじゃない？」

　ユイが一瞬目を閉じ、そして開く。

〈世界ゾーン〉を発動させた瞳ひとみで攻撃を凝ぎよう視しすると、体をわずかにひねらせた。

　たったそれだけの動作で、放たれた四つの光線はマークからわずかにズレた位置を貫いた。今回はマーク以外への攻撃はダメージにならない特とく殊しゆルールだ。マークに当たらない限りどれだけビームを浴びてもユイには傷ひとつつかない。

　幼い顔がニタリと歪んだ。

「忘れてるなら思い出させてあげる。アタシがいったい誰なのかをね！」

　ユイの姿がかき消える。

　次の瞬間には灰谷達の背後に現れ、彼らのマークが次々に破は裂れつした。

『続けざまの二撃！　いえ、三撃！　さすがの早さに相手チームは手も足も出ない！』

　晴夏の実況が響ひびくあいだにもユイの一方的な攻撃は続いていた。

　高速で踏み込み、爆発的な速度で隙すき間まを駆け抜ぬけ、すれ違ちがいざまにマークを破は壊かいする。

　開幕早々〈世界ゾーン〉をぶっ放してるからな。俺にも目で追うのがやっとだ。

　特に今回のルールではマークに攻撃を当てるだけでいい。攻撃力もいらないとなると、軽くて早いユイの独どく壇だん場じようだ。

　二つの盾でガッチリ守る灰谷は額に残された最後のマークをかろうじて死守していたが、他のメンバーは瞬またたく間に倒たおされてしまった。制限時間が過ぎるまでのあいだ、灰谷達はなにもできなかった。

『試合終しゆう了りよう！　遊衣ちゃんの一方的な攻撃で、一度もクリーンヒットをもらうことのないパーフェクトゲームでした！』

「弱すぎて話にならないんだけど。そんなんでよくアタシに勝てる気でいたわね。けどまあいい準備運動だったわ。わざわざ20万ポイントももらって悪いわね」

　ユイの勝利宣言に、灰谷が笑いだした。

「くくくっ。なに言ってやがる。これで俺たちの勝ちだ」

「は？　あんた数も数えらんないの？」

　こっちが俺とユイの二人なのに対し、向こうは灰谷一人だ。どう見ても人数差でこっちが勝っている。

「おいおい、いつ俺がステージ上に全員いるといった？」

「──……!?」

　ユイの顔色が変わる。

　観客席の中から三人、二階の廊ろう下かで二人が立ち上がる。

「俺のチームは最初から十人いたんだよ」

「そ、そんなの聞いてないわよ！」

「そうだったか？　いったと思ったんだがなあ。だがそっちも人数を確認しなかったしな。お互い様だろ」

　灰谷とその仲間達が一斉に笑い声を上げる。

「六対二だからどう見ても俺の勝ちだな。20万ポイントはもらうぞ。おっと、そのまえに犬と同じ格好で鳴き真似まねをしてもらうんだっけか」

「く……っ！」

「ちゃんと四よつん這ばいになれよ。動画に撮とって全世界に公開してやるんだからなあ」

「このクソ野や郎ろう……！」

　口くち汚ぎたなく罵ののしるが、灰谷は笑って受け流すだけだった。

　ユイが全身を震ふるわせながら、ゆっくりと膝ひざをつく。それを灰谷があざ笑って止めた。

「おいおい、まさかそのままでやるつもりか」

「……どういう意味よ。アンタがやれっつったんでしょ」

「俺は犬と同じ格好で、といったんだぜ。犬は服なんて着ねえだろ」

「はあ!?」

　ユイの叫さけび声が響く。

「いいからさっさと脱ぬげよ。自分から言い出したことなんだぜ。それともまさか逃にげるつもりはねえよなあ？」

『ちょっとちょっと！　なに変なこと要求してるのよ！　わたしの実じつ況きようするゲームでそんなことは許さないっていったでしょ！』

　晴夏の声が響く。同調するように観客席の最前列からも声が上がった。

「そこの女もお兄ちゃんを狙ねらうケダモノだけど、お前はそれ以下だ！　お兄ちゃんと同じゲーマーを名乗るんじゃない！」

　蓮が立ち上がって叫ぶ。

　となりに座る氷雨も無言のままだったが、抗こう議ぎの文面を高く掲かかげていた。

　内容は……ちょっと声に出してはいえないような罵ば詈り雑ぞう言ごんばかりだ。

「アンタ達……」

「なんか外野がうるせえなあ。だがまあ、俺も鬼おにじゃねえ。どうしてもってんなら変えてやってもいい」

「……変えるって、なにによ」

　感情を押し殺した声でたずねる。灰谷は口の端はしをつり上げて答えた。

「レートを20万ポイントから80万ポイントに変へん更こうだ」

「なっ……！」

　驚きよう愕がくの気配が会場中に広がった。

　それはユイが持つポイントの大部分だ。

　全部なくなるわけじゃないが、ランキングは大きく下がるだろう。

「俺はどっちでもいいぜえ。好きなほうを選びな」

「アンタ……絶対に殺してやる……！」

　声を震わせるユイ。

　声だけでなく手まで震わせると、それを自らの服へと伸のばした。

『遊衣ちゃん……っ！』

　晴夏の悲痛な声が響く。ポイントなんてまた貯ためればいい。そんなものよりも、もっと大切なものがあるはずだ。多分そう思っているんだろう。

　でもユイはうつむいたまま、つまんだ服の裾をもち上げた。

　年末の決勝リーグにいくためには、今のポイントは絶対に必要だ。こんなところで失うわけにはいかない。そういう判断なんだろうし、その考えには俺も賛成だ。

　でも、俺はユイの腕をつかんで止めた。

「待てよ。まだ勝負は終わってないぜ」

　振り返った幼い瞳には透とう明めいなしずくがたまっていた。

「優刀……」
















　ユイが泣いているんだ。黙だまって見過ごせるわけないだろ。

「おいおい、なにが終わってないんだ。二対六だぞ。どう見ても終わってるだろ」

　あらためて周囲を見み渡わたしてみる。

　ステージ上に灰谷を含ふくむ五人がいて、観客席に三人、二階廊下に二人。全部で十人だ。

　チームの最大人数も十人といってたから、これで全員だろう。

「勝敗が決まるのは晴夏がお互たがいのチームの人数を確認してからだろ？」

　灰谷が露ろ骨こつに舌打ちした。

「ちっ、面めん倒どうくせえ。意味のない時間稼かせぎだ」

「そうか？　じゃあ悪いけど晴夏、確かく認にんしてくれるか」

『えっ、うん……。でも……』

「大だい丈じよう夫ぶだ。すぐに終わる。なにしろ──」

　俺は手にしていたスーパーボールを落とすと、観客席に向けて蹴けり飛ばした。

　ボールはまっすぐに宙を切り裂さき、客席に立つ男のマークを破壊した。

「な……っ！」

　当たった衝しよう撃げきでスーパーボールは跳はね返り、狙い通りとなりの男のマークを直撃する。そのままさらに跳ね返ると、加速しながら二階席の男へと向かっていった。

　氷雨に作ってもらった弾だん性せい率１２０％の拡張現実ＡＲスーパーボールだ。現実には不可能でも、ＡＲならいくらでも再現できるからな。

　跳ねれば跳ねるほど速度の増すそれは、四回反射すると速度が倍になり、二十回目でおよそ四十倍になる。

　俺ですら視認不可能となったスーパーボールは学生街を縦じゆう横おう無む尽じんに跳ね回り、一いつ瞬しゆんのうちにステージ外にいた五人のマークすべてを破壊した。

「──これで、敵は残り一人だ」

『えっ、えっ、今、なにが……？　一瞬で、一撃で、……すべてのマークが破壊されてしまった──────ッ!?』

　思い出したように晴夏の実況が響き渡わたる。

　跳ね回っていたスーパーボールが、やがて俺の手に戻もどってきた。受け止めた手のひらをしみじみと見つめる。

「……やっぱり予定より数ミリずれるな。こういう細かい操作は苦手だ」

「優刀、いま、なにしたの……？」

　ユイが驚おどろいた顔でたずねる。

「なんか一瞬でなくなったんだけど……」

「なにって、スーパーボールを飛ばしただけだよ。角度を逆算してちょうどすべてのマークに当たる位置を見つけるのに少し時間がかかったが、アイツらは立ったまま動く気配がなかったからな。角度さえわかればあとは投げるだけだ。簡単だろ？」

「「「そんな簡単にできてたまるか──っ!!」」」

　会場中から総ツッコミが入った。

『なななな、なんとーっ！　いったいどんな腕をしてるのか、いったいどんな頭をしてるのか！　まさしく想定外、規格外ッ！　これが転校生の実力なのか──っ!?』

「ふざけるな！」

　灰谷の怒ど声せいが響く。

「どんなチートを使いやがったか知らねえが、制限時間はとっくに過ぎてるだろうが！　こんなの無効だ！」

「そっちこそなにいってんだ。俺はちゃんと、勝敗は晴夏が確認するまで決定しない、と確認したし、そっちも同意したはずだ」

「それがなんだってんだ……！」

「勝敗を決定するのは『晴夏が確認したマークを破壊されていないプレイヤーの人数』だけだ。それ以外で決着はつかない。制限時間は勝敗に影響しないんだよ」

「──……っ！　そ、んな、デタラメを……っ」

「声に力がなくなってるぞ。自分でもわかってるんだろ」

　灰谷が声を失ってあとずさる。

『なんと勝敗は試合がはじまる前からついていた！　なんという鮮あざやかな勝利！　鮮やかな逆転！　これがランキング一位を破った御み剣つるぎ選手の実力だーっ!!』

　と、晴夏はいってるが、実のところ勝敗はまだついていない。

「ひとついいことを教えてやるよ。ゲームは晴夏が勝敗を確認するまでだ。その前に俺とユイを倒せばまだ勝てるぞ」

　そういってからユイを振ふり返る。

「反撃ならしてもいいんだよな？」

「……灰谷だけ残したのはなんでだろうと思ってたら……」

　おっと、バレてたか。

「優刀は本当に……。はあ、いいわよ。好きにすれば」

　リーダーのお許しが出たため、ゴムボールをしまい黒金桜を出現させる。

「マークはもう破は壊かいされてるし、こっちでもいいだろ？」

『うーん。それもそうだね。じゃあオッケーってことで』

「審しん判ぱんの許可も出たし、さっそくやろうぜ」

　漆しつ黒こくの戦場刀を構える。灰谷の顔が目に見えて怖おじ気けづいた。

「くっ……」

「悩なやんでる暇ひまはあるのか？　制限時間は晴夏が数え終わるまで。たったの三人なんてあっというまだぞ」

「……な、めるなああああああああああっ！」

　二つの盾たてを構えた突とつ進しん攻こう撃げきが迫せまる。

「正面衝しよう突とつか。熱いじゃねえか！」

　こっちも逃げることなく真正面から向かい合い、全力でぶちかます。

　鋼はがねと鋼が激げき突とつする激しいエフェクト光があたりを染め上げた。盛せい大だいな破は砕さい音が響ひびきわたり、二つの盾が粉々に砕くだけ散る。

「俺の双そう璧へきを、正面からだと……!?」

　勢いを殺しきれなかった灰谷の体がそのまま吹ふっ飛とばされた。

『瞬殺！　圧勝！　完全勝利ッ！　姫宮選手の猛もう攻こうでも破壊できなかった双璧の盾を、あっさりと一撃で叩たたき割ってしまった──っ!!』

　攻こう防ぼうは一秒足らずだったが、俺は満足してため息をついた。

「うむ。いい対戦だった」

「相変わらずバカみたいな攻こう撃げき力ね」

『強い、強すぎる！　その風格はもはや伝説級！　手にした漆黒の大たい剣けんもまるで伝説のツルギ選手を思わせるよう、な……？』

　テンションを上げ続ける晴夏の実況が急に勢いを失った。

『あ、あれ？　二メートル近い戦場刀と、攻撃極きよく振ふりの捨て身スタイル……？　まるでツルギ選手の「黒くろ金がね桜ざくら」みたいっていうか、まさにそのものっていうか……。そういえば御剣と、ツルギってすごい似てるけど……そんなわけない、よね？』

「ん？　言ってなかったか？」

　そういえばユイに話したっきり誰だれにも言ってなかった気がするな。

「俺がその『ツルギ』だよ」




「「「「「ええええええええええええええええええええっ!!!!??」」」」」




　先ほどを超こえる量の声が重なった。

「ツルギって、無敗で大会三連れん覇ぱしたあの化けモンだろ……」

「実在したのかよ……絶対チートコード仕込んだＡＩだと思ってたわ……」

「でも本物ならさっきのも納なつ得とくだろ。あんなのそうそうできてたまるか」

　ざわめきがさざ波のように広がっていく。

『えっと、えっと、なにこれ、どうしよういきなりすぎて心の準備ができてないっていうか、あの伝説のプレイヤーがまさかうちに転校してくるとか神イベント過ぎっていうか……遊衣ちゃん！　遊衣ちゃーん！　これどういうことーっ!?』

　混乱する晴夏がユイに助けを求める。

「どういうこともなにも、そういうことよ。優刀はその『ツルギ』なの」

『本当に、本物？　本人なの？』

　未いまだ疑う晴夏に、さすがの俺も苦く笑しようした。

「そんなすぐばれるウソなんてつかないだろ」

『じゃあ本当に『ツルギ』……？　そんな……せっかく遊衣ちゃんのためにあきらめたのに、それじゃわたしはせめて愛人……体だけの関係……あっ、それもアリかも……』

「ツルギだと!?　ふざけんな、聞いてねえぞそんなの……！」

　呻うめき声を上げる灰谷に、ユイが口元を歪ゆがませる。

「聞いてない？　ふうん。誰に？」

「そ、それは……」

「それくらいにしてあげてくれないかな」

　慌あわてる灰谷の後ろからさわやかな笑えみの男が現れた。




　　　　◆




　男が現れると、観客の一部から黄色い歓かん声せいが上がった。

　俺たちよりも年上の男子生徒だ。男の俺から見てもカッコいいと思えるくらいだからな。女の子が騒さわぐのも無理はないだろう。

　だけどユイは舌打ちを響かせ、苦々しく表情をゆがめていた。

「知り合いなのか？」

「あんなのと知り合いだなんて死んでもごめんよ。顔と名前と性格が一いつ致ちするだけ」

　それはもう知り合いでいいだろ。

「不ふ破わ樹いつき。〈クラッシュアッシュ〉のリーダーよ」

「つまり、強いってことだな？」

　ユイがしかめっ面つらになる。

「アタシは認めてないけど、元社会人プロゲーマーで、一応今年に入ってからは負けなしってことになってるわ」

　その答えだけで十分だ。俺は黒金桜の切っ先を不破へと向けた。

「アンタがチームランキング三位のリーダーなんだろ。せっかくだから一戦してこうぜ」

　ＡＲとはいえ刃は物ものを突つきつけられるという、考えようによっては非常にマナー違い反はんな行こう為いをされているのだが、不破は非の打ち所のない完かん璧ぺきな笑みを浮うかべた。

「まさかあの『ツルギ』だなんてね。伝説のプレイヤーに挑いどんでもらえるとは光栄だけど、先に僕の用を済ませてもいいかな」

　にこやかに告げると、灰谷へと向き直った。

「やあ灰谷君。盾も人も策も全部用意してあげたのに結局ダメだったみたいだね」

　口調は丁てい寧ねいなのに、まったく親しみを感じない。灰谷は明らかにうろたえていた。

「ち、ちが……っ！　ツルギがいるなんて聞いてねえ！」

「それは調べなかったそっちのミスでしょ。自分の失敗でチームのポイントを失ったんだから、相応のペナルティは受けてもらわないといけないよね。とりあえず灰谷君にはチームを抜ぬけてもらわないと」

　ランキング三位のチームを脱だつ退たいさせられる、というのはここの生徒にとっては重大なことらしい。観客がざわめき、灰谷も食ってかかる。

「ふざけるなよ。一方的にいわれて素す直なおに引き下がると思ってるのか」

「ならどうするんだい？」

「ケンカはゲームで、だろ。俺と勝負しろ。負ければいった通りにしてやる。ただし俺が勝たら『クラッシュアッシュ』のリーダーはゆずってもらおう」

　突とつ然ぜんの挑ちよう戦せんにも、不破は少し困ったように眉まゆ根ねを寄せるだけだった。

「勝負はいいけど、リーダーを賭かけるからにはそっちにも釣つり合った代価が必要だよね。なのでこうしよう。灰谷君が勝てばチームリーダーになる。僕が勝てば灰谷君のポイントを全部もらおう」

「なっ……！」

　灰谷が青冷めた顔でうめく。

「全部って……それは……」

「なにか問題でもあるの？」

　ポイントをすべて失うと退学になる。

　そんな勝負を持ちかけておきながら、不破の態度は落ち着いたままだった。

　取り巻き達が不安そうに顔を見合わせる中で、灰谷が声を絞しぼり出す。

「……いいだろう。〈クラッシュアッシュ〉が手に入るチャンスだ。その条件で受けてやる。ただし、十対一だ。こっちが十人で、そっちは一人。こっちは退学のリスクを背負ってるんだぜ。これくらい当然のハンデだろう」

「十対一はさすがに少し卑ひ怯きようなんじゃないかな」

「卑怯でもなんでもいいさ。勝つためなら手段は選ばねえ主義でな。てめえのチームが手に入るんだ。なんだってしてやるさ」

　灰谷の言い分に、不破がにこやかな表情を作った。

「灰谷君のそういうなりふり構わないところは僕も嫌きらいじゃないよ。普ふ通つうの人ならつい遠えん慮りよしちゃうからね。その強ごう引いんさに免めんじて十対一で勝負しようか」

　灰谷の顔に愉ゆ悦えつの笑みが広がった。

「いったな！　十対一で対戦を受けると！　言げん質ちはとった。もう変へん更こうは利きかねえぞ！」

「そのかわり、そうなると僕も本気を出すしかない。普ふ段だんは使わないようにしてる僕のスキル〈スターマイン〉を使わせてもらうけど、いいよね？」

「どんなスキルかしらねえが、好きにしろ。一いつ瞬しゆんで蜂はちの巣にしてやんよ！」

『えーっとあのー、これからイベントがあるのでもめ事はよそでやってくれるとうれしいんですけどー』

「ああ、悪いね司会者さん。すぐに終わるから許してほしい」

　物もの腰ごしこそやわらかいが、晴夏のいうことを聞く気はまったくないらしかった。

「そういうわけだからさっさと終わらせよう。制限時間は一分で先に全ぜん滅めつしたほうが負け。それでいいよね」

「いいぜ。一瞬で終わらせてやる」

　ステージ上に灰谷たち十人のキャラクターが集まってくる。不破の前には一人のキャラクターが現れた。

　それは一種異様な姿だった。

　手に一丁の拳けん銃じゆうを持っている以外、装備らしいものはなにも身につけていない。ただの私服の青年だ。街ですれ違ちがってもゲームのキャラクターだとわからないかもしれない。

「あの不破ってやつ、そんなに強いのか？」

　俺がいえた話でもないが、十対一というのは相当なハンデだ。しかも不破のキャラは手の拳銃以外装備らしい装備もない。あれで勝てるとしたら相当な使い手だ。

「見てればわかるわ」

　ユイが不ふ機き嫌げんに答える。

【ＧＡＭＥ　ＳＴＡＲＴ！】

　開始と同時に十人のキャラクターたちが一いつ斉せいに不破を攻撃した。

　全方向から斬ざん撃げきに打撃に銃撃と、様々な攻撃が命中する。

　不破は身動きひとつなくそのすべてを受けた。

　が──

「これで終わりかな？」

　防ぼう御ぎよするそぶりも、よけるそぶりもなかった。なのに不破はいっさいのダメージを受けずにその場で立っていた。

　観客がざわめく中で、にこりと笑う。

「じゃ、今度はこっちからいくね」

　手にした拳銃を無造作に発はつ砲ぽうする。

　手のひらほどの大きさしかない拳銃だ。

　銃の威い力りよくは薬やつ莢きよう内の火薬量に大きく左右される。つまり大きいほど強い。不破の持つ銃では大したダメージは与あたえられないだろう。

　しかし、パンという乾かわいた軽い音が響ひびくと、灰谷の盾たてが粉々に砕くだかれた。

　弾だん丸がんはそのまま灰谷を貫つらぬき、後ろにいたキャラクターごと吹ふっ飛とばす。

　その一撃で三人のライフゲージが消失した。

『え……、い、今の一撃なんかで……？』

　晴夏の声が静まりかえる会場に響く。

　強い、なんてものじゃない。あんな小さな拳銃にあそこまでの威力が秘ひめられているなんて聞いたことがないし、あれだけの攻こう撃げきを受けて無傷なんてのもありえない。

　俺ですら全ステータスを攻撃力に割り振ふっても、こんなバカでかくて重い武器が必要となる上に、防御力は無いに等しくなるんだからな。

　その後の展開は一方的だった。

　あらゆる攻撃は不破のライフゲージを一ドットも減らせず、逆に発砲音がひとつ鳴るたびに誰だれかのライフゲージが消しよう滅めつする。

　宣言通り一分とかからずに対戦は終しゆう了りようした。もちろん不破の圧勝だ。

「あれはまともな方法じゃないな」

『〈システム〉との通信に不正を検知した』

　氷雨がスマホの画面を向ける。

『本来なら〈システム〉に修正されるはずのスキルがそのまま使用されている』

「どんなスキルなんだ」

『無敵化』

　その短い単語ですべての説明がついた。

『すべてのダメージを無効化し、すべての攻撃が即そく死し攻撃になる』

「だからいったでしょ。クソ野や郎ろうだって」

　ユイが吐はき捨てる。

「スターを取った主人公に勝てるわけがない。それがあいつのスキル〈無敵化スターマイン〉。アタシが世界で一番大だい嫌きらいな不正チート野郎よ」

「なん、だそりゃ……！　卑怯だろうが！」

　うめくような声を上げたのは灰谷だ。

「卑怯？　なにをいってるんだい。勝つためなら手段を選ばない。そういったのは灰谷君だろう。僕だって絶対に勝たなければならなかった。だから、灰谷君たちが十対一で挑んできたように、僕は僕なりの本気で挑んだだけだよ」

　笑顔で述べる不破に、灰谷はなにも言い返せなかった。

　どんな事情にしろ、お互たがいの同意の下で対戦は行われ、決着がついた。その結果が覆くつがえることはない。膝ひざをついて崩くずれ落ちる灰谷に同情する者はいなかったが、勝者である不破をたたえる歓かん声せいも起きなかった。

　そんな空気を代弁するように蓮が口を開く。

「あんなの許されるんですか？」

「許されるわけないじゃない」

　ユイがばっさりと切り捨てる。

「本来ならあんな不正チートスキルは〈システム〉に弾はじかれるんだけど、レギュレーションで『〈無敵化スターマイン〉を使用してもいい』と言質を取ってるからね。だから見過ごされるのよ」

「どうして学校はそんなのを認めてるんですか。普通に違反なんじゃ」

「同意があれば違い法ほうも合法になる。それがレギュレーションってやつだもの。それに『事前準備から交こう渉しようまで、すべてを含ふくめてゲームである』が理事長の理念でもあるからね」

『放任主義ともいう』

「ま、面おも白しろければなんでもいい、って人だから。学校側がルールを決めるならともかく、生徒同士で勝手に行う対戦にまで口を出してくることはないわ。それにわかってしまえば対策は簡単だし。〈無敵化スターマイン〉を使わせなければいいだけ。それで完かん封ぷうできるわ。だからアイツはまともに対戦しない。〈無敵化スターマイン〉が使えないと戦わない腰こし抜ぬけなのよ」

「ずいぶんないわれようだなあ」

　不破が表情だけは傷ついたかのように大げさに肩かたをすくめる。

「お互いにお互いなりの本気を出しただけだ。今いま更さら、フェアじゃなければゲームじゃない、なんて子供みたいなこといわないよね？」

「だからって限度ってものがあるのよクソ野郎」

「ゲームは結果がすべてだよ。負けて得られるものはなにもない。それは姫宮のほうがよく知ってると思ってたけど」

　ユイが無言のまま鋭するどい視線を突つき刺さす。

「怖こわいなあ。ずいぶん勇ましい顔をするようになったね。ここに来たばかりの頃ころはあんなにかわいいお嬢じよう様さまだったのに。どうだい、そろそろ僕のチームに入る気になってくれたかな。僕たちが手を組めばランキングなんてあっというまに一位だよ」

「何度も言ってるでしょ。アンタなんかとは死んでもお断りよ」

「それは残念。まあ今日のところはあきらめるよ、といいたいところなんだけど、今回ばかりはそうもいかなくてね。今までは姫宮一人だったから放置してても良かったけど、『ツルギ』が入るとなると話は別だ。本当に優勝する可能性があるからね。そうなると僕としてはとても困る。だから優勝は諦あきらめてくれないかな」

「はいわかりました、ってアタシがいうわけないこと知ってるわよね？」

「知ってるけど諦めてほしいんだ。そうしないと僕も実力行使をしないといけなくなる」

　ユイがニタリと笑みを深めた。

「へえ、おもしろいじゃない。アンタみたいな腰抜けにもそんなこといえるのね」

「おっと、姫宮と直接対戦なんて僕はしないよ。そんなことしなくても、優勝を諦めさせる方法はいくらでもある。例えば、姫宮の友達がいきなり強ごう盗とうに襲おそわれたり、とかね」

「それ脅おどしのつもり？　普通に犯罪じゃない。バレたら退学程度じゃすまないわよ」

「もちろん冗じよう談だんだよ。僕はただの七峰高校の生徒なんだから、そんなのできるわけない。でも姫宮の両親はどうかなあ」

「なっ……！」

　ユイの顔色が変わる。

「姫宮の両親がどういった性格なのかは、娘むすめのほうがよく知ってるでしょ。自分たちのためなら他人がどうなろうとも構わないって人たちだからね。あっ、もちろん今のも冗談だから、もし今いったのとまったく同じことが古ふる館たちの身に起こったとしてもただの偶ぐう然ぜんで、僕は無関係だからね」

「アンタは……どこまで……ッ！」

　かみしめたユイの奥歯が軋きしんだ音を響かせる。

　にらみ殺さんばかりの勢いで睨にらみつけるユイだったが、やがて気持ちを落ち着かせるように一度大きく深呼吸した。

「……仕方ない、か。優刀、いいわよね？」

「ああいいぜ。ユイがやらないなら俺がやろうと思ってたとこだ」

「なんの話？」

「本当はこんなことしたくないんだけど、あそこまで言われたらしかたないわ。アンタの誘さそいに乗ってあげる」

「本当？　それじゃあ……」

「ええそうよ」

　にこやかな笑みを浮うかべる不破に、ユイが指を突きつけた。

「これより〈クイーンパレス〉は〈クラッシュアッシュ〉に対して公式戦を申しこむわ」

















第四章　公式戦






　真っ先に反応したのは晴はる夏かだった。

『まさかまさかの大展開！　〈クイーンパレス〉が〈クラッシュアッシュ〉に挑ちよう戦せん状を叩たたきつけたーっ！　キャー遊ゆ衣いちゃんカッコいいーっ！』

　興奮する声が響き、観客が一いつ瞬しゆん遅おくれて大歓声を上げた。

　不ふ破わがニコリとほほえむ。

「なるほど。公式戦か。そうなると僕に拒きよ否ひ権はないね。でも公式戦は月に一度しか使えないのに、こんなところで使っちゃっていいのかい」

「アンタポイントため込んでるんでしょ。ちょうどいいから全部もらってあげる。〈クラッシュアッシュ〉のチームポイントは２８０万だったわね。さすがに全額賭かけろなんてかわいそうなことはいわないから２７９万９９９９ポイントで許してあげるわ」

「ずいぶん強気だね。一度僕に手も足も出ずに負けたくせに」

　ふんとユイが鼻を鳴らす。

「負けてないわ。引き分けよ。それにアンタの手の内はもうわかってんのよ」

「ところで、そっちは全部で１２０万ポイントだよね。額が合わないみたいだけど？」

「アタシに優勝してほしくないんでしょ？　ここで１２０万失えば上位に返り咲ざくのはほぼ無理になる。アンタにとってはアタシの優勝を阻そ止しするチャンスじゃない。いっとくけど、アンタ相手にこんな高額のポイント戦をするなんて二度とないわよ」

「なるほど。確かに僕にとってもチャンスだね。じゃあレートはそれでいいとしようか」

『な、なんと！　〈クラッシュアッシュ〉が約２８０万ポイントに対し、〈クイーンパレス〉が１２０万という超ちよう高額レートでの対戦が決定だー！』

　予想外の展開に周囲もざわめき出す。

　不破にとっても大きいだろうが、ユイは一気にランキングを上げるチャンスだ。ランキング三位のポイントをほぼ全部奪うばうのだから、順位もそれを上回るのは確実。決勝リーグ出場の条件を一気に満たすことになる。

「でも、ルールはお互いの同意が必要なのは知ってるよね？」

「もちろん。そして、アンタがどんなルールにしたいのかもね。そこのところは一時間でも二時間でもじーっくりと話し合って決めようじゃない」

　ユイの好戦的な笑みを、不破が涼すずしげなスマイルで受け流す。お互い笑顔のままだったが、その裏ではいかに相手を出し抜くか考えているんだろう。

「ユイ、交渉は任せてくれないか」

　俺がいうと、鋭い目がにらみあげてくる。

「〈無敵化スターマイン〉の存在を知っててそういうってことは、勝算があるんでしょうね」

「必ず勝つ、とはいえない。絶対に勝てるゲームほどつまらないものはないからな。だが負けるつもりもない」

「ならいいわ」

　ユイがうなずいた。

「そこまでいうなら任せる。優ゆう刀とのことはアタシに次ぐ実力があると認めてるし」

「なにさりげなく自分が上アピールしてるんだ」

　それでも一応ユイの了りよう承しようを得たので、不破に向き直る。

「細かいレギュレーションは後で決めるとして、お互い先にひとつだけ同意しておかなければいけない条件があるそうだな。そこでだ。お互い譲ゆずれないルールをひとつだけ提示し、それは必ずレギュレーションに反映する、ってところでどうだ」

「その様子だと僕の条件はもうわかってるのかな」

「ユイからだいたいのところは聞いている。〈無敵化スターマイン〉を使用できればいいんだろう」

「その通り。それで、そっちはどんな条件を出してくるの。〈無敵化スターマイン〉を自分たちも使わせてほしい、なんてのはダメだよ」

「悪いがそういうチートには興味なくてな。俺が提示したいのは単純だよ。それは──」

　余よ裕ゆうの態度を崩くずさない不破に向けて、俺はニヤリとした笑みを向けてやった。




「公式戦では〈無敵化スターマイン〉を必ず使用すること」




「バッッッッッッッッッッッッッカじゃないの!?」

　ユイが俺の襟えり首くびをガクンガクン揺ゆさぶってきた。

「なにが任せろよ！　普ふ通つうは使用するなって決めるところでしょ！　アンタなに考えてんのっていうかなに考えてるかだいたい予想できるからこの際ハッキリ言ってあげるわ！　バッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッカじゃないの!?」

　それはもう気持ちいいくらいの盛大な罵ば倒とうだった。

「褒ほめるなよ照れるじゃないか」

「ひとつも!?　なにひとつ褒めてないわよこのゲームバカ脳！」

「ふふっ……あははははっ！」

　不破が大声で笑い出した。

「やっぱり『ツルギ』はすごいな。普通は〈無敵化スターマイン〉を見せると僕とは戦いたがらないんだけど。思った通り食いついてくれた」

　さわやかな笑みの奥に、黒い本ほん性しようがにじんでいた。

「俺についてずいぶん調べてくれたみたいだな」

「もちろん。あの『ツルギ』が相手になるんだ。転校してきたって聞いてからたくさん調べさせてもらったよ。敵が強いほど喜び、後に引けない戦いほど燃えるんだってね」

「そんなに大したもんじゃないよ。熱い勝負がしたいと思うのは誰だれだって同じだろ」

「それは優刀だけよ！」

　ユイが本気で俺の首を絞しめにかかる。

「なにを！　考えてるのよ！　この頭は！」

「ちょ、ま、それマジで入ってるって……！」

　首を絞めたままユイの顔が目の前に近づくと、ささやくように尋たずねてきた。

「離はなしてほしかったら正直に答えなさい。わけわからない条件を勝手につけてくれたけど、もちろん勝てるんでしょうね？」

「なにかと思えばそんなことか……。さっきもいっただろ」

　うめきながら答えると、ほっとしたように力がゆるんだ。

「そ、そうよね。ちゃんと勝算があるって──」

「絶対に勝てるゲームほどつまらないものはない」

「死ねこのゲームバカ脳！」

　さらにきつく締しめ上げてくる。細い腕うでのどこにこんな力があるんだ。

「二人は仲がいいんだね」

「どうしたらそう見えるのよ。頭の中だけじゃなく目まで腐くさってるの？」

「それで、公式戦は今すぐにはじめるのかい？」

「いや、勝負は一週間後にしよう」

　不破が少しだけ驚おどろいたような表情を作る。

「意外だね、すぐにでも対戦したがるものだと思ってたけど」

「楽しみはあとにとっておくのもいいだろう。それに、こっちにも少し準備があるんでな」

『そういうことなら会場はわたしに任せて！　せっかくのビッグイベントだもん、おっきい会場押さえちゃうよー！』

　晴夏がノリノリで声を上げる。ユイが小さくため息をついた。

「一応聞くけど、止めてくれるとかはないわけね、やっぱり」

『せっかくツルギ選手の対戦が生で見られるっていうのに、そんなもったいないことするわけないよー。それにあのツルギ選手が負けるなんてあり得ないし』

「なにそのコイツに対する絶対的な信しん頼らい感は……」

「司会者さんまで『ツルギ』の信者なんだね。それもしかたないかな。その『ツルギ』が僕の〈無敵化スターマイン〉にどうやって勝つつもりなのか、楽しみにしてるよ」

　そういってさわやかなスマイルを見せつける。目だけが鋭するどく俺を貫つらぬいていた。







「ほんっっっとに信じられない」

　ユイは部屋に戻もどってくるなり、まっさきに俺をにらみつけてきた。

　氷雨ひさめや蓮れんが広すぎるユイの部屋できょろきょろとする中で、ユイはまだ怒おこっている。

「せっかく有利なルールを追加できたのに、なんでわざわざ不利なルールにするのよ」

「不正チート野や郎ろうは嫌きらいなんだろ。どうせ勝つなら相手の土俵のほうが気持ちいいじゃねえか」

「だからって〈無敵化スターマイン〉を必ず使用すること、なんていわなくてもいいじゃない。絶対に勝てないゲームはクソゲーなんじゃなかったっけ」

「つまりそういうことだよ。〈無敵化スターマイン〉だけなら勝てる」

「え……？」

　ユイだけでなく蓮も目を丸くした。

「どういうことなのお兄ちゃん。全部の攻こう撃げきが無効化されるなら、どうやっても勝てないと思うんだけど」

「真正面から殴なぐり合えばな。だが、それこそさっきの灰はい谷たにのように『対戦終しゆう了りよう時に生存者数の多いチームが勝ち』とすれば、逃にげに徹てつすることで勝てる」

「そっか。そのためのレギュレーションだもんね」

「勝つだけなら他にも方法はある。だが、それは向こうもわかってるだろう」

「じゃあどうするのよ。まさかノープランでしたなんていわないわよね」

「考えはあるが、その前に一つ確かく認にんしたい。〈無敵化スターマイン〉は不破だけじゃなく、他のメンバーも使えるのか？」

　ユイが少し思い出すように口をつぐむ。

「……どうだったかしら。でも確かにいわれてみれば、他のメンバーが使ってるのは見たことないわね」

「やっぱりか。ならひとつ案がある。氷雨に聞きたいんだが、アクセルドライブだとこういう場合はどうなるんだ──」

　氷雨にとあることを尋ねる。

　無表情な瞳ひとみが何度か瞬まばたきを繰くり返すと、突とつ然ぜん大量のディスプレイを周囲に展開させた。

「うわっ、いきなりなによ」

『検証する。少し待って』

　ディスプレイ上を文字が高速でスクロールしはじめた。

　あまりにも早くて俺にはノイズにしか見えないが、氷雨はじいっと凝ぎよう視しし続けている。

　やがて文字が止まり、スマホが持ち上がった。

『シミュレーションの結果、無効化された』

『ログをたどればこんなことも可能』

　氷雨がとある検証結果を表示する。俺とユイは思わず顔を見合わせた。

「ふうん。悪くないじゃない」

　そういいながらとても悪い笑えみを浮うかべている。

「不破のクソ野郎に一ひと泡あわ吹ふかせられるところが気に入ったわ。それでいきましょ」

「氷雨にも手伝ってもらうが、大だい丈じよう夫ぶか？」

　無表情のままこくりとうなずく。

『アクセルドライブをあんな風に扱あつかうのは許さない。全面的に協力する』

　表情からだとわからないが、氷雨もかなり怒ってるようだな。

「けど優刀の計画はタイミングが重要ね。こんなのを計画と呼んでいいのか疑問だけど」

「ユイも賛成しただろ」

「確かに賛成はしたわよ。でもああいうのは計画っていうんじゃなくて、ギャンブルっていうんだと思うわ」

　そこは否定できないな。

〈無敵化スターマイン〉の突とつ破ぱ口こうは見つかったが、それには俺とユイの連れん携けいが必要だ。それもただの連携ではない。コンマ一秒以下の時間でミリ単位の操作が要求される、超ちよう高度な連携だ。

「まあ、とりあえずやってみようぜ。やってみたら案外簡単かもしれないしな」




　そして一時間後。

「あーもうマジ無理ゲー！」

　ユイがソファの上に体を投げ出した。

　結論からいうと、連携はまったく上手うまくいかなかった。

「優刀も優刀よ！　もうちょっとアタシに合わせなさいよ！」

「十分合わせてるだろ。ユイが気分で動きすぎなんだよ」

　俺はユイの動きを先読みして行動するんだが、そのユイは〈世界ゾーン〉の力で俺の動きを見てから行動を変えてしまう。そのためどうしてもわずかなズレが生じてしまっていた。

「はいお兄ちゃん、これ飲んでちょっと休きゆう憩けいしよ」

　蓮が冷たい飲み物を持ってくると、俺のとなりに腰こしを下ろした。

「お兄ちゃんがそんなに怒るなんて珍めずらしいね」

「怒ってたか俺？」

「ゲーム以外で大声を出してるの初めて見たよ」

　そんなつもりはなかったんだが、そういわれるとそうかもしれん。怒ってたわけではないんだが、ユイが相手だとつい感情的になっちまうんだよな。

「優しいお兄ちゃんをあんなに怒らせるなんて、やっぱり姫ひめ宮みやさんはお兄ちゃんと相性悪いってことだよね」

「ああ？　なによ。悪いのは優刀のほうでしょ」

　ユイと蓮が至近距きよ離りからにらみ合う。相変わらずこっちは仲悪いな。

「つーかそんなことはどうでもいいのよ。それより本当にこの作戦でいくわけ。正直こんな曲芸、奇き跡せきでも起こらない限り成功する気がしないんだけど」

　負けず嫌ぎらいなユイですらあきらめてしまった。それだけ難度の高い作戦ってことか。

「一応手があるにはあるんだが……まだ成功したことがなくてな」

「それってどんなのよ。聞くだけは聞いてあげるわよ」

　そういわれたので俺の「秘策」を説明する。聞き終えたとたんにユイが顔をしかめた。

「全っ然意味わかんない。そんなことできるわけないでしょ」

『同意見。そんなの聞いたことがない』

　氷雨にまで否定されてしまったが、俺もそう思う。未いまだに一度も成功しないからな。でも、ユイとだったらあとちょっとで成功しそうな気がするんだよな。

「ふふふ、話は聞かせてもらったよ！」

　突とつ如じよとしてリビングに晴夏の明るい声が響ひびき渡わたった。

「つまり御み剣つるぎ君と遊衣ちゃんの仲がもっと良くなればいいってことだよね！」

「仲が良ければ、っていうか、まあ連携をするためにお互たがいのことをもっとよく知る必要はありそうだが」

　俺がユイの〈世界ゾーン〉による動きを読み切ることができれば、そしてユイが俺の動きの意図を読み取って動くことができれば、高度な連携も成功するだろう。

「ケンカするほど仲がいいっていうし、御剣君と遊衣ちゃんはお似合いだと思うんだ」

「どういう理り屈くつよそれ。仲が悪いからケンカするんでしょ」

「そうですよ、お兄ちゃんと姫宮さんは相性最悪です。今すぐ別れるべきです」

　ユイと蓮の二人に否定されても、晴夏はニコニコと笑顔を崩くずさなかった。

「めったに怒らない御剣君が怒っちゃうってことは、それだけ遊衣ちゃん相手だと本音が出ちゃうってことでしょ。なんかいいよね、そういう関係」

「む……。そういうことなら、まあ……」

「お似合いなのに上手くいかないのは、まだ二人の間に距離があるからだと思うんだ。練習も大事だと思うけど、お互いに歩み寄ることも大事なんじゃないかな」

　俺とユイは顔を見合わせた。

「一理ある気もするけど」

「いきなりいわれたってな」

　仲良くなれ、と言われてすぐに仲良くなれるほどコミュ力は高くない。

「こういう時こそわたしの出番でしょ！　とっっってもいい考えがあるんだ！」

　晴夏がそれはとてもとても嬉うれしそうに声を上げる。

　確かにこういうことはコミュ力の高い晴夏のほうが詳くわしいだろう。

　ユイはとても嫌いやそうな顔をしていたが。

「正直イヤな予感しかしないけど、一応考えってのを聞いてあげるわ」

「そんなの決まってるじゃない。遊衣ちゃんは花の女子校生なんだよ。高校生の男女が仲良くなる方法といったらもう一つしかないでしょ」

　そういって、晴夏がとびっきりの笑顔で告げる。

「もちろんデートだよ！」




　　　　◆




　そういうわけで、次の日の放課後、俺は待ち合わせ場所である学生街へとやってきた。

　晴夏の提案通りユイとデートをするためだ。

　どうせ同じ部屋にいるんだから一いつ緒しよに出ればいいと思ったのだが「女の子は準備に時間がかかるんだよ」と晴夏に諭さとされて俺だけ追い出されてしまった。ユイもその準備とやらのために晴夏と一緒に部屋に残ったので、もうしばらくかかりそうだ。

　暇ひまつぶしに眺ながめていた学生街の雰ふん囲い気きは、昨日とは少し変わっていた。というより元に戻ったのか。イベントで盛り上がっていた時とちがって内装も控ひかえめになり、なんというかオシャレな街並みになっている。

　ちょうどそこに背後から声が聞こえた。

「お待たせ、少し待たせちゃったかしら」

　聞き慣れた声に振ふり返る。

　そこには昨日とはまた別の私服に着き替がえたユイがいた。

「おかげさまでな。だいぶ待ったぞ」

「……そこは『俺も今来たとこだ』っていう場面でしょ」

「自分が追い出したくせになに言ってんだ」

　苦く笑しよう交じりにいいながらも、俺はユイの姿から目が離はなせなかった。

　ユイがいつもとはちがってみえる。上手く表現できないが、すごくかわいい。

　しかし、それだけではないなにかを感じる。

　見つめていると、ユイが顔を赤くした。

「な、なによ、そんなに見つめて」

「ひょっとして、この服……」

　手を伸のばしてふれてみる。形通りの感かん触しよくに俺は驚おどろいた。

「本物、なのか。これ」

　服はほとんどが拡張現実ＡＲになったと聞いている。

　形通りに縫ぬい、色を染める昔ながらの作り方は非常に高価らしい。

「気がつくなんて優刀にしては気が利きいてるじゃない」

　ユイも驚いてるようだった。

「晴夏のいってた準備ってのはこれのことだったのか」

　俺が感心していると、幼い顔が少しだけムッとなった。

「そうだけど、晴夏がいったからじゃないわよ。アタシがそうしたいと思ったからそうしたの。だって……」

　そこまで言ってから、もじもじと視線をそらす。

「今日は、その、デ、デートなんだから、ちゃんとしなきゃって……」

　赤らめた顔でうつむいてしまう。その姿を見て、俺は思わずいってしまった。

「やっぱり今日のユイはかわいいな」

「ふえっ!?」

　幼い顔がびっくりしたように跳はね上がる。

「……な、なんで、そんなことさらっといえるのよ……」

「なんでっていわれても、本当のことだからな。カッコいいものを見ればカッコいいと言うし、かわいい子を見ればかわいいという。そんなの普ふ通つうだろ」

「あ、う……」

　なぜかますます顔を赤くする。

「……えっと、それはつまり、今日のアタシはかわいい、ってこと……？」

「ああ、すっげーかわいい」

「……なら、許す」

　ゆるんだ顔でぼそっとつぶやく。

　なにを許されたのかわからないが、前を歩くその後ろ姿は見るからに上じよう機き嫌げんだった。




　とりあえず学生街へと入った俺たちは、さっそく立ち止まってしまった。

「デートって何すればいいんだ？」

「アタシだって知らないわよ。こういうのは男がリードするものでしょ」

　そんなこといわれてもなあ。

　とりあえず飯でも食うかと適当な店を探していると、レティナに晴夏からのメッセージが表示された。

『ランチなら近くにオススメのカフェがあるからそこに行くといいと思うよ！』

「まるでどこかから見てるかのようなタイミングね」

「カフェ？　飯を食うならレストランじゃないのか？」

『もー御剣くんったら、それじゃあダメだよ！　カフェでもちゃんとおいしくてボリュームもあるランチはあるんだから。それに今だと安いからお得だよ』

　他に当てもないし、そこに行くことにするか。

　店はそこそこ混んでいたが、少し遅おそめの時間だったおかげですぐに入れた。同い年くらいの女の子が受付にやってくる。そういえば学生街は全部学生がやってるんだったな。

「いらっしゃいませー、二名様ですか？」

　そうだと答えると、女の子がニッコリとスマイルを浮うかべた。

「本日はカップルキャンペーンを開かい催さい中ちゆうでして、カップルの方はなんと全品10％オフなんですよ！」

「えっ、あ、そ、そうなの？」

　ユイが焦あせったように声をうわずらせる。

「そうなんです！　本当についさっき連れん絡らくがあってそういうことに……あれっ、もしかして姫宮先せん輩ぱいと御剣先輩ですか？」

「俺たちのこと知ってるのか？」

　たずねると、女の子の顔がパアッと明るくなった。

「もちろんですよ！　この学校でお二人を知らない人なんてまずいませんし。というか、二人一緒ってことは……やっぱり付き合ってるんですか!?」

「い、いや、付き合ってるとか、そういうわけではないというか……」

　ゴニョゴニョとうつむいて答えるユイ。

「その反応……やっぱり噂うわさは本当……？」

「ち、違ちがうって言ってるでしょ！　優刀もなんか言いなさいよ！」

「でも今日はデートなんだろ？」

「ふえっ!?」

　悲鳴のような声をあげるユイ。

「わーやっぱり！　やっぱりそうなんですね！」

　女の子が瞳ひとみを輝かがやかせてせまってくる。

「あっ、わかりました。初デート！　初デートなんですね！　いやーん、照れてる姫宮先輩かわいい～！」

「あーもうさわるな！　抱だきつくな！」

　抱きついてくる女の子の腕うでを振り払はらうと、大きく距きよ離りをとった。

「……なんか反応が晴夏にそっくりなんだけど、知り合いじゃないでしょうね……」

「晴夏先輩ですか？　同じ実行委員で、よくお世話になっていますよ。実はさっき連絡があったのも晴夏先輩からですし」

　ユイが、やっぱり、という顔になった。

　確かにこの明るい押しの強さは似てるところがあるな。

「こう見えても私、姫宮先輩ファンクラブ会員ＮＯ．３の初期メンバーですから」

　えっへんと胸を張る女の子。ユイがものすごく嫌そうに顔をしかめる。

「なんなのよそのファンクラブ……。いったい何人の会員が……いえ、やっぱいいわ。知らないほうがいい気がする」

「それでどうしますか。今ならカップル割引も利きますし、すぐ席をご案内できますよ」

　ユイは警けい戒かいするように離れていたが、その顔には迷いが表れている。

「……そ、そうね。安くなるのはいいことよね。別にその、か、カップルっていうのも、フリをすればいいだけだし。深く考えなければいいだけよね。そうよ。これはランチするだけ。うん。ランチするだけなんだから」

　なんだか自己暗示をかけるようにブツブツとつぶやくユイ。

　それを見た女の子が「あっ」と声をあげて飛び切りのスマイルを浮かべてみせた。

「そういえばちょうど今キャンペーンをやってまして、プロゲーマー科の初うい々ういしいカップル限定で、手をつないで席まで移動していただけると限定ドリンクをサービスしてるんでした！」

「なにその今作ったみたいなピンポイントのキャンペーンは！」

「そんなことないですよ、たった今はじまっただけですから」

　女の子が完かん璧ぺきな営業スマイルを浮かべてみせる。

「よくわからんがお得ならそれでいいだろ。えーと、手をつなげばいいんだったよな」

　小さな手を握にぎりしめると、ユイの体がビクンと跳ね上がった。

「ひゃあっ！」

「どうした？」

「べべべべ、べつに、な、なんでもないわよ……？」

　口ではそういうものの、どう見たってめちゃくちゃ動どう揺ようしていた。

「もしかして嫌いやだったか？　だったらやめるが」

「あっ……」

　手を離すと小さく声を漏もらした。俺と自分の手のあいだを名残惜しそうに見つめる。

「いやって……わけじゃ…………なかったけど………………」

「ん、そうなのか？　じゃあつないでもいいか？」

「そんな恥はずかしいこと聞かないでよ……っ」

「そういわれてもな。嫌いやなことを無理強いはできないだろ。ユイはどっちがいいんだ」

　たずねると、潤うるんだ瞳ひとみが泳ぐように揺ゆれた。

「ど、どっちって……アタシは、イヤじゃない、というか……えっと、本当は……」

　口だけを動かして声にならない声をもごもごと繰くり返かえすと、やがて視線を下に向けたまま手だけを俺に差し出した。

「つなぎたい、です……」

　耳まで真っ赤な顔でそれだけを告げる。

「そっか。じゃあつなぐぞ」

「……………………………………うん……」

　こくり、と小さくうなずいた。

　握にぎりしめた手は思った通り小さくて、熱いくらいの体温が伝わってくる。

　手を引いて歩き出すと、素直に後ろをついてきた。いつもなら罵ば倒とうのひとつも飛んでくるはずなのに、なんというか、借りてきた猫ねこみたいに大人しい。

　離はなれないように少し強く手を握ると、ユイもぎゅっと握り返してきた。

　おお？　なんだこれ。なんかわからんが俺まで恥ずかしくなってきたぞ。

　無言で歩く俺たちを、女の子がうっとりした目で見つめる。

「ふわあ～、先輩かわいすぎて鼻血やばい～。晴夏先輩にこの動画送ってあげたらきっと喜ぶだろうなー」

　なにやら不ふ穏おんな言葉が聞こえたが、ユイの耳には入っていないようだった。

　席まで移動するのにおそらく一分もかからなかったはずだが、テーブルに着くとすぐに、ユイは開いたメニューで顔を隠してしまった。

「……恥はずかしくて死にそう……」

　それきり黙だまってしまう。

　仕方ないので落ち着くまで待っていると、先ほどの女の子がやってきた。

「お約束の限定ドリンクです！」

　そういってテーブルの真ん中に置いたのは、二本のストローが挿ささった少し大きめのグラスだった。二つのストローはハート形に絡からみ合っている。

　メニューの横から顔をのぞかせたユイが目を見開いた。

「……こ、これを、飲むの……？」

　透とう明めいな青いドリンクに色とりどりのフルーツが盛り付けられている。妙みようにキラキラしてて、なんだかハートのような光まで浮かんでいる気がする、と思ったらＡＲエフェクトがかけられていた。

　おかげで俺たちのテーブルだけやけにロマンティックになってしまっている。だからさっきからこっちを見る奴やつらが多かったんだな。
















　さっそくドリンクを飲もうとしたところで、ユイの体が固まっていることに気づいた。

「どうした？」

「だ、だって……」

　赤くなった顔でストローを見つめている。グラスは一つでストローは二つだから、飲もうとすれば必然的にお互たがい顔が近づく形になる。

「う、う、う……」

　ユイの顔が少しずつ近づいてくる。幼い顔は真っ赤に染まり、うるんだ瞳が俺の目と合うとますます真っ赤に染まってしまった。

「う、ううっ………………うが────っ！」

　突とつ然ぜん大声を上げると、ドリンクをひったくるようにつかんで一気に飲み干してしまった。ああっ、俺まだ飲んでないのに。

　最後の一いつ滴てきまで飲み干すと、勢いよくテーブルに叩たたきつける。

「こんな恥ずかしいことできるわけないでしょ！　やめやめ！　こんなのアタシらしくないわ！」

「ああー、姫宮先輩ひどいですよう。せっかく自腹で用意したのに……」

　落ち込んだ声の女の子に、ユイがキッと瞳をつり上げる。

「どうしてアタシがこんなことしないといけないのよ！　でもジュースは美味おいしかったわ！　ごちそうさま！」

　言い返しながらもちゃんとお礼は欠かさないんだな。そんなところがなんだかおかしくて、俺は笑い出してしまった。

「なによ、なにがそんなにおかしいわけ？」

　やけくそ気味のユイに、俺は慌あわてて手を振ふった。

「いやいや、違うんだ。なんつーか、ユイらしいなと思ってな」

　しおらしいユイも確かにかわいかったが、やっぱりユイはこういう感じだよな。うまくいえないけど、このほうがいい。

「……ふん。わかってるならそれでいいわ」

　腕を組んで偉えらそうにふんぞり返りながらも、口元はわずかにゆるんでいる。

　店員の女の子がおずおずと口を開いた。

「……あのー、実はプロゲーマー科限定の特別キャンペーンとして、姫宮先輩が御剣先輩にあーんをして食べさせてあげると……」

「するわけないでしょ!?」




　　　　◆




　やがてランチを食べ終えると、アタシと優刀はランチサービスだというアイスコーヒーを飲みながら、まったりと過ごしていた。晴夏の後輩だという子に睨にらみをきかせておいたから、さすがに今度はちゃんと二人分だ。

　しばらくはどうでもいい話をしていたのだが、優刀がふとしたきっかけで聞いてきた。

「ユイは不破と対戦したことがあるのか？」

　色々と常識が欠けつ如じよしているゲームバカ脳の優刀でも、さすがにそれくらいは気がつくらしい。まあ、ゲームのことにだけは異様に鋭するどいからね。

「……一度だけね」

　思い出すのも腹立たしい。

　けれど、これから不破と戦うのなら話しておく意味はあるだろう。

　あれはまだアタシがこの学校に来たばかりのことだった。







　入学して間もなかったアタシは、対戦会場の場所がわからなくて迷っていた。そこにさわやかな笑えみで話しかけてきたのが不破だ。

「君が転校してきたばかりだっていう姫宮さん？」

「そうですけど、アナタは？」

　この頃ころのアタシはまだ家を出たばかりで、お嬢じよう様さま気分も抜ぬけていなかった。

「そう警戒しないでよ。僕は不破樹いつきっていうんだ。転校してきたばかりで色々わからないこともあるだろうから、教えてあげろって先生から頼たのまれてね」

　胡う散さん臭くさい奴だと思ったけど、転校してきたばかりでなにもわからないのは本当だったし、一人で不安なのも確かだった。

　とりあえず対戦会場まで案内してもらうことにする。それくらいなら構わないだろうと思ったし、もしかしたら本当に、困ってる人は放ほうっておけないなんていうお人ひと好よしなのかもしれない、なんて思っていた。

「姫宮さんは対戦会場にどんな用事があるの」

「用があるわけではありません。この学校の皆みなさんは対戦会場で対戦すると伺うかがったので、実際にどんな雰ふん囲い気きか見てみようかと思いまして」

「なるほど。でもそれだと、今日はあまり参考にならないかもしれないな」

　やがて着いたのは第九対戦会場だった。狭せまい会場で、人は誰だれもいない。

「確かにこれでは対戦の様子を見ることはできそうにありませんね」

　嘆たん息そくするアタシに、不破が邪じや気きのない笑みを浮うかべた。

「じゃあ一回対戦してみる？」

　それは本当に自然で、だからアタシも簡単にうなずいてしまった。

「そうですね。お願いしてもいいかしら」

　あとでわかったことだけど、不破は最初からアタシをここに連れてくるつもりだったらしい。そのために人ひと払ばらいをすませ、まんまとアタシを罠わなにかけたわけだ。

　知らない男と二人きりで誰もいない場所までついていくなんて不用心にもほどがあったけど、結局このころのアタシは自分で思っていた以上に世間知らずだったんだ。

「ただ対戦するだけじゃつまらないからね。ポイントとは別に、相手になにかひとつお願いができる、っていうのはどうかな」

　アタシは軽けい蔑べつするような目でにらんだ。

「女の子相手になにをさせるつもりなのかしら？」

「ああ、誤解しないで。確かに姫宮はかわいいけど、エッチな要求なんてさすがにしないよ。いくら自由な学校とはいえ、さすがにそういうのは校則で禁止されてるしね。ジュースを買ってきて欲しいとか、その程度のたいしたことないお願いだから」

「そうですか……」

　つぶやきながら、視界の仮想ウィンドウに校則を表示させる。

　検けん索さくをかけるとすぐに該がい当とう箇所がピックアップされた。確かに公序良りよう俗ぞくに反する行こう為いは禁止と書かれている。曖あい昧まいな文章だが、それだけに解かい釈しやくの幅はばが広い。エッチな要求はしないという不破の言葉に噓うそはないだろう。

「わかりました。その条件でお願いします」

「ルールはいつも行われてるスタンダードでいいよね」

　そういって、返事も待たずに一人でさっさとレギュレーションを決めてしまう。アタシはそれを素す直なおに受け入れていた。

「それじゃはじめよっか」

　不破の合図と共に数人の生徒が会場内に入ってくる。

「いってなかったけど、これはチーム戦なんだ」

「……天下のプロゲーマー科もつまらないことするんですね」

　嘆息するアタシに、不破が笑みを深める。

「だって、負けたほうは相手のお願いをなんでもひとつ聞かないといけないんだから、どんな手を使ってでも勝ちに行くのは当然でしょ」

「は？　なに言ってるんですか。ジュースを買う程度の大したことないお願いって……」

「そうだよ。大したことのないお願いだからね。１０００ポイントもらうとかでいいかなあ。たったそれっぽっちのポイントで許してあげるなんて僕はとても優やさしいでしょ？」

　血の気が引くのを感じた。何万ポイントと持つ不破にとってはそれは確かに「大したことない」のかもしれないが、入学したばかりのアタシにとっては全ポイントだ。それはつまり退学を意味する。

　絶句してなにもいえないアタシに、不破がイヤらしい笑みを浮かべる。

「こんな古い手に引っかかるなんて、姫宮は本当に箱入りのお嬢様だったんだね」

　その言葉で理解した。

「……アタシの親に頼まれたって訳ね」

「おっと失言だったかな。でもまあいいか。どうせもう姫宮が勝つなんて不可能だし」

　余よ裕ゆうの笑みを浮かべる。所しよ詮せんは世間知らずのお嬢様だと侮あなどっているんだろう。アタシはゲーム開始と同時に最速で飛んだ。構えた細さい剣けんを不破の喉のど元もとに突つき刺す。

　でも、侮っていたのはアタシのほうだった。完かん璧ぺきにとらえたはずの一いち撃げきは、薄うす皮かわ一枚破ることすらできなかった。細剣の先で不破が笑う。

「ごめんね。僕の〈無敵化スターマイン〉はあらゆる攻こう撃げきを無効化し、僕のあらゆる攻撃をすべて即そく死し攻撃に変えるんだ」

　このときのアタシはたぶん愕がく然ぜんとした顔をしていただろう。確かにアタシは不破を侮っていた。まさかそこまでするやつがいるなんて考えもしなかったんだ。

　その後の展開は一方的だった。

　不破が決めたルールはもちろんスタンダードとはほど遠いもので、向こうだけが有利なようになっていた。

　時間無制限。相手を全ぜん滅めつさせたほうの勝ち。対戦中のメンバーの交代は自由だけど、リタイヤによる負けは認められていない。

　不破が無敵である以上、アタシに絶対勝ち目のないルールだった。

　できることは、不破たちが飽あきるか、誰かの助けが来るまでひたすら耐たえ続けるだけ。

　それでもまだアタシは、なんとかなると思っていた。

　持久戦にもちこめば勝ち目はある。倒たおすことはできなくても、こいつら程度にこのアタシが負けるわけはない。そうすればいつかは誰かが異常に気がつくはず。

　そして実際に、アタシは攻撃を防ぎ続けた。

　だけど対戦時間が一時間を超こえたあたりで、自分の見通しの甘さを悟さとった。

　不破は自分の能力をわざわざ教えてきた。教えなければアタシを倒すことは簡単だったはずなのに。教えたのは、おそらく自分を警けい戒かいさせるため。常にアタシの前に立つことで注意を引きつけ、意識から外れた子分たちが背後や側面から攻撃し続ける。

　不破から目を離はなすわけにはいかない。しかし周囲への注意を怠おこたってもいけない。

　アタシは休むことなく戦い続ける一方で、向こうは数人で交代しながらかわるがわる攻撃を続けてくる。舐なめプなんて生なま易やさしいものじゃない。目的は、アタシをいたぶること。

　こいつらはアタシの心を壊こわしにきてるんだ。

「あなたたち……最低ね！」

「目的のためなら手段は選ばない。それが僕のモットーでね」

　やがて対戦時間は数時間にも及および、疲ひ労ろうもピークに達したが、倒れるわけにはいかなかった。ここまでしてくるような奴やつらだ。負ければ何を要求されるかわからない。

　神経をすり減らす戦いはいつまでも続いた。日が暮れて対戦会場に人の来る可能性がなくなると、いよいよ助けは期待できなくなる。

　それでも不破たちの執しつ拗ような攻撃は続いた。もうろくに反応できていない。とどめを刺さそうと思えば刺せたはずだ。それでも不破は攻撃する手を止め、アタシに語りかける。

「ほうら、どうしたんだい姫宮。背中ががら空きだよ！」

　はっとして振り返る。そこには、誰もいなかった。直後に真横から衝しよう撃げき。ダメージにもならないただのタックルがアタシの体を吹ふき飛ばした。

　視界が横転して激しく動き回る。こみあげてきた吐はき気けをどうにか吞のみ込んだ。

　起き上がろうとして、だけど、腕うではもうピクリとも動かなかった。アタシ自身の体が床ゆかに座り込み、鉛なまりのように重くなっている。気がつけば涙なみだがあふれていた。

　どうして、どうしてこんな目にあわないといけないのだろう……。

　アタシは自由に生きたいと思っただけなのに、その代だい償しようとして身も心もボロボロになるまで痛めつけられている。自由に生きたいと思うことは、そんなに重い罪なんだろうか。

　泣きそうになるたび、男たちが攻撃を仕し掛かけてくる。泣く暇ひまもなくアタシは戦い続けた。

　もっとも、泣いたとしてもＡＲのキャラクターは涙なんて流さなかっただろう。

　そうだ。弱いのは、アタシだ。

　弱音を吐くのも涙を流すのも、全部アタシ自身。全部アタシの弱さが招いた結果なんだ。

「はは……あはは……」

　強くなったつもりだった。

　そんなのは気のせいだった。

　アタシは昔のアタシのまま、誰かに利用されるだけのお利口なお人形のままだった。

　家を出たくらいでなにを得意になっていたんだろう。そんなのは誰だってできるのに。

　バカは死ななきゃ治らない。弱い心を治したいのなら、命を捨てるくらいの覚かく悟ごが必要なんだ。

　そんなことに、手て遅おくれになるまで気がつかないなんて、本当にどうしようもない。きっと心の奥の奥底にまで弱さが染しみついているんだろう。

「バカみたいね本当に、あはっ、あははっ……あははははははははは！」

　嗄しわがれた声が響ひびき渡わたる。いつまでもやむことのないアタシの笑い声を聞いて、周りの奴らが怯おびえたように距きよ離りをとった。

「これヤバくないっすか不破さん。さすがに壊しすぎたんじゃ」

「それでいいんだよ。そうしろっていわれてるからね」

　あっさりという不破に、話しかけた男もたじろいだようだった。

「……さすがっすね。それを頼むコイツの親も親ですけど、それを躊ちゆう躇ちよしない不破さんも」

　男の声には恐おそれがにじんでいた。

　なるほど。不破には「覚悟」があったんだ。アタシの親と同じ、人の道を踏ふみ外してもかまわない、という覚悟が。アタシにはそれがなかった。ゲームは楽しむためのもの、なんて甘い考えしかなかった。だから負けた。

「……ふふ、本当にアタシは、救いようがないほどにバカだったのね……」

　ならばアタシも覚悟しよう。

　負けて終わるのがイヤならば、命さえも捨てる覚悟を。

「おや、なんか雰囲気が変わったね。さすがにもう諦あきらめたのかい」

「ええ、そうですね。もうこんなのはやめにします。結局アタシは変わることを恐れる、弱いアタシのままでした。お利口なお人形のままだったのです。だからもう、いい子でいるのはやめましょう」

　生まれ変われ。今、ここで。

　弱いアタシは死んだ。ここにいるのは、強くなると心に決めた新しいアタシ。

　落ちた腕を持ち上げ、震ふるえる切っ先を突きつけて、決然と言い放った。

「てめえら全員ぶっ殺してやるから歯ぁ食いしばって覚悟しろ！」




　次の日が日曜だったのも、不破の策略のうちだったんだろう。

　日曜の対戦会場はやってくる生徒も少ない上に、不破たちが入口を閉めきっていたため誰も入れなかった。誰の助けも求められないまま、一いつ睡すいも許されない神経をすり減らす戦いは実に四十時間にも及んだ。

「まったく、姫宮は強ごう情じようだな」

　最後にはさすがの不破も疲つかれが見えた。

「まさかここまで粘ねばるとはね。ねえ姫宮、僕のチームに入らないかい？　そうすればランキング一位も夢じゃなくなるよ」

「今さら勧かん誘ゆうとか頭おかしいんじゃないの。一昨日おととい来たって遅おそいわよバーカ」

「ははっ、まだそんな口がきけるなんてね。なんだか姫宮のことが好きになってきたよ」

　そう笑って武器をしまう。

「今日の所は僕たちの負けかな。これで引き上げるけど、あまり目立つことはしないでね。またこんな目にあいたくないでしょ」

「二度も同じ手を食らうとでも？　負け犬は遠とお吠ぼえまで下手くそね」

　不破は苦く笑しようを浮うかべると、それ以上言い返すことなく去っていった。休みながらだったとはいえ、向こうもそれなりに疲れたんだろう。

　もっともアタシの体はとっくに限界を超えていた。不破に対するプライドだけで立っていたようなものだ。

　不破たちの姿が見えなくなったと同時に意識が途と切ぎれ、次に気がついたときは保健室だった。対戦会場の真ん中で倒れているところを別の生徒に発見されたのだという。

　アタシはすぐに不破たちのことを訴うつたえたが、不破達がそんなことするわけないと、まともに取り合ってもらえなかった。

　後で黒くろ岩いわ先生に聞いたところによると、監かん視しカメラに写っていたのはアタシ一人だったそうだ。相手もいないのに四十時間もぶっ続けでＡＲを起動し続ける異様な光景だったにもかかわらず、職員の大半は問題視しなかった。

　きっとアタシの家が裏から手をまわしたんだろう。ひょっとしたら〈無敵化スターマイン〉も奴らが与あたえたのかもしれない。

　一日二日でできることじゃない。アタシが入学するよりもはるかに前から周しゆう到とうに準備されていたんだ。アタシはそれをなにひとつ知らなかった。知らなかったから、負けた。

「……先生、アタシって弱いですね」

「なにをいう。姫宮ほど才能がある生徒はそういない」

「でも、もう少しで全部失うところでした……」

「今回の件はとりあえず忘れて、今はゆっくり休め。復ふく讐しゆうはそのあとでもできる」

　そういうドライなところは黒岩先生らしいなと思った。

「アタシ決めました。誰だれも信じなければ、誰にもだまされない。誰よりも強ければ、誰も手出しできない。強くなります。たった一人でも勝てるほどに強く」

　アタシの言葉が保健室の静せい謐ひつな空気の中に響き渡った。




　話し終えたアタシはこっそりとため息をついた。

　少し話しすぎてしまったかもしれない。アイスコーヒーの氷はすっかり溶とけていた。

　不破とのことは今でも思い出すたびに腹が立つ。腸はらわたが煮にえくりかえるという言葉があるけど、まさしくそんな感じだ。許すなんて絶対あり得ない。一ひと欠片かけらの容よう赦しやもなく完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめしてやるつもりだ。

　でも──

「今の話、本当なのか……？」

　優刀が怖こわいくらい真しん剣けんな顔つきになる。

　そりゃ、こんな話を聞かされたら誰だって嫌いやな気分になるよね。

　ここまで話すつもりはなかったのに、なぜだか優刀には全部話してしまいたくなった。

　まだ弱い自分がいるのかもしれない。大変だったな、がんばったな、なんて優やさしい言葉をかけてほしいのかもしれない。それとも、もっと違ちがう言葉が……。

　どうしたんだろう。優刀の言葉を期待してしまっている自分がいる。そんなつもりで話したんじゃないのに。

　視線がそっと優刀の顔色を窺うかがってしまう。真剣な顔に自然とアタシの瞳ひとみが吸い込まれる。

　その瞬しゆん間かんにわかった。

　ああ、そうか。そうだったんだ。そんな簡単なことで、アタシはこんなにも……。

「ユイ、お前……」

　優刀の神しん妙みような声を聞きながら、アタシはそっと目を閉じた。

　どんな言葉だとしてもかまわない。哀あわれまれたって、バカにされたって別にいい。

　でも、少しだけ高望みをしてもいいのなら、優しい言葉だとうれしいな……。

　高鳴る鼓こ動どうを胸に響かせて、アタシは優刀の言葉に耳を傾かたむけた。




「ユイって昔はお嬢じよう様さま口調だったんだな」




「驚おどろくのそこ!?」

　思わず大声で突つっ込こんでしまった。

「そりゃ驚くだろ。今とキャラ違いすぎる。お嬢様っていってたけど本当だったんだな」

　変なところで感心している。

　人がまじめに話したっていうのに、こいつはまったく……。

「もっと、こう……他に色々あるでしょ？　アタシに対して、こう、大変だったなとか、そういうのが」

「難しいことはよくわからんが、今が楽しいならそれでいいだろ。ユイは今どうなんだ」

「今は……楽しいと思うわ」

「ならそれでいいだろ」

　アタシの長い過去話は、一言であっさりと片づけられてしまった。

　ま、そりゃそうか。

　アタシたちはゲームが好きで、そして今、そのゲームを全力で楽しんでいる。

　不破とのことは今でも思い出せばムカつくけど、それだけだ。忘れてしまえるのならそのほうがいい。

　今が幸せならそれで十分だ。

　……それも少し違うか。昔のことなんかどうでも良くなるくらい今が楽しいんだ。

　もしかしてそれを伝えたくてわざとあんな……いえ、優刀に限ってそれはありえないか。

「どうした？　俺の顔になんかついてんのか」

　ほらね。男なんてこんなもんよ。バカでアホで鈍どん感かんで、ほんとに、本当に……あーあ、バカなのはアタシのほうか。

「はーあ、今まで悩なやんでたのは一体何だったのかしら」

　でも、認めたら全部楽になった。

　マヌケな顔してるコイツはきっとなにもわかってないんでしょうけど。

　優刀がじっとアタシの顔を見つめる。

「なんかよくわからんけど、楽しそうだな。いつものユイって感じだ」

「そう？　まあ、そうかもね」

　残ったアイスコーヒーを飲み干して、席を立ち上がる。

「いつまでもグダグダしてたらもったいないわ。さっさとデートの続きをしましょ」

　アタシが自分からそういったのが意外だったのか、優刀が驚いたようにアタシを見る。

　ま、せっかく晴夏がお膳ぜん立だてしてくれたんだしね。

「今日だけは意地を張るのはやめて、素す直なおに楽しむことにしたわ」




　　　　◆




　カフェを出てからのユイはいつも通り、というより、いつも以上に楽しそうだった。

　本屋では攻こう略りやく本ぼんの電子書しよ籍せきを一いつ緒しよに立ち読みするあいだに内容について白熱した議論となってしまい、気がつくと他の生徒たちから拍はく手しゆを送られてしまった。

　次に向かったのは晴夏オススメの拡張現実ＡＲショップだった。部屋に飾かざる拡張現実ＡＲのアクセサリを色々と見て回り、ユイは部屋の内装を和風に変えるセットを、俺はちょうど和室の床とこの間に似合いそうな日本刀の飾り棚だなを購こう入にゆうした。お揃そろいのルームセットを買うなんて仲がよくてうらやましいです、なんて言われてユイがちょっと照れたようにしていた。

　そのあと入ったゲーセンでは、太たい鼓こを叩くリズムゲームで勝負することになった。勝負となれば負けるわけにはいかない。俺もユイも本気で挑いどみ、結局すべての曲をパーフェクトでクリアして引き分けとなった。

　次はどこに行こうかと立体マップを眺ながめていた俺たちは、いつのまにか辺りに人がいなくなっていることに気がついた。店内のＢＧＭも寂さびしいメロディに変わっている。

　学生街はすべて学生が運営しているため、営業は十九時までだ。

　閉館時間はとっくに過ぎていた。

　いつのまにか晴夏からのアドバイスもなくなっていた。

「……ふふっ、遊び過ぎちゃったね」

　学生街を追い出されたユイが小さく舌を出す。

　イタズラをしかられた女の子みたいな表情を見たとき、俺の中にうずくような違い和わ感が生まれた。

　なんだ、今のは。

　痛みとも違う、かすかな違和感。

　はじめての感覚に戸と惑まどっていると、ユイが少しだけ真剣な眼まな差ざしで俺を見つめた。

「本当は言うつもりなかったんだけど……ちょうどいい機会だと思うし、やっぱり優刀には言っておくわ」

　そういって、少し呼吸を整える。

「これは晴夏にも教えてないんだけど、アタシ、十八になって結けつ婚こんさせられると同時に、この学校を辞めることになるわ」

　それは突とつ然ぜんの告白だった。

「入学には親の同意が必要だからね。いくらアタシが騒さわいだって、あいつらがダメだっていえばそれで終わりなのよ。だから取引した。十八になれば大人しくアンタらの言うことに従ってやる。そのかわり、それまではアタシの好きなことをさせろってね。だから、アタシに優勝するチャンスがあるとしたら、それは今年だけってこと」

　俺はとっさに言葉が出なかった。

「でも心配しなくて平気よ。黙だまって戻もどるつもりなんてないから。七なな峰みね高校の決勝大会は全世界が注目する。視し聴ちよう率りつも50％を超こえるわ。いくら権力があってもそこで生なま中ちゆう継けいされる内容にまでは手出しはできない。そこで圧あつ倒とう的な強さで優勝し、誰もが注目する勝利者インタビューの最初の一言目で言ってやるのよ。アタシはアンタたちの指図は受けない。アタシの生き方はアタシが決めるってね」

　そういえば晴夏のインタビューの時に他にも「個人的な理由」があるっていってたな。

　ユイが世界的な有名人となれば、その行動にも注目が集まる。親に無理やり結婚させられるから引退すると世間が知れば「そんなのはかわいそうだ」と反発が起こるだろう。

「それが狙ねらいよ。世界中から非難されれば、あいつらだって握にぎりつぶせなくなるし、強行もできなくなる。約束を破ることになるけど、先に汚きたない手を使ってきたのは向こうなんだからお互たがい様よね。それに、自分の好きなことも……好きな人も選べないなんて、そんなの生きてる意味ないもの」

　ずきん、と再び痛みが走る。

　これはなんだろう。ユイの笑え顔がおを見るたびに、その横顔に寂しさを見つけるたびに、たとえようのない違和感が胸を締しめ付ける。

「……どうしたの？　なんか具合が悪そうだけど」

「いや、そういうわけじゃないんだが……」

「ふうん。ならいいけど」

　そういうと、ユイが少し赤らんだ顔でのぞき込んでくる。

「ねえ優刀。今日のデートは楽しかった？」

　背の低いユイだと下から見上げるような仕草になる。幼い顔の意外な近さに思わずドキリとしてしまった。

「ああ、そうだな。楽しかったよ」

　それは本当だったので素直にうなずくと、ユイが「よかった」と表情をゆるませた。

「じゃあさ、また二人でこようよ」

　こっそりと秘密の話でもするように声をひそめる。

「デートの約束。こ、このスーパー美少女なアタシとまたデートできるんだから、うれしいでしょ？」

　さすがに自分でも少し恥はずかしかったのか、視線を逸そらしてそんなことをいう。

「ああ、そうだな。それは、うれしいな……」

　急な話題の変化に追いつかずに、つい生返事をしてしまう。

　ユイが幼い顔を赤く染めると、やわらかく微笑ほほえんだ。

「へへ、やった。約束だからね」

　それはまるで普ふ通つうの女の子のようで、俺はなぜだか目が離はなせなくなってしまう。

　負ければもちろんその約束はかなわない。

　胸に再び疼うずきを覚える。痛みとは違うもっと別のなにか。それが何なのかはわからない。

「そうだな。約束だ」

　そう答える俺の声に、必要以上の力がこもるのを感じた。




　　　　◆




　そして一週間後。不破との公式戦のために晴夏が押さえたという会場は、校内でも最大の規模を持つ第一対戦会場だった。

『さあやって参りました世紀の一戦、〈クイーンパレス〉対〈クラッシュアッシュ〉！　先に入場したのは挑ちよう戦せん者しや〈クイーンパレス〉のお二人です！』

　対戦会場に入った俺たちを大だい歓かん声せいが出で迎むかえる。

　円形闘技場コロシアムのような第一対戦会場は超ちよう満まん員いんだった。

　会場の中央にはおよそ百メートル四方のステージが設置されている。対戦用のＡＲ規制解除区域だ。この中でならＡＲの無制限展開が許されている。要するに、思いっきり暴れていいということだ。

　短い階段を上ってステージにあがると、さらなる大歓声が肌はだを震ふるわせた。

「おお、すごいな」

「ちょっと、あんまりキョロキョロしないでよ。恥ずかしい」

「無茶いうな。ほんの二週間前までは引きこもりだったんだぞ」

　これほどの大歓声は、部屋に引きこもってた頃ころには味わえなかったからな。

「七峰高校の公式戦ならこの程度はいつものことよ。ま、今日は普ふ段だんよりちょっとだけ多いみたいだけど」

　いつも通りの不敵な笑みを浮うかべる。幼い顔に緊きん張ちようは見られない。デートの時に見せた普通の女の子のような雰ふん囲い気きは、まったく残っていなかった。

「ここにいる人全員がアタシを見ている。配信を通じて世界中の人がアタシたちを見ている。アタシという存在を見せつけるには最高の舞ぶ台たいじゃない」

「さすがにユイは慣れてるな」

　ユイが口の端はしを猛たけ々だけしくつり上げる。

「当然でしょ。このアタシを誰だれだと思ってるの。優刀こそ緊張とかしてないでしょうね」

「さあな、緊張なんてしたことないからよくわからんが、テンションはめっちゃ高い」

　前日は７時間眠ねむり、朝食もしっかりとって、軽くジョギングまでしてきた。

　自分の中を探さぐってみても、あのときのような痛みは感じない。

　あれがなんだったのかはわからないが、今のところ問題はない。むしろ程ほど良よくく興奮している。体調はこれ以上ないほどベストだ。

『〈クイーンパレス〉対〈クラッシュアッシュ〉を観ようと会場はすでに超満員。チケットは発売開始一分でソールドアウト。注目の高さがうかがえます！』

　晴夏の実じつ況きようが響ひびく。

『しかしそれも当然でしょう。チームランキング三位の〈クラッシュアッシュ〉に挑むのは同ランキング十三位の〈クイーンパレス〉！　〈クラッシュアッシュ〉は約２８０万ポイント、〈クイーンパレス〉も１２０万とお互いほぼ全額！　これは勝負に出ましたねー』

　実況席には晴夏が座り、となりの解説席には黒岩先生が座っていた。

『色々あってそうなったようだな。ここでは詳くわしくは述べないが』

『勝敗によってランキングにも大きな影えい響きようがでるでしょうが、今回の注目はなんといっても事前に決められたレギュレーションにあるでしょう。なんと〈クイーンパレス〉側があの悪名高いチートスキル〈無敵化スターマイン〉を必ず使用するようにといってきました』

　解説席の黒岩先生が、抑おさえきれない笑い声をこぼした。

『普通は使用させないところを、あえて使うように強制してきたか。御剣らしいというか、まあ策はあるんだろうが』

『あらゆる攻こう撃げきを無効化し、あらゆる攻撃が即そく死し攻撃になると聞いています。いったいどうやって攻略するつもりなんでしょう？』

『方法はいくらでもある。が、それは不破もわかっているだろう。御剣の用意した策が成功するのか、不破がそれを阻そ止しするのか。いかに自分たちに有利なルールとするかが重要だ。最初のレギュレーションで勝負が決まるといっても過言ではない』

『やはりレギュレーションが重要になるということですね。あっ、ちょうど〈クラッシュアッシュ〉のメンバーも入場してきたようです』

　対戦者用の入場口を抜ぬけて、不破がステージに上がってくる。他のチームメンバーはステージ下で待機していた。

「今日はよろしく。いい対戦にしようね」

「一人だけチート使うくせによくいうわ」

「あの『ツルギ』が是ぜ非ひにもというんだ。断れるわけないだろう」

『両チーム早くも火花を散らしております。ではレギュレーションを開始してください』

　晴夏に促うながされる形で、まず不破が口を開く。

「僕を倒たおす策を考えてきたんでしょ。でも細かいルールをいくつも並べるのは面めん倒どうだと思わない？　だから前回と同じく、お互いにルールをひとつだけ提案する、というのはどうかな。それ以外はスタンダードに合わせるってことで」

「ふうん、まあいいわよ。それでアンタはどんなルールを用意してきたわけ」

「ここに来てくれた観客はみんな『ツルギ』がどんな策を考えてきたのか見に来たんだ。まずはそっちからどうぞ」

　後からルールを決めるほうがわずかにではあるが有利である。相手のルールを聞いてから変えられるからな、後出しジャンケンのようなものだ。それもあっての提案だろう。

「相変わらずの腰こし抜ぬけね」

「それはどうもありがとう」

　ユイの侮ぶ蔑べつを含ふくんだ挑ちよう発はつを、不破は笑顔ひとつ崩くずさずに聞き流した。さすがにこの程度じゃ乗ってこないか。それに、前回は不破のルールが先にあったのも事実だ。今回はこちらから出すのがフェアってもんか。

「じゃあ俺から言わせてもらおう。スタンダードだと『制限時間十五分。全ぜん滅めつしたほうが負けで、時間内に決着がつかなかった場合は三分間の延長戦とし、それでも決着がつかなかった場合は与えたダメージ量で勝敗を決める』だったよな。

　ひとつルールを変へん更こうする。延長戦でも決着がつかなかった場合、生き残っているプレイヤーが多いチームの勝利とする」

「……なるほどねえ」

　不破が口元を深く笑みの形にゆがませる。

「先に確かく認にんしておくけど、スタンダードにチーム人数に関するルールはないから、お互いのチーム全員で対戦することになる。今回は十対二になるけど、それはいいんだよね？」

「もちろんよ。アンタらごときにちょうどいいハンデじゃない」

　まあそれは今いま更さらだしな。人数差の不利があると知りながらユイもチームの人数を増やさないんだ。文句を言える立場でもないだろう。

「なら僕はルールをひとつ追加するね。プレイヤーの人数を確認する際は、僕一人で三人分とカウントして欲しい」

　つまり不破一人だけになったとしても、カウントされる人数は三対二になり俺たちの負けになるということだ。

「はあ？　なによそれ、聞いたことないわよそんなの！」

「僕もいうのは初めてだよ。それで、いいのかい？」

　不破の目が俺を見み据すえる。

　俺はしばらく思案してから答えた。

「なら変更内容を変えよう。時間内に決着がつかなかった場合の勝者は『生き残っているプレイヤーが多いチーム』ではなく『倒したプレイヤー数が多いチーム』とする」

　これなら不破を倒さずとも勝利できる。

　今度は不破が熟考する番だった。

　もちろん不破も変更できる。しかしそうするとこっちも合わせて変更することになる。どこに妥だ協きよう点を見いだすかが重要だ。

　やがて不破が顔を上げた。

「いいよ。それでいこう」

　ユイの頰ほおがぴくりと動いた。同意するとは思っていなかったから意外だったんだろう。

『どうやらレギュレーションが決定したようです』

　ステージ上空に展開したスクリーンにレギュレーションの内容が表示される。

『ではさっそくはじめたいのですが、その前に。せっかく第一対戦会場を押さえたのにマップがスクエアじゃもったいないので、わたしの独断でランダムに決定しちゃいまーす』

　突とつ然ぜんなにもなかったステージ上にいくつものビルが出現した。

「おおっ、なんだこりゃ」

「対戦会場のステージはＡＲの無制限区域だからね。会場によって特色はちがうけど、第一会場の場合はその広さが売りなのよ。だから大規模なマップも再現可能ってわけ」

　現れたのは五階から十階建てくらいまでのビル群だった。ちょっとしたオフィス街みたいだ。いわゆる「マップ：市街地」というやつだろう。

　さすが七峰高校プロゲーマー科だ。いろいろ楽しそうなものがそろってるな。

「いいぜえ、テンション上がってきたじゃねえか！」

　両りよう腕うでの操作端末デバイスを操作して、音声認証コマンドを口にする。

「接続開始リンクオン！」

　漆しつ黒こくの戦場刀をかついだ戦士と、白の姫ひめ騎き士しが現れる。

　視覚同期フルスクリーンに切り替かわると、周囲がビルに囲まれた景色に変わった。どうやら「市街地」の中に転送されたらしい。

「ビルの配置からすると、ちょうどステージの端はしだな」

「相手はたぶん反対側でしょうね」

　なら、最初の作戦は決まりだ。

　視界の中央に大きく「５」の文字が現れる。

『さあ、カウントダウンスタートです！』
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　ゲームスタートの表示と共にユイが駆かけだした。

「今回はチーム戦よ。囲まれれば不利になる。乱戦になる前に数を減らすわよ！」

　それがセオリーだろう。

　正面にあるビルで俺たちは左右に分かれた。ビルの物もの陰かげを利用して挟はさみ撃うちにできれば、序じよ盤ばんで一気に有利な展開に持ち込める。早い段階で何人かプレイヤーを倒しておきたい。

　そう思った直後、目の前のビルが爆ばく発はつした。

　正面玄げん関かんが巨きよ大だいな風穴に変わり、支えを失ったビルが倒とう壊かいする。

　瓦が礫れきを含んだ爆風が辺り一帯に吹ふき荒あれると、拡張現実ＡＲとわかってても思わず腕うでで顔を覆おおってしまった。

　視界が晴れると、巨大なビルは跡あと形かたもなくなっていた。代わりに生まれた瓦礫の山の向こう側に、拳けん銃じゆうを構えた不破の姿が見える。

「どこにいくのかな。正面から戦うのが好きなんでしょ？」

「拳銃一発でビルが崩ほう壊かいか。〈無敵化スターマイン〉てのはすげーな」

「使えっていってきたのはそっちなんだ。遠えん慮りよなく使わせてもらうよ」

　感心しながら、不破の周囲に視線を走らせる。他のメンバーの姿は見えない。

「誰か探してるのかい」

「他のメンバーがいないようだが？」

「いったでしょ。スタンダードにはチームの人数に関するルールはない。自由なんだ。だから今回は僕一人で来た」

『おおーっと！　なんと〈クラッシュアッシュ〉は不破選手一人だけの出場だ！　確かにこうなると〈クイーンパレス〉には不破選手を倒す以外に勝つ方法がありません！』

『御剣の策をうまく封ふうじてきたようだな』

『その割には〈クイーンパレス〉側に動どう揺ようは見られないようですが』

『想定内ということか。なにか他の策があるんだろう』

　ビルを迂う回かいしていたユイが不破の背後に立つ。

「アタシたち相手に一人で挑いどむなんていい度胸じゃない。そこだけは褒ほめてあげるわ」

「それはありがとう。そういう姫宮たちこそ、たった二人で僕に勝てるつもりなの？」

　発はつ砲ぽう音が響く。

　走り出したユイの横を通り過ぎて、弾だん丸がんが道路に突つき刺ささる。

　爆発音と共にアスファルトがめくれ上がった。

「さすがに威い力りよくは高いみたいだけど、当たらなきゃ意味ないわよ」

「その通りだね。でも、いくらアクセルドライブの中とはいえ、銃弾の速度は本物と変わらないんだよ。いつまでかわし続けられるのかな」

　再び発砲音が響く。

　続けざまに放たれる銃弾を、ユイは華か麗れいなステップでかわし続けた。

　さすがに不破の表情が変わる。

「どうやらマグレじゃないみたいだね」

「アンタのためにさんざん練習したからね。銃ごときでアタシを倒せるとは思わないほうがいいわよ」

「そうみたいだね。でもそれは姫宮のスピードがあるからできるんでしょ。なら──」

　不破の笑えみが俺を見る。

「──伝説のツルギはどうなのかな？」

　立て続けに二発の銃声が鳴り響ひびいた。

　空を裂さく弾丸がまっすぐに俺を狙ねらう。

　不破の言うとおり、銃弾を見てかわすなんて芸当はスピード特化のユイにしかできない。

　たとえ銃を撃つ前に飛んだとしても、体が動くより先に銃弾が当たってしまうからだ。

　なら、俺は俺のやり方を貫つらぬくだけ。

　黒くろ金がね桜ざくらを握にぎりしめ、意識を集中させる。

　狙いは銃弾の真横。切り落とすのではなく、かするように斜ななめに振ふり抜く。

「よっと！」

　──ギギィン！　と音が鳴り、刀の表面に小さな火花が散る。

　軌き道どうをずらされた銃弾は、俺の背後へとそれていった。

「ま、こんなところか」

『な、な、なんと──ッ！　銃弾を剣けんで弾き返した────ッ！』

　晴夏の驚きよう愕がくの声が響きわたる。

『驚おどろいたな。銃口の向きとトリガーにかかる指に気をつけていれば、弾たまが発射される軌道とタイミングはわかる。と、口で言うのは簡単だが、そんなこと普ふ通つうはできない。ましてやそれに合わせて刀を当てるなど、神かみ業わざもいいところ。発射された針の穴に糸を通すようなものだ。さすがは御剣というところか』

『姫宮選手も銃弾をよけてましたし、やはり〈クイーンパレス〉の二人は普通じゃない！』

『一いつ朝ちよう一いつ夕せきでできることじゃない。この一週間、相当練習したんだろう。二人の息のあった連れん携けいからもそれは見て取れる。お互たがい最高のパートナーを得たようだな』

『つまり二人は赤い糸で結ばれた運命のベストパートナーということですね！』

　晴夏が妙みように力のこもった声を響かせる。

『だが、それだけに心配な点もある』

『と、いいますと？』

　それは……、と黒岩先生が続けようとしたとき、大きな歓かん声せいが対戦会場に響きわたった。

『おおーっと、どうやら試合が大きく動いたようです！』




　ユイが銃弾を大きく動いてかわすと、不破の背後へと回った。

「自じ慢まんの〈無敵化スターマイン〉も大したことないわね。移動速度も上げたほうがいいんじゃない？」

「く……っ！」

　不破が慌あわてて振り返るが、ユイの速度に追いつけるはずがない。

「貫け！　〈ライトニングパルサー〉！」

　構えた細剣が雷らい光こうをまとう。

　神速の突きが不破の背中に直ちよく撃げきした。

　激しいエフェクト光があたりを染め上げる。光が晴れたあとに現れたのは、突き出された切っ先を背中に受けたまま余よ裕ゆうの笑みを浮うかべる不破だった。

「姫宮たちがあんまり必死に攻こう撃げきしてくるから、ひょっとしたら僕を倒たおせるのかもって焦あせっちゃったよ」

「……ふん、こんなのは準備運動のうちにも入らないわ。この程度で驚くようじゃ程度が知れるってもんね」

　ユイの強がりに不破が肩かたをすくめる。

「まったく、姫宮はすごいね。ここまで戦えるようになるなんて。箱入りのお嬢じよう様さまだったあのころとは比べものにならないよ」

「ええ、本当にね。自分でもそう思うわ。アンタは死んでも許さないけど、アンタのおかげで強くなる覚かく悟ごができた。だからその点でだけは感謝してあげるから喜びなさい」

「姫宮のあの目を見たときから、こういう日が来るって予感があったんだ。いつか再び僕の目の前に立って、〈無敵化スターマイン〉を打ち破る日が来るんじゃないかって」

「当然でしょ。あんなクソチートに頼たよりきりな時点でゲーマーとして終わってるのよ」

　吐はき捨てるユイの言葉に、不破が低い笑い声を返す。

「手厳しいねえ。ところでまさかとは思うけど、僕のスキルがひとつだけだなんて思ってないよね？」

　不破の銃が光に包まれる。

「力を貸して〈平和主義者ピースメイカー〉」

　光が収まると、銃は真っ白に染まっていた。

「まだ銃なんて遅おそい攻撃が当たると思ってるの？」

「だったら避よけてみせてよ。避けられるものならね！」

　指先がトリガーを引く。

　その瞬しゆん間かん、俺の背筋を悪お寒かんが走った。

「ユイ、よけろ！」

「え？」

　白い閃せん光こうが矢となって放たれる。

　とっさにユイの体を突き飛ばし、白い光が俺たちのあいだを一瞬で駆け抜ぬけた。

　速い。目で追うことすらできなかった。指がトリガーに触ふれたと思ったときにはもう光が目の前を通り過ぎていた。

　光。そう、光だ。

　レーザービーム。光速で吐き出される銃弾は、一秒で地球を七周半もする。たかだか十メートルもない距きよ離りなんて一瞬だ。

　それでも、反応できた。ほとんど直感だったとはいえ、かろうじて俺の腕がまにあった。突き飛ばされたことで光は目標を見失い、ユイの腕のわずかに下を通り過ぎる。当たっていない。ギリギリでかわすことができたんだ。

　なのに。

　ユイの左ひだり腕うでが吹き飛び、ライフの八割近くが消しよう滅めつした。

「え……？」

「まさか、衝撃波だけで……ッ!?」

　驚愕する俺たちの耳に、手をたたく音が響く。

「いやあ、さすが『ツルギ』だね。まさか反応できるなんて」

　ユイが鋭するどく睨にらみつける。

「どういうことよ！　クソチートは〈無敵化スターマイン〉しか使えないはずでしょ！」

「その通り。今のは少し速いだけの普通のスキルだよ。ただ〈無敵化スターマイン〉によって僕の攻撃はすべて強化される。〈平和主義者ピースメイカー〉も同じってだけさ」

「クソチートは二つだったってわけね……！」

　不破が笑って首を振る。

「いいや、三つだよ」

　手の中の白い銃がさらに光に包まれる。

「力を分けて〈紛争調停官ネゴシエーター〉」

　光に包まれた銃が形を変える。

　手の中に収まるサイズから一回り大きくなり、銃の後ろには反動を抑おさえるためのリコイルが追加され、弾だん倉そうは下に長く伸のびる。

　現れたのは片手用のサブマシンガン。

「たった一発じゃ避けられちゃうみたいだからね。秒間百二十発の光の嵐あらし。避けきれるなら避けてみてよ」

　サブマシンガンが連続で光を放つ。

　幾いく筋すじもの光条が次々と襲おそいかかった。

「……うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　もはや考える暇ひまもない。

　勘かんだけで地面を蹴けり、黒金桜を正面に突き立てる。

　甲かん高だかい金属音が続けざまに響き、刀の表面に真っ白な火花がいくつも舞まい散った。

　どうやらかろうじて防ぐことはできたらしい。

　しかし、代だい償しようは大きかった。

　黒い刀身に無数のヒビが走り、音を立てて砕くだけ散る。

「──……ッ！　刀が……ッ！」

「あははははは！　これすらも防ぐなんてさすが『ツルギ』だね！　でも、武器無しじゃさすがにもう奇き跡せきは起きないんじゃないかなあ！」

　サブマシンガンが再び光を放つ。

　俺とユイは一度だけ視線を合わせると、それぞれ正反対の方向へダッシュした。




『〈クイーンパレス〉の二人がたまらずに逃とう走そう！　さすがにこの猛もう攻こうはしのぎきれないと判断したか！　しかしそれもしかたない！　無敵であるというだけでも強すぎるのに、その威力を保ったままの光速のビームライフルと、マシンガンによる連続射撃。これでは手を出せるはずがありません！』

　響きわたる実じつ況きように、黒岩先生が冷静にコメントを返す。

『〈無敵化スターマイン〉は確かに強い。しかし不破はそれだけでは勝てないと判断したんだろう。だからこそ奥の手を用意してきた』

『普通ならそれだけで満足しそうなものなのに、不破選手も慎しん重ちようですね』

『普通の相手ならここまではしなかったかもな。しかし相手は個人ランキング一位の姫宮と、無敗で大会三連れん覇ぱの御剣。慎重になりすぎてもまだ足りない相手だ。だからこそ不破も一いつ切さい油断せず、確実に勝てる手を準備してきた。その冷静さは称しよう賛さんに値あたいする。

　そもそも銃じゆうという武器は、高速で動く相手には当てるのが難しい。姫宮クラスの相手にかすめるだけとはいえダメージを負わせられたのは大したものだ。

　御剣たちは間ま違ちがいなく天才だが、その陰かげに隠かくれて目立たなかっただけで、不破もまた元プロゲーマーなだけあって天才の一人であったということだ』

『まさに死角なしということですね。しかしそうなると〈クイーンパレス〉側に打つ手はないのでは』

『一見すればそうだが、二人は別々の方向に逃にげた。まだ諦あきらめていないということだ』

『時間制限までの逃げきりを狙っているんでしょうか』

『はじめのうちならその作戦も狙ねらえただろうが、姫宮がダメージを負ってしまった。延長戦でも決着がつかなかった場合、勝敗は倒したプレイヤー数で決まるのが今回のルールだが、どちらも倒さないままだと本来のルールに従って、お互いのダメージ量で決定することになる。このまま時間切れになれば、負けるのは〈クイーンパレス〉だ』

『では〈クイーンパレス〉側は不破選手を倒すしか方法はないということですね。ですが〈無敵化スターマイン〉がある限りあらゆる攻撃は無効化されてしまいます。となると勝ち目はもうない、ということに……？』

　最後の言葉がかすかに震ふるえる。実況中は私情を見せない晴夏でも、さすがに不安になったようだ。

『だが二人は諦めていない。なにか策があるのだろう。この状じよう況きようを打開するのは容易ではないだろうが……いや、ひとつだけ可能性があるか』

『と、いいますと？』

『ここで私がいうのは控ひかえておこう。推測に過ぎないし、そもそも不可能だ。しかし、もしもそれを御剣たちが狙っているのだとしたら、ひとつ重大な問題がある。

　いや、問題というと語ご弊へいがあるか。御剣は天才だが、全能ではない。未経験の状況というのは必ずある。そうなったとき、一瞬とはいえ判断に迷う場面もあるだろう。弱点といっていいかもわからない、コンマ一秒以下のわずかな迷い。光の速度で迫せまる〈平和主義者ピースメイカー〉相手ではそれが命取りとなるかもしれない』

『しかし、可能性はあるということですね？』

『そうだな。ゼロではない』

　それは実質的にはゼロといってるようなものだ。

　しかし晴夏は声を上げる。

『ならそれを期待しましょう。過去にもツルギ選手は不可能と思える状況を何度も覆くつがえしてきました。逆転の魔ま術じゆつ師し、不可能を可能にする男、など様々な名前で呼ばれています。この対戦でも新たな伝説を打ち立てるのでしょうか。それともついに伝説に終しゆう止し符ふが打たれてしまうのでしょうか。

　ちょうど、今……制限時間の十五分が過ぎました。勝負はついていないためルール通り延長戦に入ります。ここでも勝負がつかなければ、ダメージ量により〈クイーンパレス〉の敗北となります』

　晴夏は実況に私情を挟はさまない。それが仕事だと思っているからだ。それでも言葉に熱がこもってしまう。

『〈クイーンパレス〉に逆転の策はあるのか、それとも〈クラッシュアッシュ〉が逃げ切るのか。泣いても笑っても延長戦は三分間。最後の百八十秒の開始です！』

　決着の瞬間を見み逃のがすまいと会場中が見守る中で、晴夏はマイクを静かに切る。

　誰だれにも聞こえないことを確かく認にんすると、絞しぼり出すような声で祈いのった。

「遊衣ちゃん、御剣くん、がんばって……！」




　もしユイと分断されて連れん絡らくが取れなくなった場合は、延長戦に入ってから姿を現すと事前に決めてあった。

　予定通りに隠れていたビルから外に出ると、ほぼ同時にユイも姿を現した。

「これが最後のチャンスよ。勝算はあるんでしょうね」

「光速の銃じゆう弾だんだぞ。いいとこ五分五分だろ」

　事前にさんざん練習したが、さすがに光を相手には想定していない。

　正直に答えると、ユイが瞳ひとみをつり上げた。

「ふざけないで。そんなの許すわけないでしょ。せめて99％勝てるっていいなさいよ」

　無茶いうなよ、と思ったが、ユイの声は真しん剣けんだった。

「負けるなんて許さないわ。チームのためにも、アタシのためにも。だから今ここで誓ちかいなさい。絶対に勝つと」

「99％ですらなくなってるじゃねえか」

　つい苦く笑しようがもれた。

　ゲームに絶対はない。絶対に勝てるゲームなんてあったら、それはただのクソゲーだ。

　五分五分の勝負ほど燃えるものはない。

　ゲームだって近い実力同士でやるほうが楽しいだろう。

　勝利を目前にした高こう揚よう感と、負けたら終わりの緊きん張ちよう感が、俺の脳のう髄ずいを痺しびれさせる。

　勝つためにゲームをするんじゃない。楽しむためにゲームをする。脳髄が痺れてとろけるような脳内麻薬ゲーマーズハイこそ、俺がずっと求めてきたものだ。それが得られるのなら、負けたってかまわない。むしろ負けるくらいに強い相手を俺は求めてきた。

　でも、ユイの真剣な表情が、デートでの帰り道を思い出させる。この対戦には、ユイの一生がかかっているといってもいい。負ければ優勝は不可能となり、来年の誕生日と共にこの学校を辞める。ユイとも二度と会えなくなる。

　胸に正体の分からない痛みが生まれた。

　まただ。この痛みの正体はわからない。わからないが、そのことにかまっている時間はなかった。

　ここから先は一瞬のミスも許されない。意識を研とぎ澄すまし、万ばん全ぜんの状態で臨まなければならない。

「いいぜ。絶対に勝ってやるよ」

　あえて強い言葉を口にする。それが自分の中に変化をもたらすのを自覚した。

「ならよし」

　ユイが鷹おう揚ようにうなずく。

「相談は終わったのかな」

　現れた俺たちに向けて不破が両手を広げた。

「勝算があるっていうから楽しみにしてたのに、逃げてばっかりなんだね」

「秘策を用意してきたんだが、そっちが予想以上に強いんでな。一いち撃げきにすべてを賭かけることにした」

　折れた黒金桜を水平に構え、真まっ直すぐ不破に狙いを定める。

「いつでもこいよ。その瞬しゆん間かんにお前を倒たおす」

　不破の目がすうっと細くなった。

「ふうん。ツルギがやるんだ。姫宮はどうするつもり？」

　ユイが片かた腕うでで細さい剣けんを振ふる。

「アンタのおかげで攻こう撃げき力が半減したからね。ここは優刀にゆずるわ」

「あの姫宮が他人に頼たよるなんて。ずいぶん信しん頼らいしてるんだねえ。それとも、それもなにかの策なのかな？」

　ユイは黙だまって俺から離はなれる。俺も答えず、意識を集中した。

　不破が白いサブマシンガンを持ち上げる。

　勝負は一瞬。タイミングが命だ。

　心臓の鼓こ動どうが聞こえる。この戦いは絶対に負けられない。意識を全身にまで張り巡めぐらせて心を落ち着かせる。心臓はなおも鼓動を鳴らし、破は裂れつしそうなほどの音を響ひびかせる。

　……なんだ、これは。

　全身をコントロールしているはずなのに、体が意識のコントロールを離れている。

　一瞬のミスも許されない戦いにおいては致ち命めい的な隙すきとなりかねない。

　いったん引くべきか。

　そう考えたとき、俺は愕がく然ぜんとした。

　体が動かない。

　進むことも引くこともできない。

　俺の体は金かな縛しばりのように動かなくなっていた。




『どうしたのでしょうか、ツルギ選手に動く気配がありません。これもなにかの作戦なのか、それとも……』

『やはり、そうか』

　黒岩先生が硬かたい表情になる。

『考えていた最悪の状況が現実となってしまった』

『それは、どういうことですか？』

『御剣は今まで一人で戦ってきた。だから負けても問題なかった。むしろ負けることを望んでいただろう。それにあの強さだ。いままで苦戦らしい苦戦もなかったはず。その強さがほとんどの者なら経験したことのある状況を御剣から遠ざけてしまった』

『それは、まさか』

『程ほど良よい緊張はプレイヤーによい効果を与あたえる。しかし大きくなりすぎればプレイヤーを押しつぶす。確かに御剣は姫宮というパートナーを得たことで新たな強さを手に入れただろう。だが御剣にとって姫宮は、大きなものになりすぎた。経験があれば対処もできただろうが、一人で戦ってきた御剣にとっては生まれて初めての「負けられない戦い」だ。自分が負けることで大切な人が失われる。そんな状況では、まともな人間なら冷静さを保つのも難しいだろう。かろうじて踏ふみとどまっているところはさすが「ツルギ」というべきだが、その緊張は計り知れない。コンマ一秒以下を争う戦いの中において、それはあまりにも致命的な隙だ』

　黒岩先生が非情に告げる。

『この勝負、御剣の負けだ』




　鼓動が早鳴る。

　呼吸が荒あらくなり、指先が小刻みに震えている。

　落ち着け。集中しろ。失敗は許されない。そう思うほどに、焦あせりが増ぞう幅ふくされていく。

　不破は銃じゆう口こうをピタリと俺に向けたまま、動く気配がない。

　時間がゆっくりと過ぎていく。残り時間はすでに一分を切っていた。

　不破が動くのを待つつもりだったが、もうこっちから動くしかない。

　相手までの距きよ離りはおよそ十メートルほど。最速で駆かけ出せば一秒で間合いを詰つめられる。

　一歩を踏み出そうとわずかに体重を移動した瞬間、不破が動いた。

　発はつ砲ぽう炎えんが白く光る。

　しかし構えたマシンガンに動きはない。

　だらりとぶら下げていたもう片方の手に、いつのまにか小型拳けん銃じゆうが握にぎられていた。

　──やられた。

　すべては罠わなだった。

　不破が銃を変化させたことによって、武器はひとつしかないと思いこんでしまった。先読みこそが俺の得意技わざなのに、こんな単純な手に引っかかるなんて、そこまで追い詰められていたのか。

　いや、ここは素す直なおに不破を褒ほめるべきか。

　超ちよう音速の即そく死し弾だんも、それを無数に吐はき出すマシンガンもありながら、決して油断することなく、さらに裏をかくための準備をしていた。

　動き出す一瞬、意識が銃口から逸それるわずかな時間。その刹せつ那なを見逃すことなく狙ねらい撃うちにしてきた。

　さすがだ。これ以上ないタイミングだろう。

　完全に裏をかかれた今、回かい避ひする手段はない。俺の敗北だ。

　握りしめた手から力が抜ぬける。

　あれだけ望んだ敗北が目の前に迫せまってくる。

　はは、もう願いが叶かなうなんて、ここに来てよかったな。

　折れた切っ先が下を向き、そして──




「ふざけんな優刀!!」




　声が、聞こえた。




「なに諦あきらめてんのよ！　アタシと約束したでしょうが！　絶対勝つって、また一いつ緒しよにデートしようねって、約束したでしょ！　だったら絶対、絶っ対、絶っっっ対に、負けんじゃないわよバカ──────────ッ!!　!!　!!」




　きっと幻げん聴ちようだ。

　銃弾が到とう達たつするまでのコンマ一秒もない時間に言える言葉じゃない。

　それでも確かに、俺の耳には聞こえていた。

　きっと泣き顔で怒おこりながら俺をにらみつけているんだろう。そう確信できるほどに強くユイの存在が心の中に浮うかび上がった。

　目を閉じればいつでもユイの表情が想像できる。

　出会ってからまだ二週間も経たっていないのに、どうしてこんなにも大切に思えるのか。

　その理由は、あとで考えればいいだろう。

　今すべきことは別にある。

　ゲームはまだ終わっていない。ならユイは諦めない。どんなに絶望的な状じよう況きようになったとしても、幼い瞳ひとみを精せい一いつ杯ぱいにつり上げて、ふざけんじゃねえと叫さけぶだろう。

　だったらこんなところで俺が負けるわけにはいかないよな。

　目を開く。

　銃弾が見える。

　目の前に迫るのは光速の即死弾。

　触ふれるだけで即死し、かすめるだけで腕が吹ふっ飛とぶ最強の遠距離攻撃。

　受けることも避よけることもできないのなら、最初から勝ち目なんてない。絶対無理。不可能。勝てると思うほうがどうかしている。

「……そういう状況こそ、燃えるってもんだ！」

　意識が覚かく醒せいする。世界が加速する。感じていた不調が噓うそのように消え、燃え立つ闘とう志しだけが残される。

　勝ち目がない？　いいや、あるね。まだ、たったひとつだけ俺の秘策が！




「それ」は一度は無理だと諦めた技。

　相手を知り、完全に理解する〈直感読解インスピレーシヨンリーデイング〉の、その先。

　知り尽つくした上でさらに自分のものへと変える、人の領分を超こえた絶技──




「借りるぜユイ、おまえの力を！」




　まず「世界」から色が消えた。

　次に音が遥はるか彼方かなたへと遠ざかり、全身に感じるすべての感覚が消え失うせる。

　残るのは視覚だけ。

　目に映る世界だけが俺のすべてとなり、すべてがゆっくりと緩かん慢まんに動きはじめる。

　世界が海の底に沈しずんだ速度の中で、俺だけがいつも以上の速度で泳ぐ。

　水底に沈んだ世界の中では、最速で放たれる銃弾も木の葉が沈む速度と同じ。不意を突ついた攻撃も泥どろの中を這はうような速度だから、よけてくださいといってるようなものだ。

　すべての中心が俺になり、俺以外のすべては俺の後ろへと置き去りにされる。

　相手を知り、完全に理解し、身も心も完かん璧ぺきに再現できるのならば、相手の技も再現できるはず。

《共有感覚イミテーシヨンスキル・世界ゾーン》

　極度の集中状態に入った俺に勝てるやつはいない。

　銃弾を見てからかわすなんて簡単にできるし、銃弾の動きにあわせて刃はを当てるなんてもっと簡単だ。

　白い弾丸が刃の上を滑すべって真横へとそらされる。

　その先には打ち合わせ通りのタイミングで一ミリの狂くるいもなくユイが──青白い雷らい光こうを放つ細さい剣けんの切っ先があった。

「貫つらぬけ！　〈ライトニングパルサー〉！」

　瞬しゆん速そくの雷らい突とつが弾丸の真ま芯しんを捉とらえる。

　弾はじき飛ばされた銃弾は軌き道どうを変えてまっすぐに、勝利を確信している不破へと向かった。

「え？」

　弾丸がほうけた声を上げる不破を直撃する。

　不破は自分の体に弾丸が当たったことも忘れて、愕然と目を見開いていた。

「いま、なにをした……？」

　声が震ふるえている。

「弾き返したの？　光速だよ？　光の速さで飛ぶ弾丸に剣の背を当てて軌道をそらし、さらにそれを細剣で撃ち抜いたっていうのかッ!?」

　ユイがドヤ顔で大きく胸を反らす。

「打ち合わせ通りの位置とタイミングでわずかな狂いもなくスキルを放ったアタシをもっと誉ほめ讃たたえてもいいんだけど、そんなことより自分の心配をした方がいいんじゃない？」

「──……ッ！」

　慌あわてて自分のライフゲージを確かく認にんし、驚きよう愕がくに言葉を失う。

　無敵のはずの不破のライフがわずかに減っていた。

「あらあら？　ご自じ慢まんの無敵化チートスキルが機能してないみたいだけど？」

「……気づいてたのか、〈無敵化スターマイン〉の、弱点に……！」

　不破がにらみつけてくる。

「まさか、これを狙ってたっていうのか。最初から……僕に〈無敵化スターマイン〉を使えと言ってきたあの時から！　なぜだ、あのときはまだ〈無敵化スターマイン〉を見たばかりだったはず。なぜわかった！」

「灰谷との対戦の時、不破は一人で対戦しただろ。そのときにおかしいと思ったんだ」

「それの、なにが……」

「自分でもいっていただろう。勝つためならば手段を選ばないと。もし本当に手段を選ばないのなら、自分の仲間にもスターマインを使わせるはずだ。なのに一人で来た。ということは、仲間には使えない理由があるってことだ」

「たったそれだけのことで……？」

「その時に矛む盾じゆんって言葉を思い出した。最強の矛ほこで最強の盾たてを攻こう撃げきしたら、いったいどっちが勝つんだろうな」

「氷雨に検証してもらったのよ。〈無敵化スターマイン〉で〈無敵化スターマイン）〉を攻撃したらどうなるか。結果は『エラー』。〈システム〉はエラー要因である〈無敵化スターマイン〉を切り離はなして無効化するそうよ。いわゆる、ゲームから除外する、ってやつね」

「くそっ……くそがあああああああああああ！」

　不破が銃を乱射する。俺はそれを、あえてよけなかった。

　スターマインを失った後では普ふ通つうの銃じゆう撃げきだ。即死はしない。銃弾を受けるたび俺のライフゲージが削けずられていき、レッドゾーンに入ったところで弾たま切れとなった。

　残弾数、集弾率、銃の性能から逆算したダメージ量。すべて計算通りだ。

「紙装そう甲こうの優刀すら倒たおせないとか、そのスキル弱くない？」

「速度を最優先した攻撃なんだ。そのぶん攻撃力が下がるのはしかたないだろ」

　俺は残り時間を確認する。タイムアップまであと十秒。

「それだけあれば充じゆう分ぶんだ」

　折れた黒金桜を構え、起動コマンドを口にする。

「最終奥義ラストワード発動。目覚めろ〈封竜覚醒イグナイター〉」

　黒金桜の背に噴ふん射しや口こうが現れる。

　本来なら三つだが、折れているため一つしか現れなかった。

「俺の攻撃が当たれば俺の勝ち。かわせば不破の勝ち。さあラストバトルといこうぜ！」

　刀を構えて不破へと駆かけだす。噴射口に火が灯ともる。残り二秒。

「くっ……！　〈無敵化スターマイン〉がなくても、この僕が本気を出せば、お前らごとき……っ！」

　慌てて空の弾だん倉そうを排はい出しゆつする。焦あせる手では受け止められず、地面に転がり落ちた。

「く、くそっ！　この僕が、僕が、こんな……っ！」

　そのあいだにさらに走る。噴射口がひとつしかない分、灯る火が強さを増した。

　残り一秒。

　不破が顔をひきつらせる。

「や、やめろ！　この地位を手に入れるのに、僕がどれだけ苦労したと思ってるんだ！　それを、それを……戦うしか能のないおまえらごときにっ！」

「もう無敵じゃないんだ。避けなきゃ死ぬぜ」

　黒金桜の火がさらに力強く燃え上がる。残りゼロ秒。

「やめてえええええええええええええええええっ！」

「吼ほえろッ！　〈赤竜の咆哮オーバードレイク〉!!」

　ジェットエンジンが火を噴ふいた。

　吹っ飛ばされた不破の体がビルを突き破って勢いよく外に飛び出す。

　ボロボロとなった体が光に包まれると、ライフゲージの消しよう滅めつと共に砕くだけ散った。

　ゲーム終しゆう了りようを告げるメッセージが浮かび上がる。




【ＹＯＵ　ＷＩＮ!!　勝者〈クイーンパレス〉！】




　　　　◆




『決！着！　終わってみれば〈クイーンパレス〉の圧あつ倒とう的勝利！　無敵の〈無敵化スターマイン〉を真っ向から打ち破っての完全勝利だ─────────────────っ!!』




　晴夏の大絶ぜつ叫きようを聞きながら、視界を元に戻もどす。

　廃はい墟きよと化した『市街地』が仮想ウインドウ内に縮小されると、景色が切り替かわった。

「やった────！」

　歓かん声せいと共にユイが抱だきついてくる。

「一時はどうなることかと思ったけど、さすがアタシの優刀ね！」

　小さな体を反射的に抱きとめる。目の前に輝かがやくような笑えみがあった。

　いきなりのことで驚おどろいてしまったが、ユイの喜びようを見てるとこっちまでうれしくなってくるな。

「ユイのおかげで勝てたよ。いい対戦だった」

『えー、遊衣ちゃーん、イチャイチャしてるところ悪いんだけどー』

「──……！」

　ユイが飛びのくように離れる。

「い、イチャイチャなんてしてないわよ！」

「お前ら覚えてろよ……！」

　不破が血走った目でにらみつけてきた。

　とたんにユイの顔が邪じや悪あくにゆがむ。

「いつものさわやかスマイルが真っ赤に染まってるけどどうしたの？　なにか嫌いやなことでもあったのかしら？」

　嫌なこともなにも、２８０万あった〈クラッシュアッシュ〉のポイントがたったの１ポイントになったんだ。誰だれだって怒おこるに決まってる。

「この僕を怒らせたこと、絶対に後こう悔かいさせてやるからな！」

「へえ、アンタみたいな腰こし抜ぬけでもそんなこといえるのね。〈無敵化スターマイン〉無しでどこまでできるか楽しみじゃない」

「あんなので〈無敵化スターマイン〉を攻こう略りやくした気になるなよ！　この僕が二度も同じ手で負けるわけないだろう！」

「なにか勘かん違ちがいしてるみたいだけど、アタシがこの程度で終わらせるわけないでしょ」

「……どういう意味だ？」

「アタシのことをさんざんいたぶってくれたんだから、相応の礼はしないといけないでしょ。まさかこのアタシが、無敵だなんだと煽あおってくれた自信満々のアンタを大観衆の目の前で叩たたきのめすためだけに、こんなことをすると思ってるの？」

「するな」

『します』

『遊衣ちゃんならするよね』

「アンタたちは黙だまってて！」

　怒られてしまった。

「アクセルドライブは対戦中のエラーを全部記録してる。もちろんアンタの〈無敵化スターマイン〉もログにばっちり残ってるから、バグ要因として〈システム〉に登録させてもらうわね」

「アクセルドライブの〈システム〉にアクセスするだと？　噓うそをつくな！　僕にだってそんなことはできないのに、お前ごときがそんな権限を持っているわけないだろう！」

　驚愕も露あらわにうろたえる。

　取り乱す不破に対して、ユイが邪悪そのものな笑みを浮うかべた。

「もしかして氷雨を知らないの？　それはそれはご愁しゆう傷しようさま。アタシの知ったことじゃないけどね」

　不破の顔色が変わる。

「氷雨？　氷雨だと？　まさか、あの蒼あお井い氷雨か？　人嫌ぎらいで研究室から一歩も出ないと噂うわさのあの蒼井氷雨が、どうしてお前らなんかと一いつ緒しよにいる！」

「ふふん。ま、いろいろあってね。そんなことまで教える義理はないわ。それで氷雨、できてる？」

　ステージ脇わきにまで降りてきた氷雨がスマホを掲かかげる。

『いつでもオーケー』

「そ、じゃあお願い」

　無表情な顔がこくりとうなずく。空中に無数のキーボードを展開すると、その中を泳ぐように両手が動き、ものの数秒で作業は完かん了りようした。

「……なにをするつもりだ」

「大したことじゃないわ。氷雨に修正パッチを当ててもらっただけよ」

『エラーログを解かい析せきして〈システム〉の不正検知プログラムに新しく〈無敵化スターマイン〉を加えた。亜あ種しゆも含ふくめて二度と使用できない』

「う……噓だ！　そんなことできるわけない！　僕をだまそうとしたって、そんな、そんなこと……」

　叫さけびながらも声が力を失っていく。氷雨はアクセルドライブの開発者として知られている。不破の言葉に意味がないことは不破自身がよく理解してるんだろう。

　やがてアクセルドライブからバージョンアップを知らせるメッセージが送られてくる。

　一部の不正スキルに対する対応策の実じつ施し、および不正プレイヤーの永久除名を報告する内容だった。

　プレイヤー名までは明記されていないが、それが誰を意味するのかは明らかだ。

「そん、な……」

　不破ががっくりと膝ひざをつく。

　アクセルドライブが使用できなくなれば、プロゲーマー科での活動はなにもできなくなるに等しい。それは実質退学と変わらない。

「チーターは即そくバン。そんなの世界の常識でしょ」

　吐はき捨てるユイの言葉にも、反論する声はない。

　こうして不破との公式戦は完全勝利で幕を閉じた。

















エピローグ






　沸わき上がる観声を聴ききながら、黒くろ岩いわ静しず流るは対戦会場を後にした。会場内は禁きん煙えんだ。一歩外へ出るなり、すぐ煙草たばこに火をつけた。肺いっぱいに煙けむりを吸い込み、ゆっくりと吐き出す。口元に笑みが浮かぶのは、全身に染しみるタバコの味だけが理由ではない。

「まったく。期待しているとはいったが、ここまでとはな」

　今いま頃ごろ裏では大おお慌あわてだろう。なにしろ御み剣つるぎたちは「御ご三さん家け」の息がかかった「調整役」をひとつ潰つぶしてしまった。

　しかもそれをしでかしたのが、ついに表おもて舞ぶ台たいに姿を現した大会三連れん覇ぱの「ツルギ」と、御三家の一つである姫ひめ宮みや家長女。そこにアクセルドライブ開発者まで絡からむとなると、騒さわぎにならないわけがない。

　空いた「調整役」のポジションを巡めぐって、今まで潜せん伏ぷくしていた者も出てくるだろう。御剣たちに接せつ触しよくしようとする者もいるはずだ。学内の勢力図が変わるのは間ま違ちがいない。

　視界のすみでは着信を知らせるアイコンがひっきりなしに明めい滅めつしている。対戦終了から数分しか経たっていないにもかかわらず、すでに数十件にもなっていた。御剣の担当は私ということになっているため、彼についての情報が欲ほしいのだろう。

　もちろんそんなものにいちいち付き合うつもりはない。着信履り歴れきを削さく除じよし、かわりに別の場所へつなげる。

　コール音もなくウィンドウはすぐに開いた。

「今の対戦は見ていたか？」

『ああ見てたぞ！』

　画面からはみ出すくらいでかい男が答える。一応生徒なのだが、敬語を使おうという発想はないらしい。

　見た目通りの声量に思わず顔をしかめ、こっそりとボリュームを落とした。

『〈無敵化スターマイン〉を正面から破るなんてな！　他にもやりようはあっただろうが、あえて正面から倒たおしたんだろう。面おも白しろいやつじゃないか！』

『あんなバカは、前のチームにも、いなかっ、た』

　眠ねむそうな女の子の声が聞こえる。ボリュームを下げたのでいつも以上に聞き取りづらい。

　男のでかい体をよじ登って、眠そうに半分目を閉じた女の子が顔をのぞかせた。

『少し、面白、い』

『お前が興味を示すとは珍めずらしいな。少しは目が覚めたか？』

『そう、だね。準備運動には、ちょうどいい、かも』

　この子も敬語を使う気はないらしいが、今いま更さら注意する気も起きない。ここはプロゲーマー科だ。ゲームの腕うでさえよければ大たい抵ていのことは許される。

　そしてこの二人は「大抵のことが許されてしまう」数少ない実力者だ。

「さすがの御剣も、昨年度優勝チームのお前たちが相手では準備運動にしかならないか」

　男のバカでかい笑い声が響ひびくと、すぐそばの女の子が顔をしかめた。

『おーが、うるさい……』

『面めん倒どくさがりのネコが準備運動なんて、珍しいと思ってな！』

　女の子がムッと顔をしかめた。

『私だって、運動くらい、する。女子力、高い』

『そういうのは女子力とはいわんと思うぞ！』

「いずれにしろ、お前たちが復帰するというならこっちで手続きは進めておこう」

『おう、よろしく頼たのむ！』

『お願、い』

　それぞれ正反対な大きさの声を残して通信が切れる。

　新しくタバコをくわえる口に、知らぬうちに笑みが浮かんだ。

「しばらくは退たい屈くつせずに済みそうだな」

　紫し煙えんを吐き出す。空へと昇のぼっていく煙を見上げながら、誰にともなくつぶやいた。

「期待しているぞ。御剣優ゆう刀とと姫宮遊ゆ衣い」




　　　　◆




　無敵と思われた〈無敵化スターマイン〉を正面から打ち破り、さらには〈システム〉に介かい入にゆうして永久追放してしまった。

　会場は爆ばく発はつ的に盛り上がり、興奮した晴はる夏かが色々口走ったためさらにヒートアップした。

　こうなるともうなにがなんだかわからない。

　こっそり会場を抜ぬけ出した俺たちに気づく者はいなかった。




　人目を避さけたため、帰り道には俺とユイの二人しかいない。

　となりを歩くユイが静かに口を開いた。

「優刀ってほんとアレよね。上手うまくいえないけど、ほんとバカよね」

「上手くいえない自覚あるならもっと隠かくせよ。オブラート突つき破ってんぞ」

「あんな曲芸に挑いどんだやつがよくいうわ。これでもだいぶ包んでるわよ」

　完全にストレートな感想そのままを口にしたとしか思えなかったんだが。

　ユイが俺の前に出ると、背中を向けたままつぶやいた。

「ま、もういいけどね。色々あったけど結局は勝てたし、期限の二週間も無事過ぎたわ」

　そういやチームを組むのは二週間だけって約束だったな。

「これでも感謝してるのよ。不ふ破わに勝てたのもそうだけど、それ以上に、大切なことを思い出せたから。だから、一度しか言わないからよく聞いて胸に刻んでね。……短いあいだだったけど、優刀と同じチームになれて本当によかった。ありがとう」

「あ、ああ……」

　いつものユイからは想像も出来ない素す直なおな言葉に、俺はそんな言葉しか返せなかった。

「それで色々考えたんだけど、やっぱりアタシたちのチームは一度解散しようと思うの」

　背中を向けたままだから表情はわからないが、その声はあっさりとしていた。

「心配しなくてもチームとして得たポイントは均等に配分するわ。お互たがい１４０万ポイントも入るから、アタシたちで個人ランキングの上位を独どく占せんね。また晴夏が騒ぐかしら」

　少しだけ笑い声を響かせる。

「チームランキングは下がるけど、別にいいわ。優刀も優勝を目指すんでしょう。『ツルギ』ならどこのチームでもほしがるでしょうから、もっと上のチームに入ればいいわ。そのほうが優勝できる確率も高いと思うし」

　そこまで言うと、ユイが大きく息を吐いた。

「だからこれは、アタシのわがまま。優刀にとってはメリットもないし、きっとこれからも迷めい惑わくばかりかけると思う。それでも、もしも優刀さえいいといってくれるのなら──」

　小さな背中が振ふり返る。

　その顔は真っ赤に染まっていた。

「──アタシのチームに入ってほしいの。誰だれかに言われたからじゃなく、今度はちゃんとパートナーとして。……こ、この意味、わかるわよね？」

　鋭するどくとがった幼い瞳ひとみが、震ふるえるように揺ゆれていた。

　言葉の意味なんてもちろんわかる。

　あのバカみたいに騒がしい毎日がまたやってくるってことだ。

　そう思ったとたん、俺の中でうずいていたものが消えていった。

　ああそうか。これがそうなのか。

　この勝ち気でわがままで負けず嫌ぎらいで、だけどすぐに泣く小学生みたいな女の子と一いつ緒しよにゲームをするのが、俺は思ってた以上に楽しかったらしい。

　小さな手を取って握にぎりしめる。

「実をいうとな、さっきの対戦中に、ユイの声が聞こえたんだ」

「え？」

「ユイと別れたくない。そう思ったら力が出た。俺もユイと一緒にいたいんだ」

「それは、つまり……」

「ああ、そうだ」




「俺はユイが好きだ。だからこっちこそよろしくな」




　幼い顔が耳まで真っ赤になり、ぽろぽろと涙なみだをこぼした。

「お、おい、どうしたんだよ」

「だって、オッケーされるなんて、思わないじゃない……。アタシは意地っ張りだし、すぐカッとなっちゃうし、他の女の子と比べても全然かわいくないし……。なのに、どうして、こんな、こんなアタシなんかを……」

　しゃくりあげながら目元をぬぐう。それでも涙は止まらない。

「なんでもなにも、俺はユイと一緒にいたいんだ。他に理由なんかあるか」

　そういうと、あふれ出す雫しずくがさらに大おお粒つぶの涙に変わった。

「やっぱり、優刀ってバカよね。バカよバカ。本当に、本当にバカなんだからあ……！」

　そのまま大声で泣きはじめてしまった。

　えええ。なんでこんなに罵ば倒とうされてるんだ。

　どうしたらいいものかわからないので、とりあえず頭をなでてやる。

　そういや前にも似たようなことがあったな。あのときは負けた悔くやしさからだったけど、今日はうれしいからだろうか。

　そんなに喜んでもらえたのかと思うと、なんか俺まで泣きそうになるな。とはいえ男が人前で涙を見せるなんて、そんな情けないことできない。

　グッとこらえているあいだに、ユイが落ち着きを取り戻もどした。

　自分の置かれている状じよう況きように気がつき、恥はずかしそうに真横を向く。

「……今のは、その、アレだから。ちがうから」

「アレってどれだよ」

「うっさい！　とにかく、これからもよろしく、ってことで、いいんだよね？　……なんだか照れるね、こういうの。あはは」

　あふれる涙をぬぐいながら、ごまかすように笑う。

　泣いたり笑ったり忙いそがしいやつだな。でも、そうだな。たぶんうれしいんだろう。それだけはわかる。俺も同じ気持ちだからな。

「ああそれと、チームに誘さそったアタシが言うのもなんだけど、〈クイーンパレス〉は優勝と同時に解散だからね」

　いきなりの宣言に俺は面食らってしまった。

「なんでだよ。ランキングはチームで行うものなんだろ」

「どうもこうも、そんなの当たり前でしょ」

　二人してお互いなに言ってんだという顔になったあと、ユイがニタリと口元をゆがめた。

「ははーん、わかったわよ。優刀ちょっと色ボケしすぎなんじゃない。ま、アタシみたいな美少女と付き合うことになったんだから、うれしくって舞まい上がっちゃうのも無理はないけど」

　いいながらニタニタとした目で俺を見る。

「ふーん、そっかー。アタシと付き合えることがそんなにうれしかったなんてねー。そっかそっかー。優刀にもそういう感情があったなんてねー。えへへー、そんなに愛されちゃうとアタシも恥ずかしいなー」

　両手を頰ほおに当てて、クネクネとよくわからない踊おどりを踊る。なんだかよくわからないが、ものすごく恥ずかしいことをいわれてるということだけはわかった。

「……どういう意味だよ」

　憮ぶ然ぜんとしてしまう俺の言葉に、ユイが不敵な笑えみを返す。

「世界最強が二人もいたらおかしいでしょ？」

　当然のようにいうユイに、俺は答える言葉が見つからなかった。

　なるほど。ユイのいう通りだ。これは色ボケといわれてもしかたない。

「確かに、二人もいらないな」

　俺たちは微笑ほほえんで見つめ合う。

　きっと思うことは同じだ。

　優勝と同時にチームは解散。その場で本当の「最強」を決める対戦を行う。

　俺たちは恋こい人びとという関係になったかもしれないが、それ以上にライバルであり、どうしようもないほどにゲーマーなんだから。

「それまでは一緒にいてあげるから、よろしくね」

　そういって、ユイが幼い顔を今まで以上に輝かがやかせた。








あとがき









　初めまして、もしくは一部の方はお久しぶりです。うれま庄しよう司じと申します。

　前回は魔ま法ほう少女たちが閉へい鎖さ空間に閉じ込められてアレしてアレする話だったので、今回はゲーム大好きすぎる少年少女たちがプロゲーマー養成学校に入ってアレしてアレする話になっています。大だい丈じよう夫ぶ、健全ですよ。




　自分も作中の御み剣つるぎほどではないですが、ゲームは割と好きなほうです。

　大好きです、なんていうと本当に好きな人からしてみたらその程度かよ、と怒おこられてしまいそうな程度には好きです。

　よくやっていたのはＲＰＧですが、対戦ゲームも好きなほうですね。格ゲーとかめっちゃ弱いんですけど。

　波は動どう拳けんすら三回に一回くらいしか出せないうえに、追おい詰つめられてテンパるとわたわたしちゃって自分でもわけわかんない操作しちゃうんですよね。なんで全然動かねーんだよと思ってたらまったく違ちがうボタン連打してたり。あるある。

　昔はそんな感じで友達の家に集まってわいわいゲームしたりしてましたけど、今はスカイプでボイチャしながらネットゲームが出来るんですもんね。スマホ一台でいつでもすぐに協力対戦できるなんて、いい時代になったよなあ。




　それと、キャラメイクできるゲームが好きです。

　装備品で見た目が変わると、やっぱり性能よりも見た目重視で選んじゃいますよね。

　見た目だけじゃなくて、台詞せりふとか、性能とか、得意武器とか、なんなら戦い方までキャラに合わせて選んであげたい。

　こいつはやっぱ戦士系だから剣けんだよなーとか、ヒロインは後列から魔法を打ってもらおうかなとか。あれこれ妄もう想そうしてるのが楽しいんですよ。祭りは準備が一番楽しい、のあの感覚に近いかも。

　最初にやったＲＰＧがウィザードリィだからかもしれないですね。

　あまりの敵の強さに当時小学生だった自分は泣きながらプレイしてましたが、なんだかんだでクリアしましたし。やっぱり自分で作って育てたキャラは愛着がわくんですよね。当時は世界樹なんかと違ってグラフィックもなかったので、本当に自分の妄想だけで補完してました。

　もちろん世界樹もとても面白いですよ。やっぱグラフィックがあったほうがイメージがわきやすいし、そのぶん妄想もいろいろはかどりますしね。

　プリンセスとかコイツもう絶対こういうキャラだろとか。じゃー相方の盾たて役はきっとこんな感じかなーとか。なら後衛には無口キャラを置いてやろうとか。気がつけばパーティーメンバーが女の子に偏かたよってハーレム化したりしますけどしかたないですよね。バランスは愛でカバーだ。

　それに強敵から追いかけられる緊きん張ちよう感かんもハラハラして良いです。ちょっと無理するとすぐ全ぜん滅めつするし。ボスとか初見じゃまず無理だし。でも対策立てればちゃんと勝てるし。そう思わせといて到とう達たつ時点じゃまず勝てないボス配置するし。

　やっぱゲームは適度に難しいほど面白いですね。攻こう略りやくしてる感があるっていうか。

　といってもやっぱり限度はあると思います。具体的にはワープしたら石の中にいるゲームとか。せっかく育てたキャラがロストするゲームとか。そのくせ「おおっと」の一言で済ませちゃうゲームとか！

　ウィズ７とかホントさあ、あれ攻略本なしでクリアした人いんの？

　４も開幕から詰んだけど、７はほんと無理でしょ絶対。暗号を解くためのヒントが暗号で書かれてるってどういうことなの。しかもそっちの暗号のほうが難しいっていう。謎なぞ解ときに手間取ってクリアが遅おくれると、重要アイテムの入ってる宝箱をＮＰＣが先に開けて中身奪うばっていっちゃうしさ。

　敵が強くて全滅するかしないかギリギリのところを、なんとか戦せん闘とうから逃とう走そうしたり貴重な回復アイテムを惜おしみなく使ったり前衛数人を犠ぎ牲せいにしたりしてやっとのことで辿たどり着ついたダンジョンの一番奥の宝箱が空っぽだった時の俺の気持ちわかる？　めっちゃ面白いわ最高だよこのゲーム。

　ちなみに持もち逃にげされた宝箱の中身はＮＰＣを追いかけて魅み了りようの魔法かけて騙だまし取るか、奪い取られた恨うらみも込めて、な　なにをする　きさまらー！　すれば奪い返せるのでオーケーです。なんの話だこれ。




　では恒こう例れいの謝辞を。

　イラストのおーじ茶ちやさん。素晴らしいイラストをありがとうございます！　やっぱりラノベはイラストがあってこそですからね。自分の頭の中にしかなかったものがこうして形になるのを見るのは、何度経験してもやっぱりうれしいです。しかもかわいい！　原げん稿こうの直しをしてるあいだも横にユイのイラスト表示させてずっと眺ながめてニヤニヤしてました（原稿直してねえ）。

　担当の近こん藤どう様。何度も何度も何度も何度も原稿の直しに付き合っていただきありがとうございます。企き画かく書しよを出したのはもう一年以上も前な気もしますが、おかげで無事こうして出せました。

　それから相談に乗ってくれたり、読んで感想をくれたりした友人たちにも一応感謝を。そういや最近ゲームしてないな。またなんかクソゲー探して一日無む駄だにしようぜ。




　そしてなにより、この本を手に取ってくれた読者の皆みな様さまに。

　皆様に読んでいただき、楽しんでもらえたら、そしてよければ、自分もゲームしたいなあ、なんて思っていただけたらこれ以上の喜びはありません。




　他にもいろいろ感謝しないといけない人はたくさんいるのですが、ページ数の関係でこの辺にしておきます。

　つーかほんとはもっとＶＲとかＡＲについて話すべきだった気がするけど、なんか全然関係ないことしか書いてないな……。

　まあ、あとがきだし別にいいよね。ゲーマーの話なんだからゲームの話を書くのは当然だし。しかたないしかたない。必要なら次書けばいいんだしね。




　というわけで、もしもまたお会いできましたら今度は「ビタミーナ王国」とか「アレサ」とかの話をしましょう。

　ではではー。








うれま庄司

●うれましょうじ



今度取材（という名の現実逃避）で新宿のＶＲゲームを体験してきます。目当てはホラーゲームのやつ。実はお台場の時にも行ったのですが、離れた位置からでも常に悲鳴が聞こえてきて、あれ絶対やばいやつだ……、感がすごくて体験したかったのです（その時は怖くてできなかった）。では、生きてたらまた会いましょう。


















カバー・口絵・本文イラスト／おーじ茶

カバーデザイン／百足屋ユウコ＋たにごめかぶと（ムシカゴグラフィクス）










ちょっとゲームで学がく園えんの覇は権けんとってくる








うれま庄しよう司じ
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